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第１０９回あわら市議会定例会議事日程 

 

                         第 １ 日 

                         令和３年８月３１日（火） 

                         午前９時３０分開議 

 

１.開会の宣告 

１.市長招集挨拶 

１.開議の宣告 

１.諸般の報告 

１.行政報告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 報告第 ７号 放棄した非強制徴収公債権等の報告について 

日程第 ４ 報告第 ８号 令和２年度あわら市健全化判断比率及び各公営企業に係る

資金不足比率の報告について 

日程第 ５ 報告第 ９号 令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足

比率の報告について 

日程第 ６ 議案第４３号 令和２年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 議案第４４号 令和２年度あわら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 ８ 議案第４５号 令和２年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 ９ 議案第４６号 令和２年度あわら市農業者労働災害共済特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第１０ 議案第４７号 令和２年度あわら市水道事業会計決算の認定について 

日程第１１ 議案第４８号 令和２年度あわら市公共下水道事業会計決算の認定につい

て 

日程第１２ 議案第４９号 令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認定

について 

日程第１３ 議案第５０号 令和２年度あわら市水道事業会計剰余金の処分について 

日程第１４ 議案第５１号 令和２年度あわら市公共下水道事業会計剰余金の処分につ

いて 

日程第１５ 議案第５２号 令和３年度あわら市一般会計補正予算（第６号） 

日程第１６ 議案第５３号 あわら市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定について 

日程第１７ 議案第５４号 あわら市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部を



2 

 

改正する条例の制定について 

日程第１８ 議案第５５号 工事請負契約の締結について（令和３年度 西口交通広場

シェルター設置工事（その２）） 

日程第１９ 陳情第 １号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 

 

 （散  会） 
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出席議員（１６名） 

   １番 三 上 寛 了     ２番 青 柳 篤 始 

   ３番 島 田 俊 哉     ４番 木 下 勇 二 

   ５番 北 浦 博 憲     ６番 堀 田 あけみ 

   ７番 室 谷 陽一郎     ８番 平 野 時 夫 

   ９番 毛 利 純 雄    １０番 吉 田 太 一 

  １１番 山 田 重 喜    １２番 八 木 秀 雄 

  １３番 笹 原 幸 信    １４番 山 川 知一郎 

  １５番 北 島   登    １６番 卯 目 ひろみ 

 

欠席議員（０名） 

 

                                        

 

地方自治法第１２１条により出席した者 

 市 長  佐々木 康 男    副 市 長  城戸橋 政 雄 

 教 育 長  甲 斐 和 浩    総 務 部 長  後 藤 重 樹 

 創造戦略部長  西 川 佳 男    市民生活部長  堀 江 好 美 

 健康福祉部長  糠 見 敏 弘    経済産業部長  武 田 正 彦 

 土 木 部 長  永 井 宏 昌    教 育 部 長  江 守 耕 一 

 土木部理事  西 川 秀 和    土木部理事  龍 田 雅 人 

 芦原温泉上水道財産区管理者  高 橋 啓 一    代表監査委員  伊 東 秀 一 

                                        

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長  大 角 勇 治    事務局長補佐  早 見 孝 枝 

 主 査  佐々木 良 晃 
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   ◎議長開会宣告 

○議長（山田重喜君） ただいまから、第１０９回あわら市議会定例会を開会いたしま

す。 

（午前９時３０分） 

                                        

   ◎市長招集挨拶 

○議長（山田重喜君） 開会に当たり、市長から招集の挨拶がございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 本日ここに、第１０９回あわら市議会定例会が開会されるに

当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ８月も本日で終わりとなりますが、朝晩は多少涼しさを感じるようになったもの

の、厳しい暑さと不安定な天候が続いています。 

 議員各位におかれましては、何かとご多忙中にもかかわらず、本定例会にご参集

をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 さて、新型コロナウイルス感染症につきましては、若い世代への感染拡大やイン

ド由来の変異ウイルス「デルタ株」の流行を背景に、依然として猛威を振るい続け

ております。全国的な感染拡大に歯止めがかからず、お盆の帰省とも重なり、今月

中旬に入って新規感染者は連日のように最多を更新してまいりました。 

 年代別感染者数では、６５歳以上の割合は低下する一方、若年層で増加傾向にあ

り、中でも「１０代から２０代、３０代」の若い世代に感染が拡大しており、家庭内

や職場での感染が増加しています。 

 福井県におきましても感染拡大が続いていることから、２４日まで発出されてい

た県独自の「福井県緊急事態宣言」が９月１２日まで延長されたところです。また、

市内における感染者も８月以降増加傾向にあり、感染の収束は一向に見込めない状

況です。 

 市民の皆様におかれましては、改めて「おはなしはマスク」や「マスク会食」など

の徹底、不要不急の他県との往来はお控えいただきますとともに、感染拡大防止に

つきましてご理解とご協力をお願いいたします。 

 次に、北陸新幹線開業に向けた駅周辺整備につきましては、西口賑わい施設や西

口交通広場の整備が進み、ビジネスホテルの建設も着工され、徐々にではあります

が、駅周辺に整備される施設の姿が浮かび上がってまいりました。 

 このような中、県は２３日に北陸新幹線敦賀開業後の並行在来線に関する経営計

画の骨子案を発表いたしました。この骨子案の運行計画では、特急が廃止されるこ

とから、普通列車を中心に２４本の運行が増便される案が示されるとともに、運賃

水準は、開業後５年間は定期外と通勤定期が１.１５倍、通学定期が１.０５倍とな

る案が示されました。また、開業後１０年間で累積赤字が約７０億円となる試算が
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されており、その赤字を補塡するための経営安定基金を設け、半分の３５億円は沿

線市町が拠出する案が示されております。 

 北陸新幹線敦賀開業後の運行計画や財政負担などは、開業後のあわら市の市政運

営にとって大きな影響があることから、動向を注視しつつ、開業後のまちづくりや

財政運営などを検討してまいりたいと考えておりますので、議員各位のご理解を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、今定例会に提出いたします議案は、健全化判断比率等の報告３件のほか、

各会計の決算の認定等に関するもの、令和３年度補正予算、条例の制定に関するも

のなど１３議案となっております。 

 各議案の内容につきましては後ほどご説明を申し上げますが、何とぞ慎重なご審

議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げまして、招集のご挨

拶といたします。 

                                        

   ◎開議の宣告 

○議長（山田重喜君） 本日の出席議員数は、１６名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                        

   ◎諸般の報告 

○議長（山田重喜君） 諸般の報告を行います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 事務局長。 

○事務局長（大角勇治君） 諸般の報告をいたします。 

 本定例会までに受理いたしました陳情等につきましては、お手元に配付してあり

ます請願・陳情等文書表のとおりでございます。 

 次に、本定例会に市長より提出されました付議事件は、報告３件、議案１３件で

あります。 

 本定例会の説明出席者は、市長以下１４名であります。 

 なお、本日の会議には伊東代表監査委員が出席しております。 

 以上でございます。 

○議長（山田重喜君） 一部事務組合議会等の議会報告につきましては、お手元に配付

の報告書のとおりであります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

                                        

   ◎行政報告 

○議長（山田重喜君） 次に、行政報告ですが、さきの一部事務組合議会等の報告と同

様、時間短縮を考え、理事者との調整の上、行政報告はお手元に配付のとおりであ

ります。 
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   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（山田重喜君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、９番、毛利純雄君、１

０番、吉田太一君の両名を指名します。 

                                        

   ◎会期の決定 

○議長（山田重喜君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から１０月１３日までの４４日間といたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は本日より１０月１３日までの４４日間と決定しま

した。 

 なお、会期中の日程は、お手元に配付しました会期日程表のとおりであります。 

                                        

   ◎報告第７号の上程・提案理由説明 

○議長（山田重喜君） 日程第３、報告第７号、放棄した非強制徴収公債権等の報告につ

いてを議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 報告に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました報告第７号、放棄した非強制徴収公

債権等の報告について申し上げます。 

 本案は、あわら市債権の管理に関する条例第１９条第１項の規定に基づき、同項

２号から５号に該当するものとして、令和２年度中に放棄した非強制徴収公債権等

について、同条第２項の規定により議会に報告するものであります。 

 放棄した債権につきましては、水道料金６件、１３万２,３１０円となっておりま

す。 

 以上、ご報告いたします。 

○議長（山田重喜君） 報告第７号は、これをもって終結いたします。 

                                        

   ◎報告第８号及び報告第９号の一括上程・提案理由説明・審査結果報告 

○議長（山田重喜君） 日程第４、報告第８号、令和２年度あわら市健全化判断比率及び

各公営企業に係る資金不足比率の報告について、日程第５、報告第９号、令和２年

度芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足比率の報告について、以上の報告

２件を一括議題といたします。 
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○議長（山田重喜君） 報告に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました報告第８号、令和２年度あわら市健

全化判断比率及び各公営企業に係る資金不足比率の報告について及び報告第９号、

令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足比率の報告について申し

上げます。 

 報告第８号につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第

１項及び第２２条第１項の規定により、令和２年度における本市の実質赤字比率、

連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の、いわゆる健全化判断比率

と各公営企業に係る資金不足比率について、監査委員の意見を付して議会に報告す

るものであります。 

 内容といたしましては、健全化判断比率等報告書に記載のとおりでありますが、

実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、黒字決算のため該当がありま

せん。また、実質公債費比率は対前年度比０.１ポイント減の６.９％、将来負担比

率は対前年度比０.８ポイント増の４６.９％となっており、それぞれに設定された

本市における早期健全化基準を大きく下回る数値となっております。 

 次に、各公営企業２会計に係る資金不足比率について申し上げます。 

 資金不足比率については、公営企業の全ての会計において資金不足となっていな

いため該当がありません。 

 なお、これらの指標については、議会への報告後、公表することにしております。 

 報告第９号につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条

第１項の規定により、令和２年度の芦原温泉上水道財産区水道事業会計に係る資金

不足比率について、監査委員の意見を付して議会に報告するものであります。 

 内容といたしましては報告書に記載のとおりでありますが、資金不足比率につい

ては資金不足となっていないため、該当がありません。 

 以上、ご報告いたします。 

○議長（山田重喜君） ただいま上程された報告に関して、代表監査委員から審査結果

の報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 代表監査委員、伊東秀一君。 

○代表監査委員（伊東秀一君） 議長のご指名をいただきましたので、令和２年度あわ

ら市財政健全化判断比率等審査、公営企業及び芦原温泉上水道財産区水道事業に係

る資金不足比率の審査結果をご報告申し上げます。 

 まずもって、議員の皆様におかれましては、日頃から地域住民のためにご尽力い

ただいておりますことに対しまして感謝申し上げます。本当にありがとうございま

す。 

 それでは、本審査の結果をご報告申し上げます。 
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 本審査におきましては、健全化判断比率、それから資金不足比率につきまして、

その算定の基礎となる事項を記載した書類の提出を求めまして、慎重に審査をいた

しました。その結果、健全化判断比率、資金不足比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類につきまして、いずれも関係法規に準拠して適正に作成されてい

るものと認められました。 

 審査の内容につきましては意見書としてまとめ、お手元に配付してございますの

で、ただいまからのご報告に併せご覧いただきたいと思います。議案書の最初のほ

うに「令和２年度決算に基づくあわら市財政健全化判断比率等審査意見書」、それか

ら同じくもう一つ、「令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計資金不足比率審

査意見書」、この二つをつけておりますので、併せてご覧いただきたいと思います。 

 まず最初に、お手元の「令和２年度決算に基づくあわら市財政健全化判断比率等

審査意見書」の１ページの真ん中より下の表をご覧いただきたいと思います。 

 表の左上から、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率につきましては、いずれも

赤字はなく、早期健全化基準から見て問題のない状況にあります。次に、③実質公

債費比率につきましては６.９％と、前年度に比べて０.１ポイント改善しておりま

す。早期健全化基準である２５.０％を１８.１ポイント下回る良好な状況にござい

ます。④の将来負担比率につきましては４６.９％と、前年度に比べて０.８ポイン

ト悪化しておりますが、早期健全化基準３５０％を大幅に下回るよい結果となって

おります。 

 次に、資金不足比率について申し上げます。今ご覧の意見書の２ページの下側の

表と、併せましてもう一つの財産区のほうの意見書の１ページの表と併せてご覧い

ただきたいと思います。 

 二つの公営企業会計と芦原温泉上水道財産区水道事業会計は、いずれも資金不足

の状況になく、経営健全化基準から見て問題のない状況にあります。 

 以上、健全化判断比率等の審査の結果を申し上げましたが、あわら市の人口減少

に歯止めがかからない状況が続く中で、今後も北陸新幹線関連事業の本格化に伴う

財政負担が見込まれることを踏まえますと、将来世代への負担が増加することに懸

念を抱かざるを得ません。 

 したがいまして、事務事業の改善を徹底し、限られた資源が効果的、効率的に活

用されるよう努めるとともに、経常的経費の節減により財政体質の健全化を図るよ

う、今後におかれましても関係者の一層のご努力をお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、財政健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の審査のご報

告といたします。 

○議長（山田重喜君） 報告第８号及び報告第９号は、これをもって終結いたします。 

                                        

   ◎議案第４３号から議案第５１号の一括上程・提案理由説明 

・決算審査結果報告・総括質疑・委員会付託 

○議長（山田重喜君） 日程第６、議案第４３号、令和２年度あわら市一般会計歳入歳出
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決算の認定について、日程第７、議案第４４号、令和２年度あわら市国民健康保険

特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第８、議案第４５号、令和２年度あわ

ら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９、議案第４６

号、令和２年度あわら市農業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について、

日程第１０、議案第４７号、令和２年度あわら市水道事業会計決算の認定について、

日程第１１、議案第４８号、令和２年度あわら市公共下水道事業会計決算の認定に

ついて、日程第１２、議案第４９号、令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業会

計決算の認定について、日程第１３、議案第５０号、令和２年度あわら市水道事業

会計剰余金の処分について、日程第１４、議案第５１号、令和２年度あわら市公共

下水道事業会計剰余金の処分について、以上の議案９件を一括議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました議案第４３号、令和２年度あわら市

一般会計歳入歳出決算の認定についてから議案第５１号、令和２年度あわら市公共

下水道事業会計剰余金の処分についてまでの各会計決算の認定及び剰余金の処分に

係る９議案について、提案理由を申し上げます。 

 議案第４３号から議案第４９号までの７議案につきましては、一般会計をはじめ

とする各会計における令和２年度決算を監査委員による決算審査意見書を付して提

出するもので、地方自治法及び地方公営企業法の規定により、議会の認定をお願い

するものであります。 

 まず、議案第４３号、一般会計歳入歳出決算についてご説明いたします。 

 一般会計の歳入総額は１９０億２,７８７万６,９０５円、歳出総額は１８１億３,

９５３万９,１３２円で、歳入歳出差引額は８億８,８３３万７,７７３円となってお

ります。この中には、繰越明許費として令和３年度へ繰り越すべき財源２億３,６３

０万７,１８９円が含まれておりますので、歳入歳出差引額からこれらの額を差し引

いた実質収支額は６億５,２０３万５８４円となるものであります。 

 歳入の主なものを収入済額の多い順に申し上げますと、国庫支出金の５４億３,４

３４万６,７２４円をはじめ、市税４５億３,５１０万４,６３６円、地方交付税３３

億８,８３１万３,０００円、市債１４億１,９５３万８,０００円、県支出金１２億

４,６０３万１,６２５円、地方消費税交付金６億２,０２７万３,０００円、繰入金

５億５,８５２万３,４３０円、繰越金５億４,７０５万３,５２１円、諸収入３億５,

０７３万１,９８３円、分担金及び負担金２億１,２００万９,５６６円などとなって

おります。 

 一方、歳出につきましては、支出済額の多い順に申し上げます。民生費の４７億

５,５５６万８,２１３円をはじめ、総務費４１億８,６６３万７,６５６円、土木費

２７億５,２１４万９,０６１円、教育費１５億８９１万１,８０３円、公債費１４億

８,７４４万５,９２１円、衛生費８億２,９８３万３,８４０円、農林水産業費７億
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４,０９８万１,３７４円、商工費６億５,９４９万１,２２５円、消防費６億２７１

万３,６１４円、諸支出金４億２,６２４万９,４３０円などとなっております。 

 次に、特別会計の決算について申し上げます。 

 議案第４４号、国民健康保険特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入総額は

２９億９４５万９,８３８円、歳出総額は２８億５,７００万８,３２７円で、歳入歳

出差引額は５,２４５万１,５１１円となっております。 

 歳入の主な内訳といたしましては、県支出金２０億６,４７７万４,８５４円、国

民健康保険税５億６,２８２万５,１２８円、繰入金２億３,００７万５,５４３円、

諸収入２,４９１万９１円、繰越金２,１４６万１６１円などとなっております。 

 一方、歳出の主な内訳といたしましては、保険給付費２０億２,０８６万９６円、

国民健康保険事業費納付金７億４,１４９万５,０１５円、総務費５,７１１万５,７

９３円、諸支出金２,１１４万４,１０５円などとなっております。 

 次に、議案第４５号、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきましては、歳

入総額は３億７,６９２万５,４５９円、歳出総額は３億７,６６６万５,０５９円、

歳入歳出差引額は２６万４００円となっております。 

 歳入の主な内訳といたしましては、後期高齢者医療保険料３億１８５万９,９８０

円、繰入金７,３６３万６,８７９円、諸収入６８万６,０５０円などとなっておりま

す。 

 一方、歳出の主な内訳といたしましては、後期高齢者医療広域連合納付金３億７,

１１９万２,０９７円、総務費４９２万１,４１２円などとなっております。 

 次に、議案第４６号、農業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算につきましては、

歳入総額は２０５万１,９８５円、歳出総額は１２５万９,０４０円で、歳入歳出差

引額は７９万２,９４５円となっております。 

 歳入の主な内訳といたしましては、共済掛金１２６万７,０００円、諸収入４６万

６,４３８円などとなっております。 

 一方、歳出の主な内訳といたしましては、総務費７８万９,６００円、共済諸費４

４万１,４４０円などとなっております。 

 続いて、公営企業会計の決算について申し上げます。 

 議案第４７号、水道事業会計決算については、収益的収入及び支出で、水道事業

収益７億９,５３５万９,６１１円に対し、水道事業費用７億１,９７８万６５７円で、

７,５５７万８,９５４円の利益となりますが、損益計算は消費税抜きの計算をいた

しますので、当該年度の純利益は６,７７０万８,８０３円となっております。 

 次に、資本的収入及び支出では、収入額６,８７２万１,７１０円に対し、支出額

１億８,３５５万２,０１８円で、１億１,４８３万３０８円の収入不足が生じていま

す。この不足額につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

６２７万２,１６１円、過年度分損益勘定留保資金２,８５７万７,５１９円、当年度

分損益勘定留保資金７,９９８万６２８円で補塡をいたしております。 

 次に、議案第４８号、公共下水道事業会計決算については、収益的収入及び支出
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で、下水道事業収益１１億８,３０６万６３０円に対し、下水道事業費用１１億４,

２７３万７,４３３円で、４,０３２万３,１９７円の利益となりますが、損益計算は

消費税抜きの計算をいたしますので、当該年度の純利益は３,１３５万１６４円とな

っております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額６億１万５３１円に対し、支出額９億８,

７１９万３,３２２円で、３億８,７１８万２,７９１円の収入不足が生じています。

この不足額につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８９

７万３,０３３円、過年度分損益勘定留保資金７３４万１,３７７円、当年度分損益

勘定留保資金３億７,０８６万８,３８１円で補塡をいたしております。 

 議案第４９号、芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算につきましては、収益的

収入及び支出で、水道事業収益１億３,８０３万３,６３３円に対し、水道事業費用

１億５,６３４万８,１８９円で、１,８３１万４,５５６円の損失となりますが、損

益計算は消費税抜きの計算をいたしますので、当該年度の純損失は１,８６９万６,

４８９円となっております。この不足額につきましては、前年度繰越利益剰余金で

補塡をいたしております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額４７万５,０００円に対し、支出額１,５

８６万９,２２０円で、１,５３９万４,２２０円の収入不足が生じています。この不

足額につきましては、当年度分損益勘定留保資金１,５１２万６,６４５円、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２６万７,５７５円で補塡をいたしてお

ります。 

 次に、議案第５０号、令和２年度あわら市水道事業会計剰余金の処分については、

令和２年度決算に係る剰余金の処分について、地方公営企業法第３２条第２項の規

定により議決を求めるものであります。 

 当年度未処分利益剰余金６億５１２万１,２０４円のうち、建設改良積立金に６,

７００万円を積み立てるものであります。なお、残額５億３,８１２万１,２０４円

については、翌年度繰越利益剰余金として次年度に繰り越します。 

 議案第５１号、令和２年度あわら市公共下水道事業会計剰余金の処分については、

令和２年度決算に係る剰余金の処分について、地方公営企業法第３２条第２項の規

定により、議決を求めるものであります。 

 当年度未処分利益剰余金９,７７０万３２１円のうち、減債積立金に３,１００万

円を積み立てるものであります。なお、残額６,６７０万３２１円については、翌年

度繰越利益剰余金として次年度に繰り越しいたします。 

 以上、９議案についてよろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっております議案第４３号から議案第５１号

に関し、代表監査委員から決算審査の結果報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 代表監査委員、伊東秀一君。 
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○代表監査委員（伊東秀一君） それでは、監査委員を代表いたしまして、決算審査の結

果をご報告申し上げます。 

 令和２年度の決算審査は、去る７月８日から２９日までの４日間にわたりまして、

あわら市の一般会計をはじめ特別会計、企業会計及び芦原温泉上水道財産区水道事

業の会計の決算状況につきまして、関係書類及び主要施策の成果報告書等を慎重に

審査いたしました。 

 その結果、一般会計、特別会計及び企業会計等の決算につきましては、それぞれ

関係法規に準拠して作成され、諸帳票は証拠書類と符合し、計数も正確であると認

められました。 

 審査の内容につきまして、「各会計決算審査意見書」としてまとめたものをお手元

に配付しておりますので、本日のご報告に併せてご覧いただきたいと思います。 

 それでは、決算審査の概要をご報告申し上げます。 

 今申し上げました意見書につきましては、議案書の真ん中あたりになると思いま

す。決算書の後に各意見書がついておりますので、まずは「あわら市各会計決算審

査意見書」をお開きいただきまして、そちらの２ページ中ほどの各会計状況、収支

状況の表をご覧いただきたいと思います。 

 一般会計の令和２年度歳入決算額は１９０億２,７８７万７,０００円と、前年度

に比べまして２４.３％の増、また歳出決算額は１８１億３,９５３万９,０００円と、

これも前年度に比べ２２.９％の増となっております。前年度と比較しますと、歳入

歳出ともに大幅に増加しております。 

 次に、意見書の４ページをお開きいただきたいと思います。あわら市の財政比率

の推移のグラフが出ております。４ページ、グラフが三つございます。 

 上段のグラフはあわら市の財政力指数を示しておりますが、令和２年度は０.６０

と、前年度に比べまして０.０２ポイント悪化しております。中段のグラフは財政の

硬直化を表す経常収支比率を示しておりますが、令和２年度８９.１％、これは前年

度に比べて１.０ポイント改善しております。同じく４ページ下段のグラフでござい

ますが、公債費の財政負担割合を表す実質公債費比率を示しております。令和２年

度は６.９％と、前年度に比べて０.１ポイント改善しております。 

 続きまして、ちょっと飛びまして１６ページをお開きいただきたいと思います。 

 １６ページ中ほどの第２２款市債の表でございます。令和２年度の市債の収入済

額は１４億１,９５３万８,０００円で、前年度より１億１,９６８万６,０００円減

少しております。 

 同じく１６ページの下段の表、市債の現在高状況をご覧ください。令和２年度の

市債の現在高は１７６億２,８５１万７,０００円で、前年度に比べ２,１９２万円減

少しております。パーセントで０.１％減少しております。この市債残高を市民１人

当たりに換算しますと６４万１,０００円になります。 

 人口減少とその影響による市民１人当たりの市債残高の増加は、年を追うごとに

進行している状況であることからも、次の世代に大きな負担を残すことのないよう
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に、財源確保に一層の努力を図り、市債発行に当たりましては慎重な対応を望むも

のであります。 

 以上、一般会計の歳入歳出決算を審査いたしました結果、事務事業の改善による

経費の削減、それから収入確保への取組も見受けられましたが、繰り返しになりま

すけれども、人口減少による自主財源の減少が避けられない状況が明白であります

ので、高齢化に伴う社会保障費の増大、北陸新幹線関連整備事業の本格化や市債の

返済などによる多額の財政負担が見込まれることを考慮いたしますと、従来にも増

して費用対効果を重視した、コスト意識を持ち合わせた施策を実施されますように

要望いたします。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 同じ意見書の３３ページをお開きいただきたいと思います。 

 ３３ページ（２）に国民健康保険特別会計の欄がございまして、令和２年度の歳

入決算額は２９億９４６万円、歳出決算額は２８億５,７００万８,０００円で、差

引き５,２４５万２,０００円の黒字となっております。前年度に比べますと、歳入

で１億３,００６万２,０００円の減少、歳出が同じく１億６,１０５万４,０００円

の減少となっております。また、被保険者数は年々減少している状況にございまし

て、保険税収入も前年度に比べ１,０４３万円の減収となっております。 

 続きまして、意見書の３４ページ、上段の表、保険税収納状況をご覧ください。 

 全体の収納率につきましては、この表の一番下でございますけれども、令和２年

度収納率８７.４％と、前年度に比べ０.４ポイント改善しております。しかしなが

ら、滞納繰越分の収納率につきましては、２５％付近を推移するという状況が続い

ていることを踏まえますと、滞納繰越分の債権管理につきまして、さらに取り組ん

でいただきたいと思います。 

 次に、意見書の３６ページをお開きください。（３）後期高齢者医療特別会計につ

いて申し上げます。 

 歳入決算額は３億７,６９２万５,０００円、歳出決算額は３億７,６６６万５,０

００円で、差引き収支は２６万円の黒字となっております。 

 後期高齢者医療制度の主体は福井県後期高齢者医療広域連合となっておりますの

で、主な歳出につきましては、真ん中に歳入歳出の決算額比較表がございますけれ

ども、歳出の欄を見ていただきますと、広域連合への納付金３億７,１１９万２,０

００円と、歳出全体の９８.５％を占めている状況でございます。 

 また、同じ３６ページの下段の表、保険料の収入状況、これは全体の収納率を申

し上げますと、この表の一番下の計のところで９９.５％と、前年度と比べまして０.

３ポイント増となっており、従来から高い収納率を維持しております。そうはいい

ましても、今後も一層の保険税収入の確保に向けた努力をお願いしたいと思います。 

 次に、３７ページの（４）農業者労働災害共済特別会計について申し上げます。 

 歳入決算額は２０５万２,０００円、歳出決算額は１２５万９,０００円で、差引

き７９万３,０００円の黒字となっております。 
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 また、一番下のほうに共済の給付についての表がございますけれども、４４万２,

０００円と、前年度に比べまして２７万９,０００円、３８.７％減少しております。 

 この特別会計につきましては、共済加入世帯数が年々減少していることを踏まえ

ますと、当会計の適正な運用を維持するためにも、歳入の確保に向けて加入者の促

進に努めていただくとともに、農作業事故の発生防止の指導・啓発といった取組を

継続していただきたいと思います。 

 続きまして、４１ページをお開きください。基金について申し上げます。 

 令和２年度は、合計の欄にありますように、４億２,６６９万１,０００円を積み

立てる一方で、５億８,８５２万３,０００円取り崩しております。 

 したがいまして、令和２年度末の残高は、一番右端でございますけれども、５５

億７,８６０万７,０００円で、主に財政調整基金の取崩しにより、前年度と比較し

まして１億６,１８３万２,０００円減少しております。 

 基金は、将来の施設整備や維持補修など、健全な行財政運営上、重要な役割を担

うものであります。今後とも、設置目的に沿った計画的な積立てと効率的な運用を

心がけていただき、一層の有効活用に努めていただきたいと思います。 

 以上が一般会計及び特別会計の決算審査の概要でございますが、これらを取りま

とめまして４３ページ以降に審査意見を提示しておりますので、改めてご高覧いた

だければと思います。 

 それでは次に、公営企業会計について申し上げます。 

 次に、お手元の「令和２年度あわら市各公営企業会計決算審査意見書」をお開き

ください。 

 まず、５ページをお開きいただきたいと思います。水道事業会計について申し上

げます。 

 主な業務実績の表でございますけれども、令和２年度末の給水人口は２万４,７６

８人となっておりまして、前年度に比べ２５１名減少しております。また、年間有

収水量は３２７万㎥と、前年度より１.２％増、有収率も８２.４％、これは０.６％

減となっております。 

 令和２年度の経営成績につきまして、８ページをご覧ください。 

 ８ページの表でございますが、営業収益から営業費用を差し引きました営業損益

につきましては、真ん中あたりで三角の数字が出ておりますが、１億２,８５２万円

の赤字となっております。これに営業外収益、それから営業外費用を加減しました

経常損益、これは下のほうにございますけれども、経常損益につきましては６,７７

４万７,０００円の黒字となっております。 

 水道事業会計は、県水引受水費、それから減価償却費並びに企業債利息などの固

定的な費用が大きな割合を占めております。一般会計からの補助金を受け入れても

なお厳しい経営状況にあります。今後さらに人口減少が見込まれる中、長期的展望

に立った事業運営と経営の健全化に向けてまして、さらなる努力を望むものであり

ます。 
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 次に、公共下水道事業会計、１７ページをお開きください。 

 令和２年度、これも表のほうを見ていただきたいんですが、処理人口は２万６,４

９７人で、前年度に比べますと３５４人減少しております。人口普及率につきまし

ては９６.３％で、０.１％増加しております。 

 次に、２０ページをお開きください。経営成績について申し上げます。 

 先ほどと同じように、営業損益につきましては、表の中ほどでございます、４億

３,８７５万２,０００円の赤字となっております。これに営業外収益及び営業外費

用を加減した経常損益は、下のほうでございますけれども、３,１３９万９,０００

円の黒字となっております。さらに、ここから特別損失を差し引いた当年度の純損

益につきましては、３,１３５万円の黒字となっております。純利益は前年度に比べ

１,８８２万１,０００円の増加、増益でございます。 

 下水道事業につきましても、経営環境が非常に厳しい状況にあることは十分に認

識していただき、さらなる経営の合理化、効率化を図るとともに、供用区域内の下

水道接続率の向上を推進して収益の増加につなげるよう、望むものであります。 

 最後に、芦原温泉上水道財産区水道事業会計について申し上げます。 

 これは別の意見書でございます。「令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計

決算審査意見書」というのを議案書のほうにおつけしておりますので、そちらをお

開きください。 

 ５ページをお願いいたします。令和２年度の経営成績でございますが、５ページ

の表にありますように、営業損益が２,５４１万３,０００円の赤字となっておりま

す。中ほどのところに営業損益の数字が記載されております。また、その下のほう

の経常損益につきましても１,８６７万６,０００円の赤字となっております。ここ

から特別損失を差し引きました当年度の純損益につきましては１,８６９万６,００

０円の赤字で、前年度と比較しますと２９６万６,０００円の減益となりまして、赤

字決算となりました。 

 財産区の水道事業会計につきましては、給水人口の減少とともに、令和２年度は

新型コロナウイルス感染症の影響により、あわら温泉への宿泊客が激減し、経営環

境として、今後も引き続き厳しい状況が見込まれるところでございます。したがい

まして、これまで以上の経営の合理化、効率化による経費の節減に努めるなど、な

お一層の経営努力を望むものであります。 

 以上、一般会計、特別会計、公営企業会計、芦原温泉上水道財産区水道事業会計の

決算審査の概要を申し上げました。決算審査における指摘や要望いたしました事項

につきましては、各所管並びに関係者の一層のご努力と真摯な取組をお願い申し上

げまして、決算審査のご報告とさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（山田重喜君） それでは、上程議案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 



16 

 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっています議案第４３号から議案第５１号ま

での９議案については、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、予算決算

常任委員会に付託します。 

 ここで、伊東代表監査委員の退席を許可します。お疲れさまでございました。 

（伊東代表監査委員 退席） 

○議長（山田重喜君） 暫時休憩いたします。再開は１０時４０分といたします。 

（午前１０時２９分） 

                                        

○議長（山田重喜君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時４０分） 

                                        

   ◎議案第５２号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山田重喜君） 日程第１５、議案第５２号、令和３年度あわら市一般会計補正予

算（第６号）を議題とします。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました議案第５２号、令和３年度あわら市

一般会計補正予算（第６号）について、提案理由を申し上げます。 

 議案第５２号、令和３年度あわら市一般会計補正予算（第６号）につきましては、

歳入歳出予算にそれぞれ２億２,８９９万３,０００円を追加し、予算の総額を１６

３億４,３７８万９,０００円とするものであります。 

 まず、歳出の主なものをご説明いたします。 

 総務費では、一般管理費で会計年度任用職員管理システム構築業務委託料１,５０

０万円、情報化推進費でネットワーク用備品８８０万円を計上する一方で、福井坂

井地区広域市町村圏事務組合負担金２４０万１,０００円を減額いたしております。 

 民生費では、令和２年度の実績確定に伴う国や県への返還金として、障害者福祉

費で障害者自立支援給付費国庫負担金返還金など１,１９９万５,０００円、こども

園費で子ども・子育て支援交付金返還金など児童福祉に関する返還金１,１０２万３,

０００円、ひとり親世帯臨時特別給付費でひとり親世帯臨時特別給付金国庫補助返

還金１,４９２万９,０００円、生活保護扶助費で生活保護費国庫負担金返還金など

１,２３７万７,０００円を計上する一方で、老人福祉総務費で坂井地区広域連合負

担金１,３０７万３,０００円を減額いたしております。 

 衛生費では、環境衛生費で坂井地区広域連合負担金８９万７,０００円、塵芥処理

費で福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金５９３万１,０００円を減額いたし

ております。 

 農林水産業費では、農地費で農道保全対策事業負担金７５０万円を計上しており
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ます。 

 商工費では、観光施設費でセントピアあわら管理委託料３０８万円を計上いたし

ております。 

 土木費では、道路橋りょう新設改良費で道の駅整備に係る設計業務委託料１,５０

０万円、建物解体工事２,５００万円、土地購入費２,７０５万２,０００円、物件移

転補償料１,０２３万５,０００円を計上いたしております。 

 このほか、除雪対策費で雪に強いまちづくり支援事業補助金１,１５９万４,００

０円、都市計画総務費で道路改良工事５,３８１万４,０００円、土地改良施設機能

補償工事５,８９９万１,０００円を計上する一方、住宅管理費で市営住宅長寿命化

工事４,００７万７,０００円を減額しております。 

 一方、歳入につきましては、国庫支出金４９５万４,０００円、県支出金２５５万

２,０００円、諸収入６,７５９万４,０００円、繰越金２億５,１２５万９,０００円

を計上する一方、市債で９,７３６万６,０００円を減額いたしております。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますよう、お願い申し

上げます。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっています議案第５２号については、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、予算決算常任委員会に付託します。 

                                        

   ◎議案第５３号及び議案第５４号の一括上程 

・提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（山田重喜君） 日程第１６、議案第５３号、あわら市職員の服務の宣誓に関する

条例等の一部を改正する条例の制定について、日程第１７、議案第５４号、あわら

市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、

以上の議案２件を一括議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました議案第５３号、あわら市職員の服務

の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例の制定について及び議案第５４号、あ

わら市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

ての提案理由を申し上げます。 

 議案第５３号、あわら市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例

の制定については、各種行政手続の簡素化、効率化を実現し、行政改革を推進する

ため、押印の見直しを行う所要の改正を行うものであります。 
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 内容といたしましては、あわら市職員の服務の宣誓に関する条例、あわら市固定

資産評価審査委員会条例、芦原温泉上水道財産区水道事業給水条例に規定する「押

印」を削る、あるいは「署名」に改めるものであります。 

 議案第５４号、あわら市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定については、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

の一部が改正されたことに伴い、旅客特定車両停留施設の新設または改築について

も、道路の新設または改築と同様に、条例に定める基準に適合させなければならな

くなったため、当該条例に旅客特定車両停留施設に関する基準を新設する所要の改

正を行うものであります。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっています議案第５３号及び議案第５４号の

２議案は、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委

員会に付託いたします。 

                                        

   ◎議案第５５号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第１８、議案第５５号、工事請負契約の締結について（令和

３年度 西口交通広場シェルター設置工事（その２））を議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました議案第５５号、工事請負契約の締結

について、提案理由を申し上げます。 

 議案第５５号、工事請負契約の締結についてにつきましては、令和３年度 西口

交通広場シェルター設置工事（その２）について、８月１２日に条件付き一般競争

入札を執行いたしました。その結果、第一建設株式会社が落札し、同社と８月２４

日に仮契約を締結したところであります。 

 つきましては、落札事業者と本契約を締結いたしたく、あわら市議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決

を求めるものであります。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申

し上げます。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっています議案第５５号につきましては、会

議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存

じますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより討論、採決に入ります。 

○議長（山田重喜君） 議案第５５号、工事請負契約の締結について（令和３年度 西口

交通広場シェルター設置工事（その２））について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第５５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５５号は、原案のとおり可決することに決定しました。 

                                        

   ◎陳情第１号の上程・委員会付託 

○議長（山田重喜君） 日程第１９、陳情第１号、地方財政の充実・強化を求める意見書

採択についてを議題とします。 

○議長（山田重喜君） 陳情第１号については、お手元に配付してあります請願・陳情等

文書表のとおり、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

                                        

   ◎散会の宣言 

○議長（山田重喜君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 なお、９月８日は午前９時３０分から会議を開きます。 

 本日はこれにて散会します。 

 大変お疲れさまでございました。 

（午前１０時５２分） 
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   ◎開議の宣告 

○議長（山田重喜君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） 本日の出席議員数は、１６名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

（午前９時３０分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（山田重喜君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、９番、毛利純雄君、１

０番、吉田太一君の両名を指名します。 

                                        

   ◎一般質問 

○議長（山田重喜君） 日程第２、これより一般質問を行います。 

◇木下勇二君 

○議長（山田重喜君） 通告順に従い、４番、木下勇二君の一般質問を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） おはようございます。通告順に従い、４番、木下勇二、一般質問

をさせていただきます。 

 本日、私のほうから、三つのテーマに沿ってお伺いしたいと思います。 

 まず１番目ですが、公益社団法人あわら市シルバー人材センターの事業運営支援

についてということで、よろしくお願いします。 

 本市のシルバー人材センターは、旧の金津町においては、平成５年１０月に設立

されております。また、旧の芦原町においては、それより３年後の平成８年１０月

に設立されているところであります。その後、平成１６年３月１日のあわら市合併

に伴い、一つの自治体には一つのシルバー人材センターという大原則、法規定もご

ざいますので、翌月４月１日付をもって両町のシルバー人材センターが合併して今

日に至っているわけであります。 

 シルバー人材センターは、６０歳以上の会員の皆さんと事務局職員で運営されて

おります。令和２年度の事業実績をお聞きしますと、会員数３３２名、売上高、請負

事業、委任事業、派遣事業、３事業合わせて約１億５,７００万円に上るとお聞きし

ております。 

 シルバー人材センターは、自主・自立、共働・共助を基本理念とし、高齢者の持つ

活力、培った高度な技術を生かし、再度、社会参加を図る高齢者の就業システムで

あります。また、公益社団法人として、高齢者の健康、生きがい、社会参加のため

に、会員の皆さんが就業や奉仕活動を通じて地域社会に貢献するという大きな役割
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を果たしております。 

 こうした重要性をご認識いただいた上で、シルバー人材センターの事業支援につ

いてお伺いしたいと思います。 

 まず、１点目でございますが、あわら市シルバー人材センターの令和３年度の総

会資料によりますと、令和２年度収支決算書で評価損益当期計算額は約１５０万円

の赤字となっております。その主な原因は、現下のコロナ禍、大変厳しい中、受託事

業が減ってきており、これに伴う受託事務費１０％相当額が減少し、これが運営を

圧迫している主な原因と思われます。この赤字額については、センターの過去５年

間の収支決算書を見ても、令和元年度こそ赤字は出しておりませんが、その他の年

は全て１００万円以上の赤字を出しておる次第であります。 

 そこで、あわら市においては、毎年シルバー人材センターに補助金を出しておら

れると思いますが、この補助金を増額する考えはないか、お伺いしたいと思います。 

 ２点目でございますが、事業運営の大きな柱であります会員数が、平成２１年３

月の４６９人をピークに毎年減少している状況であると聞いております。このこと

から、シルバー人材センターにおいては会員拡大に取り組んでおり、毎月入会説明

会の開催、ホームページや年２回発行するシルバー人材センターの広報への掲載な

ど、いろいろ努力しているようでありますが、なかなか効果が出ないのが現状であ

るとお聞きしております。 

 こうしたことを踏まえ、市広報に定期的にシルバー人材センター会員募集の掲載

はできないものでしょうか。市広報に掲載する記事は、市からの情報を最優先する

ということは十二分に承知しておりますが、シルバー人材センターの持つ公共性、

公益性を考慮して掲載できないか、お伺いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 経済産業部長、武田正彦君。 

○経済産業部長（武田正彦君） まず、１点目のコロナ禍において事業運営が苦しい状

況になっているシルバー人材センターへの市からの補助金が増額できないかとのご

質問にお答えします。 

 あわら市シルバー人材センターの受託事業収益は、民間企業及び公共事業両方の

受託事業の減少に伴い、平成２７年度より年々減少しており、市では平成３０年に

補助金額を増額したものの、令和元年度を除く平成２８年度以降令和２年度までの

収支におきまして、年間１００万円を超える赤字となっております。 

 特に、コロナ禍における民間、公共両方の事業の自粛や中止などにより、令和２

年度の収益は、前年と比べて約１,８００万円の減となっております。ただし、令和

２年度の赤字につきましては、受託事業収益の大幅な減少に加え、中核職員の当該

年度での退職を控える中、円滑な事務の引継ぎを行うため、正規職員を１名採用し

たことにより、一時的に人件費が増大したこともその要因と考えられます。 

 令和３年度につきましては、当該中核職員が退職したことから収支が改善すると
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見込まれ、現在のところ補助金の増額は必要ではないと考えております。 

 なお、シルバー人材センターに対する市の補助金につきましては、高年齢者の安

定した雇用の確保の促進、定年退職者に対する就業機会の確保などの措置を講ずる

ことを目的としました、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づく補助金で

ございます。規定により、国と同額を補助額として決定をしております。 

 今後は、社会経済情勢を十分に勘案するとともに、センターの事業実施状況や収

支状況の推移、そして市の財政状況などを踏まえ、センターと協議の上、適正な補

助金となるよう、柔軟に検討してまいります。 

 続きまして、２点目のシルバー人材センターの会員確保のために、市広報で掲載

の啓蒙支援はできないかについてのご質問にお答えします。 

 市の広報紙「広報あわら」では、あわら市からのお知らせなどに加え、公共性、公

益性が高く、市民にとって有益な情報を掲載するため、国や県、各種団体等からの

依頼に基づき、様々な記事を掲載しているところです。 

 現在、シルバー人材センターの広報につきましては、年２回発行されていますセ

ンターの広報紙を市の広報紙に折り込んで各世帯へ配布をしています。年２回の発

行月以外で市の広報紙面を使った広報につきましては、担当の商工労働課にご相談

いただければ掲載は可能でございます。 

 また、市の広報紙以外にも、フェイスブックなどＳＮＳを活用した情報発信も行

っておりますので、併せてご依頼をいただければと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） ありがとうございます。再質問させていただきます。 

 会員の確保でございますが、本年４月１日付で、高年齢者等の雇用の安定等に関

する法律が一部改正されました。個々の労働者の多様な特性やニーズを踏まえ、７

０歳までの就業機会の確保について、多様な選択肢を、法制度化を整え、事業主と

していずれかの措置を制度化することが努力義務とされたところでございます。い

わゆる７０歳定年制の努力義務でございます。このことを踏まえますと、シルバー

人材センターの会員確保、増強については、ますます難しくなってきますので、さ

らなるご支援のほどをよろしくお願いします。 

 また、あわら市のシルバー人材センターに対しての補助金の補助形態としては、

国の補助額と同額の補助金を支出しているようでありますが、これを毎年度シルバ

ー人材センターの事業運営を見計らいながら補助金の額を増やすことはできないも

のでしょうか、再度お伺いします。 

 次に、先ほど申し上げましたように、センターの事業運営に大きく左右する、事

業受注量が減っているという件でございますが、あわら市からの発注をもっと増や

すことはできないものでしょうか。例年で言いますと、多分、来月１０月から令和

４年度の予算編成にかかると思いますが、予算編成に当たっては、シルバー人材セ

ンターの発注額を再度点検していただいて、前例踏襲でなく、少しでも多く発注す
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るような調査、精査をお願いしたいと思います。 

 シルバー人材センターの事業量の増大が、取りも直さずシルバー人材センターの

支援という形に成り代わりますので、この点についてもお伺いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 経済産業部長、武田正彦君。 

○経済産業部長（武田正彦君） では、１点目の毎年度シルバー人材センターの事業運

営を見計らっての補助金の増額につきましてのご質問にお答えします。 

 最初の答弁と繰り返しになりますけれども、センターへの補助金増額につきまし

ては、まず社会経済情勢、それからセンターの事業実施状況と収支状況、そして市

の財政状況、これらを踏まえまして、まずセンターと協議をし、適正な補助金とな

るよう、ここは柔軟に対応したいと考えてございます。 

 それから、続いて２点目のシルバー人材センターの事業受注量が減っている中、

あわら市からの発注をもっと増やせないかというご質問でございますけれども、ま

ず、あわら市からシルバー人材センターへの発注につきましては、先ほど申し上げ

ました高齢者の安定した雇用の確保の促進、それから定年退職者に対する就業機会

の確保、こういった法律の趣旨に基づき発注をさせていただいているところでござ

います。 

 センターからの事業報告を見せていただきましたが、従来からの就業開拓に加え

まして、子育て、あるいは介護、環境といった新しい分野での就業機会の掘り起こ

しを今後推進したいということでございます。こういう取組につきましては、あわ

ら市としましても協力をしてまいりたいと考えております。 

 また、コロナ禍で受注の数は確かに減少されているということですが、その一方

で、施設入場者の体温測定ですとか、巣籠もり需要の高まりに伴いますインターネ

ット通販事業者の関連の商品の梱包ですとか、そういった受注があったということ

もお聞きをしております。こうした、従来とは違った観点からも、あわら市からセ

ンターに発注できるような業務がないかは、検討したいと考えております。 

 なお、あわら市の様々な部署から発注される業務につきましては、これはシルバ

ー人材センターで把握をされているということでございますので、調査の前にまず

はセンターとの情報の共有を図りたいと考えております。その上で、この法律の趣

旨に適応する業務の確認、並びに発注の促進を関係各課に周知を図りたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） ありがとうございます。特に令和４年度に向けての事業量の増

強について、よろしくお願いしたいと思います。 

 シルバー人材センターは、先ほども申し上げましたように、あわら市の高齢者の

就業については、なくてはならない公益社団法人であります。今後、シルバー人材
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センターの事業運営にさらなるご支援をいただきますよう、強く要望して質問を終

了します。 

 次に、２点目でございます。小学生の通学路の安全確保についてお伺いしたいと

思います。 

 今年７月９日、千葉県八街市で下校中の小学生の列にトラックが突っ込み、５人

の児童が死傷するという大変痛ましい事故が発生いたしました。この事故が発生し

たことを受けて、警察庁は文部科学省、国土交通省と共に通学路の合同点検を実施

することを全国の警察に通知いたしました。 

 千葉県八街市の死傷事故など、通学路における交通安全を脅かす交通事故が後を

絶たないことから、警察庁、文部科学省、国土交通省が連携して対応策を検証し、そ

の結果、教育委員会、学校が主体となって、警察と道路管理者と連携して、通学路に

おける合同点検を実施することとなっているものであります。 

 警察庁は、各都道府県警察に対し、教育委員会、学校、道路管理者と連携し、通学

路における合同点検を実施するとともに、実効性のある交通安全対策を実施するよ

うに通知したとのことであります。具体的には、見通しのいい道路や幹線道路の抜

け道となっている道路など、車の速度が上がりやすい箇所や大型車の進入が多い箇

所など、学校が危険箇所としてリストアップして、これを教育委員会が取りまとめ、

これをベースに学校、ＰＴＡ、道路管理者、地元警察による合同点検を実施すると

のことであります。また、対策が必要な箇所については、道路管理者、地元警察署か

ら技術的な助言を得ながら対策案を検討、作成することになっているようでありま

す。 

 そこでお聞きしたいと思います。 

 あわら市にも具体的な指示が来ていると思いますが、今後どのようにこの合同点

検を進めていくのかお伺いします。また、現在までに教育委員会が把握している市

内小学校の通学路の安全確保の状況についてもお伺いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育長、甲斐和浩君。 

○教育長（甲斐和浩君） 千葉県八街市の小学校の死傷事件を受けて、国が通学路合同

点検実施要領を作成したが、どのような合同点検となっているかとのご質問にお答

えいたします。 

 国はこの事件を受けて、７月に文部科学省、国土交通省、警察庁の連名で、通学路

における合同点検等実施要領を発出しました。その内容は、学校は、通学路におけ

る危険箇所をリストアップして教育委員会に報告すること、教育委員会は、その報

告を基に学校や道路管理者、地元警察署による合同点検を実施することなどで、今

年９月までに実施を求めるものになっています。 

 この通知を受けて、教育委員会では、例年より早く合同点検を実施したところで

ございます。具体的には、７月に各学校が通学路を点検し、その報告を基に、８月に

教育委員会、学校、道路管理者、あわら警察署が合同で現場を確認し、対策の検討を
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行いました。 

 今後は、点検結果を基に道路と車道の境界線がないところでの外側線の設置、交

通量が多いところでの警察による見回り強化といった対策を取るとともに、歩道や

横断歩道の設置を道路管理者や県公安委員会に求めていく予定です。 

 なお、現在、ＪＲ芦原温泉駅周辺では新幹線関連工事が施工されていますが、金

津小学校への通学路については、仮設歩道があるところへ通学路を変更するととも

に、工事車両の出入口に警備員を配置するなど、児童の安全対策が取られています。 

 次に、２点目の市内各小学校の通学路の安全確保について、どのように把握して

いるかとの質問にお答えします。 

 過去に危険箇所として確認した現場では、何らかの対応を講じています。例えば、

本荘小学校下の県道三国金津線、仏徳寺付近では、通学路となっていた県道はカー

ブがあるため見通しが悪く、スピードを出す車が多いことから、通学路の変更を行

いました。また、北潟小学校下の県道北潟平山線、北潟小学校から富津区へ向けて

は路側帯が狭く危険なため、道路を拡幅して歩道が設置されました。 

 しかし、改善に時間を要するものにつきましては代替策を講じています。例えば、

本荘小学校下の県道三国金津線、下番区民館付近は道路の拡幅が難しく、歩道を設

置できないため、路肩に白線を引いて路側帯が設けられました。また、金津小学校

下の金津本陣ＩＫＯＳＳＡ前交差点は信号機設置が難しいことから、運転者へ注意

喚起のため交差点にカラー舗装が施されました。 

 いずれにしましても、物理的な安全対策だけでなく、登下校時の地域住民の見守

り活動は、運転者に注意を促す大きな役割を果たすことから、今後も地域住民と協

力して、児童・生徒の安全を守っていきたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） 再質問させていただきます。 

 今回の千葉県八街市の５人が死傷するという事故を受けまして、菅 義偉首相は

７月９日、総理官邸で、八街市の北村市長と会談し、全国の危険な通学路ではスク

ールバスの導入の検討も始めたということを伝えたとのことであります。北村市長

のお話によりますと、総理は会談の中で、全国の子どもたちの安心・安全に、危険な

通学路についてはスクールバスの構想もありだと述べ、総理は、実証事業として八

街市でスクールバスの利用を始めるという構想を示したとも言います。 

 市内小学校の安心・安全確保のために必要な歩道の新設、改修については、多額

な費用がかかると思われます。また、事業化するにしても短時間ではできません。

しかしながら、事故は待ってくれません。子どもたちの安心・安全を守るためには

急務な対策が必要と考えられます。 

 八街市も実証事業をやるようでありますが、あわら市のスクールバスの運行の現

状をお聞きします。スクールバスの導入については、私は、児童の交通安全に加え

て防犯対策につながるのではないかと思いますが、スクールバス運行の区域の拡大
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を検討してみてはどうか、お伺いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育長、甲斐和浩君。 

○教育長（甲斐和浩君） あわら市のスクールバス運行の区域拡大を検討しているかど

うかについてお答えいたします。 

 本市では現在、小学校で９路線、中学校で９路線、計１８路線がスクールバスを

運行しております。このうち、小学校のスクールバスについては、小学校の休校や

統合により遠距離通学になった区域を対象に運行しております。これらの地区以外

にスクールバスの利用を広げることは、ほかの徒歩通学をしている区域との公平性

を欠くおそれがあることから、今のところスクールバスの運行は考えておりません。 

 教育委員会としては、さきにも述べさせていただきましたように、毎年、通学路

の安全点検を行い、それに伴う安全対策を行っていきます。加えて、地域の方々の

ご協力をいただくことで、子どもたちの安全を確保していこうと考えております。 

 ただし、議員ご質問のように、今回の千葉県八街市の事故を受けて、菅総理が、全

国の危険な通学路についてはスクールバスを運行させる構想もあり得ると発言され

ました。そして、８月１７日には国会議員有志による公立学校へのスクールバス導

入を目指す議員連盟が設立されました。今後とも、国や県、近隣自治体の動きを注

視していきたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） ご答弁いただきました。ぜひともスクールバスの拡大、距離とか

いろいろ、学校の統廃合もあるかと思うんですが、政府も考えているようですが、

その辺も前向きにご検討願いたいと思います。 

 子どもたちの安心・安全を守るのは、あわら市教育委員会の重要な役割だと私は

思っております。特に、今回問題となりました交通安全はもとより、防犯対策も含

めて子どもたちの安心・安全を守っていただきたいと思います。このことについて、

再度、教育長のお考えをお伺いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育長、甲斐和浩君。 

○教育長（甲斐和浩君） 木下議員の質問にお答えいたします。 

 子どもたちが安全に学校に登校し、元気に学校生活を送る、そして笑顔で帰宅す

るということは保護者の希望であり、そして学校の願いでもあります。 

 しかしながら、世の中にはいろんな事件や事故が起き、子どもたちが巻き込まれ

ることもあります。記憶に新しいところでは、大津市で車両同士が衝突し、交差点

で信号待ちをしていた保育園児の列に突っ込み、園児が死傷するという痛ましい事

故が起きました。また、川崎市では、バス停でスクールバスを待っていた児童に大

人がナイフを振りかざし、無差別に襲うというふうな事件も起きました。 

 これらも含めて、その都度、全国で起きた事件、事故を受け、学校、教育委員会で
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は警察、関係機関と連携し、安全対策を行ってきました。そして、その際いつも大き

な力となっているのは、保護者の協力と見守り隊など地域の力でした。今後とも、

保護者や地域の方々の協力をいただきながら、子どもたちの安全、そして安心を確

保していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） ご答弁ありがとうございます。子どもたちの安心・安全を守るた

めにさらなるご努力のほど、よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、３点目の質問、土砂災害対策についてお伺いしたいと思います。 

 今年７月３日に発生した静岡県熱海市伊豆山地区における大規模な土砂災害は、

死者２６人、行方不明者１人という誠に痛ましい大惨事でありました。亡くなられ

た方のご冥福をお祈りするとともに、ご遺族に対して衷心より哀悼の意を表させて

いただきます。 

 あわら市においても、いつこのような大惨事が起こるか分かりません。そこでお

伺いします。 

 あわら市の災害危険箇所は何か所あるんでしょうか。土砂災害危険箇所の指定に

当たっては、航空写真や地図から土石流、地滑り、崖崩れの危険があると判断され

た場所であり、県がこれらの危険箇所を現地調査し、実際に危険性が高いところは、

土砂災害防止法に基づき、住民への地元説明や市の意見を聞いた上で、土砂災害警

戒区域や土砂災害特別警戒区域に指定するものだと思います。現在、あわら市に指

定された警戒区域は何か所ありますか。また、そのうち特別警戒区域は何か所あり

ますか、お伺いします。さらには、あわら市における区域指定は全て完了している

のか、お伺いしたいと思います。 

 警戒区域に指定されますと、土砂災害防止法第８条第３項の規定に基づいて土砂

災害ハザードマップを作成し、住民に危険性を注視するとともに、避難体制の整備

など、対策を進めることになっております。ハザードマップは今年５月に作成され

ているようですが、土砂災害から人命を守るためには、土砂災害区域に住まわれて

いる市民の方の認識が非常に重要となってきます。この点について、どの段階まで

進んでいるか、お伺いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部長、永井宏昌君。 

○土木部長（永井宏昌君） １点目の土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域は何

か所あるか、また市内の区域指定は全て完了しているかとのご質問にお答えをいた

します。 

 土砂災害から住民の生命を守るため、土砂災害が発生するおそれのある区域を明

らかにし、警戒避難体制の整備や一定の行為の制限を行うことを目的とした土砂災

害防止法が平成１３年４月に施行されました。これを受け福井県は、土砂災害によ

る被害を受けるおそれのある区域の地形、地質、土地利用状況の基礎調査を行い、
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地区住民への説明を行っています。 

 本市においては、平成１８年度から平成２３年度にかけて、大雨などで急な斜面

や谷間を流れる河川、または緩やかな台地で土砂災害が発生するおそれがある土砂

災害警戒区域を順次、福井県が指定をしております。 

 土砂災害の種類には、急傾斜地の崩壊と土石流、地滑りがあります。現在、市内で

は、急傾斜地の崩壊区域１８６か所、土石流区域４０か所の合計２２６か所が指定

されており、地滑り対象はありません。これら市内全ての２２６か所が土砂災害警

戒区域（イエローゾーン）に指定をされております。このうち、急傾斜地の崩壊区域

１８４か所、土石流区域３５か所の合計２１９か所は、土砂災害での建物の崩壊な

どにより、生命または身体に著しい危害が生じるおそれがあると認められる、特に

注意が必要である土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定されております。 

 また、市内区域の指定は、全て完了しております。 

 ２点目の土砂災害警戒区域に住まわれている市民への周知について、どの段階ま

で進んでいるかとのご質問にお答えします。 

 市内の土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域につきましては、土砂災害防止

法第８条第３項に基づき、それぞれの区域の表示や最寄りの避難場所の位置、土砂

災害の種類、土砂災害に関する日常の心得などを記載した土砂災害ハザードマップ

を平成２１年に福井県が作成し、市内の該当する地区の全戸に配布しています。 

 また、市では昨年度、平成１９年度作成の洪水ハザードマップの見直しを行い、

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域を記載し、今年６月に市内全戸に配布し、

周知を図っています。このほか、広報紙やホームページなどで情報を掲載するとと

もに、区や市内事業者などからの依頼により開催しています防災出前講座において

も周知を図っております。防災出前講座の参加者の中には、区内に土砂災害警戒区

域に指定されている箇所があることを知らない方がいたことから、今後さらなる周

知啓発を行い、市民の土砂災害に関する認識を高めていく必要があると考えていま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） ありがとうございます。特に２２６のうち２１９か所、いわゆる

レッドゾーンについては警戒すべきだと思います。また、警戒区域に指定されてい

る市民、住民の方へのさらなる周知をよろしくお願いしたいと思います。 

 再質問させていただきます。 

 今回の熱海市の土砂災害は、最上部において盛土堆積が行われ、流出した土砂７

万４,０００㎥のうち、実に５万５,０００㎥の盛土が流出したと報道されており、

このことが被害が拡大した一因とも言われております。 

 そこで、あわら市の土砂災害危険箇所の上流部において、このような盛土堆積が

行われている場所がないか、既に調査したかもしれませんが、あるかないか、お伺

いしたいと思います。 



32 

 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部長、永井宏昌君。 

○土木部長（永井宏昌君） あわら市の土砂災害危険箇所の上流部において、このよう

な盛土堆積が行われている場所がないか調査されたかというご質問にお答えしたい

と思います。 

 平成２６年度に、市内の谷や沢を埋めた造成盛土や傾斜地盤上に腹づけした大規

模造成地の部分についての調査を行っております。この調査において、市内の土砂

災害危険箇所の上流部の盛土堆積された箇所は確認されておりません。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） 再質問させていただきます。 

 今回の熱海市の大惨事の教訓としまして、土砂災害の危険性が高まっているにも

かかわらず、熱海市は高齢者の避難は出しておりましたが、住民全員に対しての避

難を促す指示がなかったこと、被害現場の多くが区域指定されておらず、住民に危

険性が伝わっていなかったことが挙げられております。 

 土砂災害警戒情報が発令された後、速やかに市が避難勧告を行い、住民が安全に

避難できる体制を構築することが不可欠だと思います。既に区域指定がなされた区

域も含めて、万全な体制を講ずるべきと考えます。市として、警戒避難体制の構築

について、今後どのように取り組んでいくのか、お伺いしたいと思います。 

 また、あわら市においても太陽光発電のソーラーパネルが数多く設置されており

ます。特に、今回も一時問題になりましたが、急傾斜地における太陽光パネルの設

置について、土砂災害の原因になるとも言われております。このことについて調査

されましたか、お伺いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） まず、市として警戒避難体制構築について、今後どのように

取り組んでいくのかというご質問でございますが、市では現在、県危機対策・防災

課や福井地方気象台等と連携を取りながら、災害時の情報収集に努めてございます。

災害発生の可能性が高い場合には、速やかに避難指示等の発令、指定避難所の開設

を行いまして、市民の皆様の避難を促しております。 

 しかし、避難指示等を発令いたしましても、その指示に従わない、また、その情報

を取得できないという理由により避難しないという事案が全国でも問題になってご

ざいます。 

 指示に従わないことにつきましては、議員ご指摘のとおり、住民の皆様に災害の

危険性が伝わっていないということが原因だと考えられますので、１１月７日に開

催いたします市の総合防災訓練ですとか、各集落にて開催いたします防災出前講習

の中で、災害の危険性と避難の重要性を再度周知するよう努めてまいります。 

 また、災害時の情報取得につきましては、ＮＨＫ等のテレビ放送でテロップ表示
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がされますＬアラートの登録を速やかに行ってまいりますとともに、市におきまし

ても、現在活用しております防災行政無線ですとか、防災行政無線からの放送内容

を電話で確認できる災害情報テレフォンサービス、また緊急速報メール、Yahoo！防

災アプリについて、再度周知を行ってまいります。 

 また、今後につきましては、ＤＸを推進する中で、より速くて正確な情報の収集

ですとか、情報難民となりやすい高齢者等の情報取得方法の検討を行うなど、市の

警戒避難体制の構築に努めてまいりたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部長、永井宏昌君。 

○土木部長（永井宏昌君） 私のほうから、２点目の傾斜地におきます太陽光パネルの

設置について、土砂災害の原因になると言われていますけれども、その調査はされ

たかといったことについてお答えをしたいと思います。 

 市内の太陽光パネルの設置箇所について、経済産業省の再生可能エネルギーの固

定価格買取制度（ＦＩＴ）で、ホームページに公表しております事業計画認定箇所

を、図面上で傾斜地であるかの机上調査を行った上で、該当箇所について現地の確

認を行っております。この現地の確認については、１か所確認されております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） ありがとうございます。市民のこういう警戒する認識が非常に

大事だと思います。今後ともさらなる努力をお願いしたいと思います。 

 また、太陽光パネル、１か所だけあるというお話ですが、今後ともその箇所につ

いては、豪雨のときは注意してほしいなと思っております。 

 最近、我が国において激甚災害が多数発生しております。昨年においては、７月

に発生いたしました九州・熊本、球磨川の大洪水であります。そして、今年７月３日

に発生した静岡県熱海市の土砂災害、さらには、先月８月に発生しました、九州・中

国地方の記録的な豪雨など、多くの犠牲者を出しております。 

 県内においても、７月２９日に記録的な大雨により、福井市、越前町では山間部

の土砂崩れや河川の氾濫が相次ぎ、家屋への浸水も発生しているところでございま

す。幸い、今回は福井県においては、死者、行方不明者は出しておりませんが、住民

に対しての早期の避難指示の発出が、被害者が多く出るか出ないかにかかっておる

と思います。 

 地球温暖化の影響もあり、近年、異常気象は予測し難いとも言われます。過去に

例のない想定外の豪雨も予想されますので、総合的な防災避難体制について、市長

の考えをお伺いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 就任後半年の間に豪雨等がございまして、初めてあわら市で

避難指示を出したと、そういうときにどういう行動をしたかというのも我々として
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認識しておりまして、なかなか思うようにはいかないし、避難所の開設、あるいは

避難所での運営の仕方とか、まだまだ改善すべきところは多々あると考えておりま

す。 

 全体的な総合的な防災訓練につきましても、より実践的な訓練を関係機関と共に

やっているということと、防災士などの皆さんも数が増えておりまして、それぞれ

の地域で担う――自主防災組織というのは、どちらかというと区長さんがやってお

りまして、その区長さんが毎回替わると、それがまた組織的に機能が低下するとい

うこともありますので、今後、各地域とか集落において防災をしっかり担っていた

だける方、防災士さんなどと連携しながら、しっかりと体制を整えつつ、今いろい

ろご意見いただいた点も踏まえまして、総合的に安全・安心なまちづくりというも

のをしっかり進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ４番、木下勇二君。 

○４番（木下勇二君） ご答弁ありがとうございました。市民の生命と財産を守る仕事、

大事な仕事であります。今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 また、今、台風シーズン、豪雨も予想されます。その辺も警戒態勢を怠らず、本部

長を中心に対応策をよろしくお願いしたいと思います。 

 以上で私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございます。 

                                        

◇吉田太一君 

○議長（山田重喜君） 続きまして、通告順に従い、１０番、吉田太一君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10番（吉田太一君） 皆さん、おはようございます。通告順に従い、１０番、吉田太一、

一般質問を行います。 

 今回の質問は、６月の選挙のときに、市民の皆様に街頭演説で訴え続けてまいり

ました内容でもあり、私が議員として４年間取り組んでいくテーマでもありますデ

ジタル技術を生かした生活の改善について、質問をいたします。 

 今回の一般質問は、６月の選挙のときに考え、７月中に一般質問を作成しました。

今回、広報あわら８月号にＤＸ推進基本計画などが掲載されることを知らずに質問

書を提出いたしました。重複するところがあると思いますが、今回質問をさせてい

ただきます。 

 まず初めに、スマートシティに向けての挑戦という題目で、一つ目、あわら市の

ＤＸプログラムではどのようなものが考えられるのか。二つ目、生活のＤＸ、産業

のＤＸ、教育のＤＸ、行政のＤＸの具体的な現時点での考えは何か。三つ目、マイナ

ンバー推進はどこまで進んだか、また、マイナンバーカードを持つことによっての

メリットは何か。今後、マイナンバーカードに予想されるサービスは何か。最後に
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四つ目、二つ目と重なりますが、デジタル技術を生かした防災、交通、福祉、医療、

教育、行政などの生活改善の考え方と今後の進め方について質問をいたします。１

回目の質問といたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） １点目のあわら市のＤＸプログラムではどのようなものが考

えられるかとのご質問にお答えします。 

 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル技術を活用すること

により、人々の生活をよりよいものへ変革することとされています。本市では、Ｄ

Ｘを積極的に推進し、先端技術を活用することにより、地域課題を解決するととも

に、新たな価値創造につなげ、地域力を高め、魅力的なまちづくり、利便性の高いま

ちづくりを進めるため、本年６月にＤＸ推進基本計画を策定したところです。 

 取組の方針として、生活、産業、教育、行政の四つの分野での取組を推進するた

め、基本計画を基にアクションプログラムを作成することとしておりまして、現在

その作業を行っております。 

 庁内の各専門部会において、地域の課題等の整理、既存事業のＤＸ化の検討、具

体的な施策や事業の検討を行っており、年度内にはまとめたいと考えております。

また、プログラム策定後は、関係機関や団体などと連携しながら、強力に推進して

まいりたいと考えています。 

 次に、２点目の生活のＤＸ、産業のＤＸ、教育のＤＸ、行政のＤＸの具体的な現時

点での考えは何かとのご質問にお答えします。 

 まず、生活のＤＸ、これはくらしのデジタル化でございますが、市民生活の質の

向上を目指し、未来技術を活用したまちづくりや健康分野でのＩＣＴ活用、デジタ

ル技術を活用した地域防災や防犯力の向上などを推進いたします。 

 産業のＤＸ、しごとのデジタル化でございますが、ＤＸによる市内企業、事業所

などにおけるサービス強化、既存事業の再生、新規事業の創出などによる付加価値

化を目指し、ビジネスモデルの変革や業務効率化、ＩＴ人材の確保育成、スマート

農業、デジタル技術を活用した観光の振興などを推進いたします。 

 教育のＤＸ、まなびのデジタル化でございますが、ＧＩＧＡスクール構想で整備

した環境の利活用を目指し、リモート教育の実施や映像アーカイブの作成、保存を

通したふるさと教育の実施など、教育分野のＩＣＴ化を推進いたします。 

 最後に、行政のＤＸ、自治体のデジタル化では、デジタル市役所の実現を目指し、

業務の効率化やオンライン手続の拡充、ペーパーレス化への取組、ビッグデータの

収集、分析や政策への応用などを推進してまいります。 

 次に、３点目のマイナンバー推進はどこまで進んだか、カードを持つことのメリ

ットは何かとのご質問にお答えします。 

 まず、マイナンバー推進はどこまで進んだかについてお答えします。 

 マイナンバーカードの最新の交付率は、８月３１日現在、全国３７.４１％、福井
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県３５.７９％となっておりますが、本市ではこれらを上回る４０.６８％で、市民

１万１,２３６人が既にマイナンバーカードを取得しております。これは、本県では

勝山市、高浜町に次いで第３番目の交付率となっております。 

 マイナンバーカードはデジタル時代のパスポートとも言われています。本市では、

ＤＸを推進するための重要なデバイス（媒体）と捉えており、今年度は３月末まで

に交付率６０％を目指しています。 

 次に、マイナンバーカードを持つことによるメリットについてお答えします。 

 現在できることとして、マイナンバーの提示が必要な場面でマイナンバーを証明

する書類としての利用、本人確認の際の公的な身分証明、各種証明書のコンビニ交

付、ｅ－Ｔａｘによる確定申告などがあります。 

 今後、マイナンバーカードに想定されるサービスにつきましては、健康保険証と

しての利用が可能となります。これにより、本人が同意すれば、初めての医療機関

等でも特定健診情報や薬剤情報が医師等と共有できるほか、マイナポータルで自身

の特定健診情報や薬剤情報、医療費通知情報が閲覧できるようになります。 

 令和４年度には、スマートフォンへのマイナンバーカードの機能搭載、令和６年

度には運転免許証の一体化が行われる予定となっています。 

 また、国においては、マイナンバーカードの所管は、この９月からデジタル庁に

なりました。今後、国民の利便性向上に資する行政手続などについても、マイナン

バーカードの利活用は進むものと考えています。 

 最後に、４点目のデジタル技術を生かした防災、交通、福祉、医療、教育、行政な

ど、生活改善の考え方と今後の進め方についてのご質問にお答えします。 

 防災や交通におけるＤＸの取組として、例えばカメラやセンサーによる防災情報

の取得、ＡＩを活用した避難支援など、地域防災・防犯における活用や、ＩＣＴやＩ

ｏＴを活用し、市民の買物や交通における利便性の向上などが考えられます。 

 福祉、医療については、運動や栄養、社会参加状況、病歴、服薬などの医療、脈拍、

血圧、体温などのバイタル情報の安全な連携、活用により、一人一人に適したサー

ビスの展開というものが考えられます。 

 教育については、学校や校外などで、いつでも誰とでも学習できるリモート教育

の環境の実現や校外学習などが考えられます。 

 行政については、行政手続のオンライン化や地域課題の解決に向け、デジタル技

術を活用した効果的な施策の実施などが考えられます。 

 なお、これらを実現するためには、地域格差のない高速通信網が不可欠と考えて

おります。現在、市内全域をカバーするＷｉ－Ｆｉ６を用いた高速無線通信網の整

備を進めています。今月からアクセスポイント設置場所の調査を進め、順次設置工

事に着手してまいります。令和４年４月には、人口カバー率おおむね１００％とな

る高速通信サービスを提供することとしています。 

 また、ＤＸはデジタルにネガティブな世代、苦手な世代にとっても分かりやすい

ものにしなければなりません。全ての世代に受け入れられ、若い世代がふるさとあ
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わらを受け継いでいくためにも、ＤＸの必要性や活用などに関して、広く市民や関

係団体、事業者等への周知に努めていきたいと考えております。 

 市民の皆様には、市が進めるＤＸに対する理解を深めていただきながら、市民と

共にＤＸの取組を進めてまいりたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10番（吉田太一君） ＤＸの取組について、今後アクションプログラムを作成し、年度

内にまとめたいとのことでしたが、カメラやセンサーによる防災情報の取得や健康

管理のためのバイタル情報、リモート教育、行政手続のオンライン化など、一例と

して答弁をいただきましたが、観光面でのバーチャルツアーや外国人への音声ガイ

ドなど、幾つも戦略はあろうかと思います。今後、具体的な施策をできるだけ早く

策定し、地域間競争に負けないよう取り組んでいただきたいと思います。 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 ＤＸ推進スケジュールによると、マイナンバーカード独自活用サービスの検討が

７月から１０月いっぱいとなっていますが、現時点での検討内容をお示しください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） ＤＸ推進によると、マイナンバーカード独自サービス

の検討が７月から１０月いっぱいとなっている中で検討内容をということでござい

ますが、現時点で着目しておりますのは、市役所に皆さんが来られたときに、同じ

ように名前を書き、住所を書きを何度もされている場合があろうかと思います。身

近なものではございますが、これをカードを使って手書きの省略をやりたいという

ことを今検討しております。また、これは電子申請とか予約システムでも同じよう

なことがございます。パソコンに打ち込むだけで、これについても何とか省略化が

できないかということを検討させていただいております。 

 また、社員証、職員の出退勤管理用のカード、かざすだけでとかいって、やりたい

ということも考えております。ただ、これにつきましては、現時点での調査で、専用

のアプリとかランニングコストを考えると、なかなかすぐには実現は難しいと、こ

ういうことを検討させていただいております。 

 なお、議員ご指摘のＤＸ推進スケジュールの７月から１０月、これは令和３年度

のスケジュールでございます。なぜ１０月までとなっておりますかといいますと、

当初予算を見込んで、来年度すぐできるものを洗い出ししようということでやって

おりますので、先ほど市長のご答弁にもございましたように、ＤＸ、今後どんどん

進んでまいります。物によっては、投資費も下がっていけば取り組めるものもどん

どん出てくるかと思いますので、この活用の検討については常にずっと続くものと

考えておりますので、よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 
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○10番（吉田太一君） ＤＸというのは大変重要で、終わりのないような事業だと思い

ます。 

 現在、ＤＸ推進室に関わっている人数は何人でしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） 現在、ＤＸ推進室は８人おります。８人の内訳としまし

ては、政策広報課が６人、その他の課から２人、計８人でございます。この８人、い

ずれも現時点では兼務として従事させていただいております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10番（吉田太一君） 今、８人、全て兼務と聞きました。ＤＸに関しては多岐にわたる

事業であることから、専門に取り組むべきだと私は思いますが、市長はＤＸ推進課

を設置する考えはございますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） デジタルの基本計画、ＤＸ基本計画をこの年度途中につくり

ましたので、当座、ＤＸ推進室というものをつくり兼務をかけていたり、あるいは、

庁内に若手職員を中心にデジタル推進員というのが１７名おりまして、そういう人

たちが中心に今検討しておるところです。 

 来年度に向けましては、必要に応じて専任の室長を置いたり、あるいはデジタル

推進課というようなものについては検討してまいります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10番（吉田太一君） 先ほども言いましたが、ＤＸの取組について、今後具体的な施策

をできるだけ早く策定し、地域間競争に負けないよう取り組んでいくためにも、ぜ

ひともＤＸ推進課を設置していただきたいと思います。 

 次に、２問目の質問に移りたいと思います。 

 次期市長選挙に出馬の意向はということで、佐々木市長は来年１月の市長選挙へ

の出馬をいまだ表明しておりませんが、次期市長選に出馬の意向があるのかどうか、

お尋ねをいたします。 

 ２点目、市政１期目を終えるに当たり自己評価について質問をいたします。 

 市長に就任３年６か月、就任初日から大雪や北陸新幹線福井開業に向けて芦原温

泉駅周辺整備等、また、現在のコロナ禍の中、待ったなしの大変な状況の中で市政

運営をされてきました。さらに、財政のやりくりなど、気の休まることなく、市民の

ために日々職務を全うしてきたと私は見ています。市長自身の１期目の総括を求め

ます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 
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○市長（佐々木康男君） 次期市長選に出馬の意向はとのご質問にお答えをいたします。 

 私が市民の皆様をはじめ、各方面の方々からの温かいご支援と力強いご推薦を賜

り、平成３０年２月の市長選挙で初当選してから、はや３年７か月が経過いたしま

した。私は就任当初より、１０年先、２０年先を見据えて、誰もが夢や希望を持ち、

ワクワク・ドキドキ・キラキラと笑顔で元気に暮らすまち「誰もがときめくあわら

市」の実現を掲げ、全身全霊をかけ取り組んでまいりました。 

 また、北陸新幹線敦賀開業に向けた芦原温泉駅周辺整備や、農林業、商工業、観光

の振興、子育て支援や健康づくりの充実など、関係機関や団体などと連携を図り、

職員と一丸となり、スピード感を持って実行してまいりました。 

 これらの施策の企画、実施に当たっては、議会のご意見を賜りながら、また政策

議論を通した職員との議論、市長ふれあいトークや各種イベントでの意見交換など

を行い、様々なご意見を施策に取り入れてまいりました。 

 さらに、就任直後からの豪雪や北陸新幹線敦賀延伸の１年間の延期、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大など、予期せぬ事案や新たな課題に対しても果敢に取り

組んでまいりました。皆様のご支援のおかげで着実に歩みを進めてまいりました。 

 しかしながら、道半ばのことも多く、これまで歩んできた道のりを後戻りさせる

ことなく、しっかりと前に進めなくてはいけないと考えています。 

 したがいまして、市民の皆様のご理解とご支援をいただけるのであれば、引き続

き市勢の発展や市民生活の向上に向けて、この一身をささげてまいる所存であり、

次期市長選への出馬を決意するものであります。 

 次に、市政１期目を終えるに当たり、自己評価についてのご質問にお答えします。 

 市長選挙に立候補した際に掲げた五つの公約や、これまでに実施してまいりまし

た主な取組について、自分なりの評価を申し上げたいと思います。 

 まず一つ目は、ＪＲ芦原温泉駅及び周辺の機能の充実と着実な整備の推進です。 

 福井県の北の玄関口にふさわしい駅周辺整備を推し進めるため、「和心あふれる

賑わい空間」をコンセプトとした芦原温泉駅周辺まちづくりプランを就任直後の７

月に策定いたしました。このプランに基づき、西口賑わい施設をはじめ、西口交通

広場や東西自由通路など周辺施設の整備を着実に進めており、今年５月には西口立

体駐車場が完成いたしました。また、土地活用検討街区には民間事業者によるビジ

ネスホテルを誘致し、現在その建設が進められております。開業が１年遅れとなり

ましたが、予定どおり令和５年春には主な施設の整備を終えたいと考えています。 

 次に二つ目は、農業、農村の活性化、商工業、観光のさらなる振興です。 

 地域の活力は、地域に根づき、そこに暮らす人々やその地域を愛し、そこで活躍

する人々の活気が根幹となります。就任直後の豪雪では、集落活動として重要な自

助、共助が十分に機能していない集落も見受けられ、コミュニティーの衰退を痛感

いたしました。このため、各集落ごとにその実態をまとめた集落カルテを作成する

とともに、集落の再生を図るために、まち・むらときめきプランを平成３１年３月

に策定いたしました。このプランに基づき、集落の主体的な取組を支援するための
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活動補助金を新設したほか、地域の担い手の育成に努めてまいりました。 

 また、農業関係では、深刻化する鳥獣被害から農村環境を守るため、鳥獣害対策

室を新設し、猟友会や地域の皆様と連携し、鳥獣害対策の強化を図ってまいりまし

た。 

 商工業の活性化につきましては、商工労働課を新設し、コロナ禍においては商工

会と連携し、きめ細やかな経済対策を展開しました。 

 また、企業等の魅力や市内で暮らすことの魅力を紹介するガイドブック「ＢＲＩ

ＤＧＥ」を製作し、企業等の雇用の確保や若者の定住、ふるさと愛の醸成、さらには

ＵＩＪターンの促進を図っています。 

 観光振興につきましては、新幹線開業に向けた誘客やインバウンドの拡大に向け、

「和心あふれる国際的な感幸地」をコンセプトとするあわら市観光振興戦略を平成

３１年４月に策定いたしました。「ちはやふる」を活用したイベントを継続して実

施するとともに、競技かるたの全国女流選手権大会やあわら世界大会を開催するな

ど、市の知名度向上や誘客拡大にも努めてまいりました。このほか、コロナ禍にお

きましても観光素材の発掘や磨き上げを広めるとともに、感幸創造マイスターなど

観光を担う人材の育成に努めております。 

 また、歴史や景観、坂井北部丘陵地の食などを生かして、あわら市北部地域の活

性化や観光振興の拠点として、吉崎に道の駅「蓮如の里あわら」の整備を進めてい

るところです。 

 三つ目は、子育て支援の強化、高齢者が元気に暮らすまちづくり、医療福祉の充

実、スポーツ・文化の振興、ふるさと教育の充実です。 

 結婚、出産、子育ての支援を図るために、婚活イベントの充実や出産祝い金の創

設、高校生までの医療費無償化、ひとり親家庭の支援など、子育て支援施策を充実

してまいりました。しかしながら、令和２年度の出生者数は１５０人となるなど、

出生者数の低下には歯止めがかからず、さらなる支援策の充実を図る必要があると

考えております。 

 また、健康寿命を延ばすため、各地区において健康長寿のつどいを開催し、高齢

者のフレイル予防の啓発などに努めてまいりました。このほか、乗り合いタクシー

について、高齢者が利用しやすいよう、その利便性を高め、好評を得ています。 

 教育に関しては、小中学校の特別室のエアコンの整備、トイレの洋式化、金津小

学校のプールの改築をはじめ、ＧＩＧＡスクール構想の推進、スクールバスの無料

化など、よりよい学びの環境づくりに努めました。 

 文化の振興については、金津創作の森美術館において、やなせたかしさんや「ち

はやふる」の企画展の開催など、市民が親しみやすい企画展示を実施するなどし、

入館者の拡大、創作の森の知名度の向上を図りました。 

 四つ目は、主要幹線道路など社会基盤の整備の推進と防災対策の充実です。 

 平成３０年２月の豪雪における１,５００台もの車両の立ち往生を機に、一日も早

い国道８号福井バイパスの４車線化と県境道路の事業化を求める声が高まりました。
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このため、市議会や関係団体、県などと共に、国や県選出国会議員などに対し、強く

要望活動を展開し、大雪後１年足らずでそれら事業化が決定したことは異例なこと

であり、大きな成果であったと考えています。 

 また、各集落での自主防災組織の設立の促進や、より実践的な総合防災訓練の実

施、洪水ハザードマップの改定など、市民の命と安全を守る安全・安心なまちづく

りを進めることができたと考えています。 

 五つ目は、福井しあわせ元気国体・元気大会の成功とあわらの魅力発信です。 

 同大会では、準備、運営にご尽力をいただいた関係者やボランティアの皆様のお

かげで、大会を成功裏に終わらせることができました。また、先月開催されたイン

ターハイでは、国体で培ったノウハウを生かすとともに、万全なコロナ対策を施し、

高校生にとって記憶に残るすばらしい大会になったと考えております。こうした大

会のレガシーを生かし、今後、スポーツの振興や市民の健康づくり、地域の活性化

につなげてまいりたいと考えております。 

 以上が公約に対する自己評価となりますが、このほかの主な取組についても若干

触れさせていただきます。 

 コロナ対策につきましては、関係機関と連携し、感染予防対策を徹底するととも

に、現在、ワクチン接種を鋭意進めております。コロナ禍における市民生活への支

援や経済対策につきましても、市民への各種交付金や小規模事業者への支援、経営

安定資金等への利子補給制度の創設、県民宿泊客拡大に向けた支援、プレミアム付

商品券の発行など、本市の状況に応じて適宜効果的な支援策を講じてまいりました。 

 また、社会経済情勢に応じた適切な行財政運営に努めてきました。 

 行政面では、創造戦略部の創設をはじめ、商工労働課や市民協働課を新設したほ

か、鳥獣害対策室やＤＸ推進室、道の駅整備室など、適宜体制の強化を図ってきま

した。また、行政サービスの基本となる職員のマナーやコミュニケーション能力向

上の研修を毎年実施するとともに、メンター制度の充実や夏季休暇を増やすなど、

職員の処遇改善にも努めているところです。 

 財政面においては、財政需要が拡大する中、スクラップ・アンド・ビルドを徹底す

るとともに、重要施策の推進に当たっては、国や県からの財源を確保するなど、健

全財政に努めました。就任当初の平成２９年度末には約３２億円であった財政調整

基金については、令和２年度末には約２６億円となっております。今年度、当初予

算で約９億円を取り崩す予定でありましたが、地方交付税の増額や国からの交付金

などの活用により、財政調整基金を取り崩すことなく、むしろ積み増しできる見込

みとなっています。 

 市政を預かる３年半の間に様々な事業を展開し、目に見える成果があったものも

ありますが、施策の中には、着手したもののまだまだこれからというものや、設置

した目標などに到達せず、引き続き改善を要するもの、そして、新たに生じた課題

や市民ニーズなどに応えるための問題など、課題はまだまだ山積みしています。引

き続き、市民や関係機関の皆様、議員各位のご理解とご支援をいただき、市民の幸
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せを第一に、粉骨砕身、取り組んでまいりたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10番（吉田太一君） ただいま市長の次期市長選への出馬の意向をお伺いしました。

また、３年７か月の総括もお伺いをいたしました。 

 そこで、次期に向けて、あわら市をどのようなまちにしていきたいのか、また、そ

の展望と決意についてお伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 次期に向け、あわら市をどのようなまちにしていきたいのか、

その展望と決意についてのご質問にお答えいたします。 

 市長就任以来、人口減少、少子高齢化が進む中、様々な課題に関係機関や団体と

連携して、市民目線でスピード感を持って全力で取り組み、一人一人が笑顔で元気

に暮らせるまちを実現するため、たくさんのときめきの種をまいてきました。こう

した施策の種は今少しずつ芽吹き始めています。今後、色とりどりのときめきの花

がしっかりと花咲くよう、引き続き市民の皆様に参画いただき、議会の皆様、そし

て職員と共に全力で取り組んでまいりたいと考えています。 

 これからの市政の展望といたしましては、一つ、北陸新幹線開業効果の最大化と

活用、二つ、ＤＸによるときめきスマートシティの実現、三つ、市民の感幸・活力創

造活動の推進。この「感幸」というのは、通常の観光産業の「観光」ではなく、幸せ

を感じるという感幸でございまして、自身が幸せを感じるとか、人々を幸せにする

という意味を込めております。これら三つを柱として、あわら市が大きく飛躍でき

るよう、施策に誠実に取り組んでまいりたいと考えております。 

 一つ目の北陸新幹線開業効果の最大化と活用というのは、具体的には西口賑わい

施設や市道１０５号線など、駅周辺整備を令和５年春までに着実に完成させること、

あるいは、整備施設の円滑な運営、効果的な活用によるにぎわいを創出するという

こと、バスやレンタカーなど２次交通の充実を図ること、観光客やビジネス客、移

住者、企業の誘致を拡大するということ、あわら温泉を中心に、道の駅「蓮如の里あ

わら」や金津創作の森美術館をはじめ、市内外の観光スポットを巡る広域周遊観光

を推進することなどを着実に進めたいというものでございます。 

 二つ目のＤＸの推進によるときめきスマートシティの実現は、ＤＸの推進により、

市民の生活が便利に、暮らしやすく、より豊かなものになるスマートシティを実現

したいというものです。具体的には、ＤＸを積極的に推進し、先ほども申しました

が、先端技術を活用することで地域課題を解決するとともに、生活、産業、教育、行

政のＤＸ化を進めます。 

 人口減少に負けないまち、子どもや若者にも共感される魅力あるまちを目指し、

デジタルを苦手とする世代にも受け入れられ、また、若い世代がふるさとあわらを

受け継ぎ、地域力を高めるために、未来を先取りする取組を市民や関係者と共に強
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力に進めたいと考えています。 

 三つ目の市民の感幸・活力創造活動の推進は、全ての世代の市民が心豊かに健康

で笑顔になる活動、地域の活性化や文化・芸術・スポーツの振興などにつながる活

動を応援するというものです。具体的には、子どもや若者、子育て世代、青壮年、高

齢者、障がいのある人、在住外国人など、誰もが健康づくりや地域活動をはじめ、活

力あるまちづくりや各種ボランティア、文化・芸術・スポーツ、国際交流などの活動

に気軽に参画できる仕組みを整えるとともに、これらの活動をサポートする事業を

充実していきたいと考えています。 

 現在、コロナ禍で冷え込んでいるこうした活動を、収束後、活発化していく必要

があると考えています。市民の多様な個性を大切にし、誰もが自分らしく輝くまち

づくりを進めたいと考えています。 

 これら三つを市勢発展の原動力とし、これまで進めてきた子育て支援、健康づく

り、安全・安心なまちづくりなど、各種施策を着実に進めてまいりたいと考えてい

ます。 

 あわら市を取り巻く環境が大きく変化する今、１０年後、２０年後をしっかり見

据えて、一人一人が笑顔で元気に暮らせる、誰もがときめく活力あるあわら市を目

指し、不退転の決意で、引き続き職員と共に全力で取り組んでまいりますので、市

民の皆様をはじめ、議員各位のより一層のご理解ご支援、ご協力を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10番（吉田太一君） 現在、私が聞くところによりますと、立候補者、予定者、今、市

長は出馬表明をしましたが、市長を入れて３名の方が出馬予定と聞いております。 

 市長にお伺いしますが、公開討論会を行う考えはございますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 前回の選挙のときも、ＪＣ、青年会議所が公開討論会を開きま

して、参加させていただきました。もしもそういう機会があるならば、ぜひそうい

うものについては参加し、皆様と意見を交わし、またそれを広く市民に訴えたいと

考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10番（吉田太一君） ぜひ公開討論会はしていただきたいと思います。 

 現在の市長の考え、意気込みは分かりました。これからも議会が協力できるよう、

しっかりと説明をいただき、これまで市長が立案、企画した事業など、また継続し

ていく事業など、途中で途切れることのなきよう、しっかりと今後も取り組んでい

ただきたいと思います。 

 令和４年３月議会も一緒に、あわら市のため、あわら市民のために働けることを
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期待し、質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（山田重喜君） 暫時休憩いたします。再開は１１時１０分からといたします。 

（午前１０時５６分） 

                                        

○議長（山田重喜君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１０分） 

                                        

◇北浦博憲君 

○議長（山田重喜君） 通告順に従い、５番、北浦博憲君の一般質問を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 通告順に従い、５番、北浦博憲、一般質問をさせていただきま

す。 

 今回は３項目させていただきます。 

 第１項目、北潟湖周遊サイクリングロードの早期実現について。 

 １点目、整備事業の進捗状況。 

 北潟湖周遊サイクリングロードの整備状況を確認してみますと、国道３０５号コ

ース、県道福井金津線コース、全線整備されている南湖周遊コースを合わせ、全長

１３.６kmのうち、およそ６.５kmが整備されています。未整備区間は国道３０５号

コースの一部２.０km、県道福井金津線コースの全線５.１kmとなっています。 

 あわら市自転車活用推進計画では、令和５年春の道の駅「蓮如の里あわら」の開

業に向け、未整備区間の優先的な整備促進、さらに道の駅の基本計画では休憩施設

を設けるなど、自転車の駅として位置づけられています。 

 市長も以前の定例会一般質問の答弁の中で、早期整備のため、県に対し強く要望

しているとのご答弁がありました。早期実現には一日も早い事業着手が必要と思い

ます。事業主体となる福井県との協議など、サイクリングロード事業全体の進捗状

況をお伺いいたします。 

 ２点目、サイクリングロード未整備区間用地の地籍混乱の解消。 

 国道３０５号コースは平成８年度に事業着手されましたが、一部地権者の同意を

得られなかったことなどから、４.８kmのうち２.０kmが未整備となっています。国

道３０５コース未整備区間の事業着手に当たり、福井県からは、地権者の事前同意

を得ること、事業完成後の経済波及効果や、どの程度のにぎわい創出が可能か把握

すること、三つ目に、買収事務に支障となる公図と土地の位置や形状が相違する、

いわゆる地籍混乱の解消にあわら市の協力を求められていると聞いています。 

 地権者の事前同意書は、北潟地区区長会長から既に建設課に提出されており、自

転車を活用した交流人口の拡大や観光振興などへの取組をまとめた、あわら市自転

車活用推進計画は本年３月に策定済みです。あと、残っている地籍混乱の解消事業

を早急に終えるべきと思います。これの進捗状況をお伺いいたします。 
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 以上２点につきまして、答弁をお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部理事、西川秀和君。 

○土木部理事（西川秀和君） ただいまの北浦議員のご質問の北潟湖周遊サイクリング

ロードの早期実現についての質問２点についてお答えいたします。 

 １点目の事業主体となる福井県との協議など、サイクリングロード事業全体の事

業進捗はどうなっているのかとのご質問にお答えします。 

 北潟湖周遊サイクリングロードは、北潟湖南周遊コース３.７km、国道３０５号コ

ース４.８km、県道福井金津線コース５.１kmの合計１３.６kmの計画となっています。

このうち、平成１１年に北潟湖南周遊コース３.７kmが供用されております。また、

国道３０５号コースは、計画４.８kmのうち２.８kmが整備されておりますが、２.０

kmが未整備のままで、平成１３年度以降、事業は中断しております。県道福井金津

線コースは計画のみとなっております。 

 市では、吉崎地区の道の駅整備の検討に合わせて、北潟湖周遊サイクリングロー

ドについて、令和元年度から県と協議を行っております。国道３０５号コースの事

業再開に向けては、自転車を活用した総合的な計画である自転車活用推進計画を策

定し、サイクリングロードの利用者を増やすことや知名度を上げるなどの市として

の取組が求められました。 

 このため本市では、学識経験者や地元関係者を含むあわら市自転車活用推進計画

策定委員会において、今年３月にあわら市自転車活用推進計画を策定しております。

この計画で、北潟湖周遊サイクリングロードを市のモデルルートに位置づけて、サ

イクリング環境の整備を推進することとしました。なお、さらにこの計画を推進す

るため、金津地区や芦原地区、細呂木地区の市民、観光関係者や地元団体代表者、サ

イクリング協会や行政などで構成するあわら市自転車活用推進委員会を今年７月に

設置し、利活用促進の協議を行っております。 

 また、県は今年度、このモデルルートにおいて、迷わず安全に走行できる環境を

整備するため、車道上に青色の自転車通行位置のＶ字型の路面標示、いわゆる矢羽

根と申しますが、そのような路面標示や案内看板を設置する予定です。 

 さらに、市では、令和元年度から、サイクリングロードの早期の事業再開を重要

課題として福井県知事に直接要望しております。 

 次に、２点目の福井県から協力を求められている地籍混乱地の解消事務を早急に

終えるべきと思うが、これの進捗状況はどうなっているのかとのご質問にお答えし

ます。 

 国道３０５号コースの事業中断については、一部地権者の同意が得られなかった

ことや地籍混乱地の解消ができなかったことが原因と伺っております。これらの原

因の解消については、県との協議の中でも協力を求められております。 

 市においては、事業中断から長い年月が経過していることから、再度、未取得地

の地権者やその相続者等の確認作業を行っております。未取得地の中には、公図に
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ない箇所や現地と合わない箇所、二重登記がされている箇所や公図に境界がない箇

所などが存在しております。このような地籍混乱地の解消には多くの時間や費用が

必要となるほか、地元の協力が不可欠となるため、解決方法について、県や地元と

協力し、検討してまいります。 

 なお、所有者が明らかな未取得地については、関係区長のご協力により地権者の

同意が得られております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 再質問をさせていただきます。今ほどのご説明の中で、順次いろ

いろと事業を推し進めていただいているということでございますが、これからもよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 再質問は２点目の地籍混乱の解消についてでございますが、一昨年の１２月２３

日、北潟地区、吉崎地区、細呂木地区、３地区区長会の連名で、北潟湖周遊サイクリ

ングロード早期実現要望書を、３地区、２,３３８人の署名を添えて、県庁にて福井

県土木部長に手渡しをいたしました。この際、県側から、用地買収の前提となる地

籍混乱の解消にあわら市の協力が必要との話がありました。この話は、期成同盟会

の総会、あるいは役員会の席上などにおいて、役員の方が担当課に対し、地籍混乱

の解消に向けて、スピード感を持って取り組むよう要望をされているというふうに

伺っております。 

 現在、相続人の調査とか、あるいは地籍混乱事務について、今後、福井県と協力

し、検討して進めていくとのことですが、具体的にどう検討して進めていくのでし

ょうか、お伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部理事、西川秀和君。 

○土木部理事（西川秀和君） ただいまの具体的な進め方についてのご質問にお答えい

たします。 

 先日、私が県に伺いまして書類を確認しましたところ、例えば公図上において、

一つの字の中に複数の地権者、たくさん記載があります。あるいは、境界線がない

箇所があります。境界の記載がないので、その隣接者も当然不明ですし、境界線の

位置次第では、その隣接者の土地も必要な土地に該当する場合も考えられます。当

然２０年近く中断されていた事業ですので、様々な問題があると思っております。

このような事例を解消していくためには、行政だけでなく専門家の意見なども聞く

必要があるかもしれません。 

 まず、事業化されていない状況の中で、その解消方法について、それぞれの箇所、

箇所について、具体的に、県や市の役割をしっかり再度お互いに認識するという作

業を行っていきたいと思っております。 

 県のサイクリングロード事業につきましては、市も同じベクトルだと思ってござ

います。着実に本事業を前へ進めてまいりますので、今後も議員のお力添え、よろ
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しくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 着実に進めていっていただきたいと思います。 

 国道３０５号コース、当初の整備工事着手から既に２５年が経過をしています。

道の駅「蓮如の里あわら」のオープンは再来年の４月、その１年後には新幹線芦原

温泉駅の開業を控えるとともに、サイクリング愛好者などを取り込んだ観光振興へ

の取組を推進していくためにも、早期の事業再開が必要だと思います。 

 サイクリングロード用地の地籍混乱の解消は、整備事業の一丁目一番地です。喫

緊の課題としてあわら市も取り組む必要があると思います。これについて、市長の

ご所見をお伺いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 県といろいろ話をする中で、自転車の活用計画をつくってく

れとかということで、できることから一歩ずつ進んでいると僕は思っています。自

分はそこをよく通りますし、地籍混乱地の問題というのは、なかなか解決は簡単で

はないということも承知しておりまして、できるところからということですけれど

も、今、西川理事のほうで専門的に県のほうでいろいろ詰めていますので、そうい

うのを見ながら、議員おっしゃるような方向で、できるだけ早く整備できればと私

も思っておりますので、よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 市長の答弁のとおり、これからも速やかに進めていただくよう

に、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、第２項目、自主防災組織への支援。 

 １点目、自主避難所運営の手引。 

 台風が接近し、暴風や豪雨が続き、自宅は風当たりが強くて心細い、市役所から

避難指示や高齢者等避難の行動を促す情報は出されていないが、どこかに避難した

い。私が区長をしていました平成３０年９月の台風２１号の際には、独り暮らし高

齢者の方などが集落センターへの自主的な避難を希望されたことから、一時的に集

落センターに避難していただいたことがありました。 

 自主避難所は指定避難所と違い、区民館などでの住民による共助活動として、自

主防災組織が運営を担うことになると思います。しかし、避難される方の持ち物は

何が必要なのか、自力で来ることが困難な人の送迎をどうするのか、スタッフは何

人必要なのかなど、私も台風２１号の際には、何をどう準備してよいのかも分から

ず、苦労した覚えがあります。 

 新型コロナウイルス感染症対策や、状況によっては必要となる指定避難所への避

難方法などを含めた自主避難所運営の手引があれば、自主防災組織の皆様は活動し
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やすくなると思います。地域の状況により運営内容は変わるかもしれませんが、標

準的な手引、マニュアルの作成を行うことが必要と思います。市のお考えをお伺い

いたします。 

 ２点目、小学校、公民館などを自主避難所として活用。 

 先月８月の大雨の際には、福井市、大野市、鯖江市が小学校や公民館などを自主

避難所として市が開設したとの福井新聞の報道がありました。あわら市として、公

民館や小学校などの指定避難所を自主避難所として活用することはできないのか、

お伺いをいたします。 

 ３点目、一時避難場所運営の手引。 

 あわら市地域防災計画では、地震災害発生の際には、神社境内、地域内の公園、区

民館などを一時避難場所として位置づけ、一時避難場所の運営は共助活動の一端と

して自主防災組織が担うこととなっています。災害発生後、一時避難場所に向かう

際には、家族や隣近所の方の安否確認、住宅や車庫など建物の被害状況、障がいの

ある方への支援などが必要になってきます。 

 一時避難場所では、役割分担をしながら、指定避難所までの道路は通れるのか、

橋は渡れるのかなどの調査、さらに、火災が発生している場合には初期消火活動も

必要になってきます。迅速な災害対応をまとめた一時避難場所運営の手引、マニュ

アルが必要と思います。市の考えをお伺いいたします。 

 以上３点につきまして、答弁をお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） まず、自主避難所運営の手引の作成が必要ではないかとの

ご質問にお答えいたします。 

 市では昨年、避難所担当職員用に新型コロナウイルス感染症に備えた避難所開設

マニュアルを作成しており、これを基に職員向けに避難所開設のための説明会も開

催しております。 

 議員ご指摘のとおり、実際に災害が発生した際には、区長をはじめ市民の皆様が

どのような対応を取ればよいか、判断に困ることも想定されます。このことから、

各地区において自主避難所を円滑かつ適切に開設するために、開設の仕方、準備物、

受付票や問診票、また、現在新型コロナウイルス感染症が蔓延している状況も踏ま

え、避難所に掲示する感染症防止のための掲示物や消毒マニュアル等を自主避難所

運営の手引として、１１月７日に開催する市総合防災訓練までにはお示しをさせて

いただきたいと考えております。 

 もとより、自主避難所を開設するに当たっては、地域の実情に合わせて、自分た

ちで避難所を円滑に開設、運営できるようにすることが重要であると考えておりま

す。市では、今後とも、各区において防災出前講習を開催するほか、各区が開催する

防災訓練に対して講師を派遣するなどの支援を継続することにより、地域が主体と

なった災害への備えを充実強化してまいります。 
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 なお、１１月７日に伊井小学校で実施する市総合防災訓練では、体験型災害訓練

とともに、コロナ禍における避難所開設についての展示も行ってまいりますので、

区長をはじめ各区の防災リーダーの皆様に、ぜひともご参加いただきたいと考えて

おります。 

 次に、小学校、公民館などを自主避難所として活用できないかとのご質問にお答

えいたします。 

 市では、県危機対策・防災課や福井地方気象台等と連携を取りながら、災害発生

の可能性が高い場合には、レベル３の高齢者等避難やレベル４の避難指示を発令し、

指定避難所の開設を行います。 

 市民から住家に対する災害の不安により、自主的に避難したい旨の要請が市に対

してあった場合には、市は、まずは区長及び自主防災組織の会長に、地区の集会所

等を自主避難所として開設していただくよう要請をいたします。その際には、先ほ

どのご質問で回答いたしました自主避難所運営の手引を基に開設していただきます。

その上で、自主避難希望者が多数となる場合や、集会所等の安全が不確実な場合に

は、市として学校や公民館等の指定避難所を自主避難所として開設いたします。 

 しかしながら、災害の状況によっては、自宅内の２階への垂直避難、在宅避難や、

安全な近くの親戚、知人宅に避難することも必要でございますので、新たな避難方

法の準備につきましても市民の皆様に周知してまいります。 

 次に、一時避難場所運営の手引の作成が必要ではないかとのご質問にお答えいた

します。 

 大規模災害の発災直後には、自助、共助の働きが非常に重要とされており、身近

な人の安否確認や救出・救護、初期消火など、各自主防災組織での初動対応が求め

られております。一時避難場所については、地震等の災害発生時に、各集落でまと

まり難を逃れることや、各集落の安否確認を行うために必要な場所として、各自主

防災組織において避難経路とともに定めるものとしております。 

 議員ご指摘のとおり、家族や隣近所の方の安否確認の方法や初期消火の方法、避

難する際の持参物等、慣れない災害に対して、区長をはじめ市民の皆様がどのよう

な対応を取ればよいか、判断に困ることも想定されます。これら必要となる対応は、

一時避難場所運営の手引として、先ほど答弁させていただきました自主避難所運営

の手引とともに、市総合防災訓練までにお示しをさせていただきます。 

 なお、一時避難場所まで向かう避難路の選定に関しましては、地域の実情や災害

の程度により、その被災状況は千差万別となるため、様々な状況に備えた想定と訓

練が重要となります。 

 また、福井県は、本年度から各区に潜む災害の可能性や、災害時要援護者がどこ

に住んでいるかを区の地図に落とし込む、地域防災マップの作成を推奨しておりま

す。これを受けて、現在、防災安全対策室職員とあわら市防災士の会の有志がマッ

プ作成のための取組を進めているところです。今後、各区の地域防災マップ作成を

進めていく中で、地域の実情に即した避難路についても、自主防災組織と協議しな
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がら確認に努めてまいります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） では、再質問をさせていただきます。 

 １点目の自主避難所運営の手引、それから３点目の一時避難場所運営の手引につ

いてですが、これらを活用した地域での共助活動が市民の皆さんの安全確保と被害

の軽減につながることを期待したいと思います。 

 この二つの手引ですが、今年度中に改定を予定している市の地域防災計画や防災

ガイドブックに組み入れるべきと思いますが、これについてはどうでしょうか、お

伺いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 市では現在、防災ガイドマップを作成して改定を行ってい

るところでございますので、今ほど申し上げました自主避難所運営の手引、それか

ら一時避難場所運営の手引につきましては、一部にはなろうかと思いますけれども、

掲載、検討してまいりたいと考えてございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） ２点目の小学校、公民館などを自主避難所として活用するに際

して、開設する場合にはどういうタイミングで、どういう方法で市民の皆さんに周

知することになるのか、お知らせを行うことになるのか、お伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 今ほどのご質問でございますが、市が自主避難所を開設す

る場合に当たりましては、指定避難所を開設するときと同様、ＮＨＫ等のテレビ放

送でテロップ表示されますＬアラートの登録、これを速やかに行っていきますとと

もに、先ほども答弁させていただきましたとおり、防災行政無線、それから防災行

政無線から放送内容を電話で確認できる災害情報テレフォンサービス、また緊急速

報メール、Yahoo！防災アプリ、これらの活用を用いまして情報発信を行って、市民

の皆様に迅速に伝わるように、周知に努めてまいりたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） これも大変重要なことだと思いますので、また市民の方に分か

りやすいように周知をしていただきたいと思います。 

 続きまして、第３項目、あわら市土砂等による土地の埋立て、盛土及びたい積行

為の規制に関する条例、いわゆる残土条例の見直し。 

 １点目、いわゆる残土条例に基づく許可件数、許可事業ごとの現在の状況。 

 ほかの市町の建設工事で発生した土砂などが、土採取跡地の埋立てや農地のかさ
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上げなどに使われ、また、単に投棄、放置され、その結果、土砂の流出や崩壊、自然

生態系への影響、土壌汚染や地下水汚染などの問題を引き起こすことがあります。 

 本市においては、建設発生土などの土砂の埋立てなどに対応するため、県内で唯

一、あわら市土砂等による土地の埋立て、盛土及びたい積行為の規制に関する条例、

いわゆる残土条例を制定しています。この条例に基づく許可件数、許可事業ごとの

現在の状況についてお伺いをいたします。 

 ２点目、いわゆる残土条例の見直し。 

 本年７月の熱海市伊豆山地区での盛土部分の大規模土石流による災害は、多くの

犠牲者と住宅などに大きな被害をもたらしました。犠牲の方々に哀悼の意を表しま

すとともに、ご家族の皆様にもお悔やみを申し上げたいというふうに思います。 

 発生の原因として、排水設備や土砂の流出を防ぐ堰堤の不備とともに、盛土の高

さが法令基準の３倍以上あり、不適切な盛土であったと言われています。 

 本市では、特に北部丘陵地域において、福井県土採取規制条例、砂利採取法に基

づく山砂の採取が行われ、採取が完了した跡地は山間部にあることが多いことから

人目につきにくく、違法な高さの盛土や汚染された建設残土の搬入を地域住民の皆

さんは危惧されています。 

 本市のいわゆる残土条例は平成１７年４月に施行されていますが、内容はおおむ

ね合併前の両町の条例を引き継いだ形になっています。災害の防止、地域の環境保

全、土壌や地下水汚染防止の観点から、盛土高さの制限や搬入土量の定期的な市へ

の報告、搬入する土砂などの発生場所ごとの確認可能な書面の添付や、安全基準に

適合しない土砂などの埋立ての禁止、周辺住民の不安を取り除くための説明会の開

催など、土地の埋立てなどに対する規制を強化していくべきと思います。 

 この点から、あわら市土砂等による土地の埋立て、盛土及びたい積行為の規制に

関する条例、いわゆる残土条例の見直しを行うべきと思いますが、市のお考えをお

伺いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部理事、龍田雅人君。 

○土木部理事（龍田雅人君） まず、１点目のあわら市土砂等による土地の埋立て、盛土

及びたい積行為の規制に関する条例に基づく許可件数、許可事業ごとの現在の状況

はどうなっているのかとのご質問にお答えいたします。 

 過去１０年間における同条例に基づく許可件数は１４件あり、事業用途ごとの内

訳は、福井県の公共工事等による建設残土搬入先として指定されている場所が１か

所１件、その他公共事業や民間事業による建設残土搬入が５か所８件、それと、し

ゅんせつ砂などの仮置き搬入が１か所５件となってございます。また、現在、許可

期間中の件数は５件ありまして、事業用途の内訳といたしましては、福井県の公共

事業等による建設残土搬入先として指定されている場所が１か所１件、その他公共

事業や民間事業による建設残土搬入が２か所４件となっております。 

 なお、近年の申請案件につきましては、用途は北陸新幹線関連の残土搬入など、
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全て公共事業に属するものでございまして、場所につきましては、これまで許可し

た区域の拡張となってございます。 

 次に、土地の埋立て等に対する規制の強化をするため、同条例の見直しが必要で

はないかとのご質問にお答えをいたします。 

 本市における同条例の申請箇所につきましては、地域の特性上、福井県土採取規

制条例対象となる砂利採取場やその跡地が大半を占めております。このため、採取

場が稼働している期間から、福井県をはじめ関係機関と連携し、適正な監視ができ

ているものと考えております。 

 また、採取跡地におきましては、採取事業完了時の地形や地権者といった様々な

情報が整理されていることから、盛土の許可後における監視もスムーズに行えるも

のと考えてございます。 

 なお、盛土の許可の申請に関することは、あわら市条例及び施行規則で定めてお

りますけれども、技術的な基準は、都市計画法や森林法における開発許可の基準を

はじめ、福井県の土採取関連条例や砂利採取の取扱要綱などを用いることとなって

おり、盛土時の土質による勾配や高さごとの小段の設置、排水経路などの確保、斜

面の崩落等に対する形状的な規制に関しましては十分と考えてございます。 

 しかしながら、ご指摘の搬入土量の定期的な市への報告や、搬入する土砂等の発

生場所ごとの確認につきましては、今後、許可条件として、それらを含めた規制の

強化は必要であると考えてございます。 

 また、土壌汚染や水質汚染の防止、産業廃棄物の不法投棄防止といった環境保全

の観点から、安全基準に適合しない土砂の搬入を未然に防ぐため、今後、他自治体

の土砂条例等を参考にし、チェック体制の在り方を検討してまいります。 

 参考までに、現在、建設残土搬入先として稼働中の蓮ヶ浦の処分場につきまして

は、関係地区が事業者に対しまして、土壌及び放流水等の分析、調査の求めがあり、

関係地区、福井県、あわら市、立会いの下、毎年８月に実施をしております。調査内

容は、処分場内５地点での土壌分析、放流先水路２地点での水質検査を実施してお

ります。これまでの結果では、各検査項目において問題はなく、基準値以下に保た

れているということでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 再質問させていただきます。 

 １点目の許可件数、許可事業ごとの状況についてですが、現在稼働中の現場にお

いて、法令に違反した行為が行われていないかなどの点検、確認はどのような方法

で行われているのか。また、許可期間を終えた現場において、新たな埋立て行為が

なされていないかなどの状況を確認しているのか、お伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部理事、龍田雅人君。 

○土木部理事（龍田雅人君） 現在の確認状況ということのご質問にお答えさせていた
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だきます。 

 盛土箇所のパトロールにつきましては、業者立会いの下でのパトロールを年１回、

また、建設課職員のみでのパトロールを年２回実施、また予定をしてございます。

それ以外に、道路パトロールに合わせまして、砂利採取跡地につきまして、目視に

よる確認を不定期で実施しております。なお、砂利採取地につきましては、福井県

との合同のパトロールによる年１回の点検を実施してございます。そのほか、三国

土木事務所では、月１回の定期的なパトロールを実施いたしております。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 次に、２点目の、いわゆる残土条例の見直しについてですが、都

市計画法や森林法での開発行為の基準、福井県の土採取関連条例などを用いて盛土

地の勾配や小段の設置、排水経路の確保など、斜面の崩落などに対する規制を行っ

ているとのことでした。 

 しかし、都市計画法の開発行為許可や森林法による民有林での林地開発行為許可

の規模は、土地の面積要件があります。また、福井県土採取規制条例は、土の採取の

方法、土の採取に係る跡地の整備などについて、必要な規制を行うことが目的とな

っています。 

 このように、適用範囲や条件は限られていますし、さらにそれぞれの法令制定の

目的も違います。現在のあわら市のいわゆる残土条例では、埋立てなどに関する技

術的な基準、事業区域内外の安全対策、搬出入口付近の交通安全対策などの基準は

どうなっているのか、お伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部理事、龍田雅人君。 

○土木部理事（龍田雅人君） 技術的な基準についてのご質問にお答えさせていただき

ます。 

 今ほど議員がご質問されましたとおり、盛土につきましての技術的な基準につき

ましては、あわら市土砂等による土地の埋立て、盛土及びたい積行為の規制に関す

る条例施行規則、この中におきまして、都市計画法や森林法における開発許可の基

準をはじめ、福井県の技術的指導基準を用いることとしてございます。 

 あわら市の条例の中では詳細な基準の定めがないことから、福井県の技術的指導

基準として、福井県土採取規制条例、同施行規則及び福井県砂利採取法事務取扱要

綱、それに併せまして、日本道路協会が発行してございます盛土工指針がございま

す、こちらなどを参考にいたしまして、のり面の安定勾配や小段の設置等々の基準

を定めてございます。これによりまして、のり面の安定等の確保がされているとい

うことで考えてございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 
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○５番（北浦博憲君） 私は今ほどの再質問の中で、事業区域内外の安全対策、搬出入口

付近の交通安全対策などの基準はどうなっているのかというお伺いをしたと思うの

で、それについてお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部理事、龍田雅人君。 

○土木部理事（龍田雅人君） 残土の搬出先の交通等々の特別な定めにつきましては、

条例等の定めが現在のところございません。この条例の見直しを検討させていただ

く中で、そちらについても併せて検討させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 建設残土は、通常は廃棄物の処理及び清掃に関する法律の対象

となる廃棄物ではないとされ、また、土壌汚染対策法では３,０００㎡以上の土地の

区画形質の変更届の際に、土壌汚染のおそれがあると県知事などが認めるとき、土

地の所有者などに土壌汚染状況調査の実施命令が出されることになっていますが、

３,０００㎡未満では調査は求められていません。 

 この二つの例のように、環境面から見ますと、現在のあわら市のいわゆる残土条

例を含む法体系では、埋立て周辺地域への環境面の安全が守れないおそれがありま

す。ご答弁の中で、他自治体の例を参考にしてとありましたが、参考となる内容は

どのようなものか、お伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部理事、龍田雅人君。 

○土木部理事（龍田雅人君） 環境面からの参考になるものはというご質問にお答えさ

せていただきます。 

 他の市や県の条例を拝見いたしますと、その中で、土壌の検査や水質検査の報告

を必要としているところが幾つか見られます。また、土地所有者の責務といたしま

して、定期的な状況把握の実施等を規定しているところもございます。 

 今後は、検査の対象とする事業の規模やそれぞれの検査頻度、それから土地所有

者の責務等について、環境関係の各部署等々からの意見も聞きながら、また、先ほ

ど参考に申し上げさせていただきました、関係地区が事業者に対して求めている調

査内容等を参考にしまして、今後検討を進めてまいりたいと考えてございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） 現在稼働中の蓮ヶ浦処分場では、周辺地区の皆さんが自分たち

の生活環境を守るために、土壌の安全性や放流水などの分析調査を事業者に求め、

福井県、あわら市の立会いの下、農業分析や水質調査を実施しておられるとありま

した。 

 あわら市としても、埋立てが行われる場合には、事前のチェック体制の仕組みづ
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くりなど、良好な自然環境と生活環境を守るため、法的な整備が必要だと思います。

いわゆる残土条例の見直しにつきまして、市長のご所見をお伺いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） こういう条例とか整備は簡単にできるんですけど、実際、環境

を検査するといったときの、知識を持った職員がいるかとかについては、やろうと

思ったら、当然県の専門機関とかの協力も要るわけでございまして、そうなるとな

かなかできないんですね。１か月に１回しかできないというのは、そういう専門家

が県でも限られている中で、なかなか頻繁にできないんですね。条例の制定につい

ても前向きにやりますが、それもうちだけでつくれないというか、言い方は悪いで

すけど、環境を検査する環境衛生研究所みたいな専門家がいるわけでないので、そ

ういうような人とかを巻き込んで、保健所なんかにいるんですけど、巻き込んでい

ろいろ検討をいたします。 

 こういう環境の問題で、先ほどからありますけど監視の問題ですけれども、これ

は、また今後、疑いがあるような行為があれば、その地区住民の方が区長さんを通

じて市にお知らせいただくとか、そういうような地域のご協力も得ないと、ちょっ

と抜け穴になってしまいますので、条例等の改正についてのほかに、地区住民との

連携の在り方ということについても、またいろいろご協議させていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ５番、北浦博憲君。 

○５番（北浦博憲君） いろいろクリアしなければいけない課題もあると思うんですけ

ども、住民の生活環境を守るために対応をよろしくお願いいたします。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（山田重喜君） 暫時休憩いたします。なお、再開は１３時といたします。 

（午前１１時５４分） 

                                        

○議長（山田重喜君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時００分） 

                                        

◇堀田あけみ君 

○議長（山田重喜君） 続きまして、通告順に従い、６番、堀田あけみ君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 通告順に従いまして、６番、堀田あけみ、一般質問を行いま

す。 

 まず、一つ目といたしまして、生理の貧困について質問させていただきます。 
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 コロナ禍で経済格差がますます広がる中、今、生理の貧困が大きな問題になって

おります。生理用品を買うことができない、母子家庭で仕事を減らされたお母さん

に「生理用品を買って」とは言えないから、トイレットペーパーなどで代用してい

る子どももいるのです。これは不衛生になり、健康面でもとても心配です。 

 経済的な困窮やネグレクトが原因で、生理用品を十分に手に入れることができな

い生理の貧困に直面している人は、若い世代を中心に増えてきています。こうした

人への支援に取り組んでいる、もしくは検討している自治体は、内閣府の調査では

５８１にも上ります。県では、福井市においては既に取り組んでおります。 

 現在、あわら市の小中学校ではどのようになっているのでしょうか。必要な生徒

が保健室にもらいに行くということになっているのでしょうか。いろいろな心理的

障がいを考えますと、保健室ではなく女子トイレに生理用品を整備すべきと考えま

すが、どう思われますでしょうか。 

 生理というものは、女性が社会で生活する上で切り離すことができないことです。

排せつを行うときトイレットペーパーが必要なように、生理用品の常備も当たり前

にするべきと思います。せめてコロナ禍の下、生活に困窮している女性に、プライ

バシーを守りながら、必要な人に生理用品が渡るようにすべきと考えますが、そう

いう仕組みをつくる考えはあるのでしょうか。 

 もちろん、災害時の避難所生活にも必要です。阪神・淡路大震災のときには、避難

所に支援物資として届いた生理用品を、避難所の年配男性の責任者が「こんな品物

は要らない」と言って受け取らず、避難していた女性が大変困ったという事例もあ

ります。以前の一般質問でも申しましたが、避難所運営に女性特有の要求をためら

わずに出せるようにすべきと考えます。避難所運営に関わる人員の中に女性を入れ

て、できれば男女同数程度を希望しますが、それについて再度お答えをお願いいた

します。 

 ところで、あわら市では、避難所に生理用品が備蓄されているのでしょうか。ま

た、されているとすれば、どのぐらいありますか。また、それで十分と考えますか。

避難所となる学校に生理用品を多めに備え、学校のトイレでローリングストックし

ていくと、いざというときに地域住民も助かるのではないでしょうか。市の考えを

お聞かせください。 

 これで一つ目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育部長、江守耕一君。 

○教育部長（江守耕一君） まず、あわら市の小中学校の女子トイレに生理用品を整備

すべきと考えるがどう思われるかとの質問にお答えします。 

 現在、あわら市の小中学校では保健室に生理用品を備え付けており、児童・生徒

が必要となった場合には養護教諭を通して受け取っています。ご提案のように、生

理用品をトイレに配置した場合、児童・生徒は自由に使用することができますが、

困窮により必要としている児童・生徒に行き届くのかは確認できません。また、生
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理用品を学校のどこに置いておくのかは、多感な時期を迎えている児童・生徒にと

ってはデリケートな問題であり、いたずらや特定の児童・生徒への中傷につながる

ことも懸念されます。さらに、生理用品は必要なときに自分で用意して携帯する習

慣を、学校生活の中で身につけていくことが大切であると考えています。 

 保健室は体調が悪くなったり、けがをした場合にだけ利用するところではなく、

児童・生徒のプライバシーを確保し、悩みや心配事を聞く場所でもあります。保健

室に児童・生徒が立ち寄り、養護教諭に話すことにより、心身ともに元気になるこ

とがあります。また、生理用品を受け取りに来たことをきっかけに養護教諭と話を

するようになり、本当に支援が必要な児童・生徒を見つけることにもつながります。 

 教育委員会といたしましては、教育的見地と、支援を必要とする児童・生徒を見

つけ出すという理由からも、これまでどおり保健室での手渡しを続け、児童・生徒

とのコミュニケーションを大切にしていきたいと考えております。 

 なお、２点目以降のご質問については副市長が答弁いたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） ２点目以降は私からお答えいたします。 

 まず、生活に困窮している女性に、プライバシーを守りながら生理用品が渡るよ

うにすべきとのご質問にお答えいたします。 

 本市における生活困窮者に対する自立支援相談窓口は市社会福祉協議会が担って

おり、長引くコロナ禍の影響により、相談に訪れる人が多くなっています。相談の

内容は、緊急小口資金の貸付けなどのほか、必要な食料品や日用品を求めるものが

あります。 

 本市では、昨年度から、支援対象児童等見守り強化事業に取り組んでいます。社

会福祉協議会と三つの子ども食堂に対し、経済的困窮やネグレクト、いわゆる育児

放棄などにより支援が必要な子どもたちを対象に、食の提供を通した見守り活動を

委託しています。なお、この事業では、食品のほか日用品を配布することも可能と

なっています。 

 ご質問の生理用品の配布につきましては、全国的にも広まりつつある中、本市に

おきましても、自立支援相談や見守り強化事業において取り組むこととし、９月１

日から社会福祉協議会の事務所がある市姫荘、市役所福祉課、中央公民館及び湯の

まち公民館の４か所において、都度、必要な数を配布することといたしております。 

 なお、プライバシーに配慮するため、配布を希望するマークを定め、これをスマ

ートフォンの画面に表示するか、マークの入ったカードの提示、マークの指さしな

どにより意思を確認し、配布は原則として女性職員が対応することとしています。 

 議員ご指摘のとおり、生理の貧困は経済的な困窮、ネグレクト、ＤＶなど、複雑な

家庭環境に起因しているものと認識しています。今後とも、必要な人に必要な支援

をつなげることができるよう、市と社会福祉協議会、関係団体が連携を密にして支

援体制の充実を図ってまいります。 
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 次に、避難所運営の女性参加についてのご質問にお答えいたします。 

 さきの３月議会でも総務部長が答弁したとおり、女性の視点に立った避難所の設

営、運営につきましては、大変重要であると考えております。既に、防災士の会に所

属する女性会員から、避難所における性犯罪を防止するため、防犯ブザーの配置な

どについてアドバイスをいただいております。 

 なお、実際に避難所を開設し、避難所運営委員会を組織する際には、一定数の女

性に委員として参画していただき、女性にとって安全・安心な避難所となるよう、

仕組みづくりを進めてまいります。 

 次に、災害時用に備蓄している生理用品の数は、必要数が準備されているのかと

のご質問にお答えします。 

 市では現在、生理用品の備蓄は行っておりません。大規模な災害が発生した際に

は、国において、被災自治体から具体的な要請を待たずに、被災者の命や生活環境

に不可欠な必需品を被災地に緊急輸送するプッシュ型支援を行うこととしており、

その品目の中に生理用品も含まれています。 

 また、市では、福井県民生協、株式会社コメリ、イオンリテール株式会社などと災

害時応援協定を締結しています。地震、風水害、その他の災害が発生し、または発生

するおそれがあるときは、生活物資として供給が必要なものについて、市の要請に

より、保有または調達可能な物資が市の指定する避難所等に配送されることになっ

ております。 

 これらのことから、必要なときに必要な量の生理用品を調達できるものと考えて

いますが、災害の状況によっては、物資が到達するまでに時間を要することもあり

ますので、必要最低限の生理用品や各種紙おむつなどの備蓄につきましては、早急

に検討いたします。 

 最後に、避難所となる小中学校に生理用品を多めに備え、ローリングストックし

ていく考えはあるかとのご質問にお答えします。 

 防災用の生理用品につきましては、おおむね３年以内の消費が推奨されています。

備蓄を行う際には、議員ご提案の小中学校での使用を含めたローリングストックに

ついて、協議、検討してまいります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） では、再質問させていただきます。 

 以前も、私の時代、大分前ですけど、学校では保健室に生理用品というのは置い

てありました。だから、保健室に置くのはすごく理解できますが、中には保健室に

行きづらい、全国的な事例では、先生とのトラブルの中で受け取りにくい事例も聞

いております。また、何回も保健室に通うことによって、貧困ということが分かっ

てしまうことが懸念されます。本当にこれはデリケートな問題だけに、プライバシ

ーの観点からも、トイレに生理用品を整備することも対策の一つだと私は思います。 

 また、昨日の新聞に、大野市も、生理の貧困の対策として生理用品を提供する体
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制を整えた、生理用品を配置し要望に応じて配布する、児童・生徒には遠慮なく申

し出れば、必要なだけもらうことができると、改めて周知したと書かれていました。 

 あわら市も同じように、児童・生徒が申し出れば、必要なだけもらえるようにし

ていただきたいと思いますが、これについていかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育部長、江守耕一君。 

○教育部長（江守耕一君） 先ほども答弁しましたとおり、今のところ、教育上の見地

や、また困窮により必要としているかどうかの把握が難しいこと、またいたずら等

への懸念から、トイレに配置することは考えておりませんが、ただいま議員ご指摘

いただきましたご懸念に当たらないよう、学校現場への指導等はしっかりと徹底し

ていきたいと考えておりますし、また、大野市の例でございますけれども、児童・生

徒に対しましても、気兼ねなく申し出いただければ、必要なときに必要な量を、保

健室ではございますけれども、もらうことができるということを改めて伝えていき

たいと思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 今のところそういう対応でお願いしたいと思いますが、今後、

周りの状況も見まして、トイレに整備ということも前向きに考えて、柔軟に対応し

ていっていただきたいと思います。 

 これは、教育委員会のほうには直接関係ありませんが、今、小学校、中学校だけの

ことを言いましたが、あわら市には金津高校もあります。高校にもトイレに生理用

品を整備するように、市から要望することは難しいのでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） 東京都の話でございますが、東京都では、たしか１０月１日

からだったかと思いますけれども、都内の高校のトイレに配置するということをお

伺いしております。 

 先ほど申し上げた支援対象児童等見守り強化事業も併用しながら、こういう手法

を取れば手に入るとか、そういったことを総合的にまた考えまして、必要に応じて

高校のほうへの要請なども考えていきたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） ぜひ前向きにしていただきたいと思います。 

 あわら市も、９月１日より、市役所に支援する窓口を設置するということだと思

うんですが、そのほかに市姫荘、中央公民館、湯のまち公民館に無料配布を設置し

たということで、これに対してはすごく安心いたしました。 

 無料配布と同時に、この施設のトイレに生理用品の整備という考えはあるのかと

いうことと、また、この四つだけでなく、他の公共施設全てに配布すべきと思いま
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すが、いかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） 公共施設の多くは不特定多数の方がいらっしゃいますので、

そういった意味では、今のご提案のトイレに配置することについては、少々困難で

はないかという具合に考えております。 

 それから、配布場所につきましては、確かに今４か所でございます。この４か所

も９月１日から始めたばかりでございまして、まだ周知が行き渡ってない部分もあ

ろうかと思いますが、今後ニーズに応じて、例えばその他の公民館に配置するとか、

こういったことは柔軟に考えていく必要があると考えておりますので、まずはこう

いったことを始めたということの周知に努めてまいり、この４か所でのスタートで

様子を見たいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 貧困ということはすごく見つけにくいことなんです。なかな

か浮かび上がってこない数字だと思いますし、その中でも特に生理用品、女性の生

理に関しましては、自分は女性でありますけど、隠そうという気持ちのほうが、い

ろんな面で強いところがあります。それで、欲を言えば、特に利用の多いこの４か

所のほかに、ＩＫＯＳＳＡとか図書館とかということも考えていただきたいと思い

ます。 

 坂井市の子ども食堂では、既に生理用品の無料配布を行っていると聞いておりま

す。私もみんなの食堂に参加しておりますので、次回からぜひこういうことを行っ

ていきたいと思っております。 

 次に、生理用品を欲しいときにいろんな配慮をしていただいて、指さしとか、そ

ういうことになっていると思うんですが、生理用品を渡すときの配慮としてはどの

ように考えておりますでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） 配布の際には黒いビニール袋に入れまして、中身が分から

ないようにお渡しできるような配慮をいたしております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） これに対する周知はどのように考えておりますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 健康福祉部長、糠見敏弘君。 

○健康福祉部長（糠見敏弘君） 現在は、社会福祉協議会及び市のホームページのほう

で掲載をさせていただいております。また、先ほど各相談窓口、社協とか、あるいは

あわら市のほうには福祉課においていろいろな相談がありますので、その相談の内
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容によっては、直接ご案内させていただくということになります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 渡すときの配慮は、本当に考えていただきたいと思います。特

に口に出して、「はい、これね」みたいなことは言わないように、分からないように

っておかしいですけど、本当に気を配ってしていただきたいと思います。 

 次に、災害時の応援協定をしているとのご答弁をいただきましたが、この協定を

しているところは主に市外のような気がします。市内にもドラッグストア、例えば

ゲンキーとかアオキとかヤマキシなどとの協定も結ぶべきではないかと思いますが、

その考えはあるのでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） 先ほど１回目の答弁で申し上げた福井県民生協、コメリ、イ

オンリテール株式会社でございますが、コメリを除いて、食料品を含め総合的な物

流を担っている事業者でございますので、生理用品に限らずいろんな物資が集めや

すい、あるいは流通網を持っているという観点で、災害協定をこの３社と結んでい

るところでございます。 

 先ほど申し上げましたが、災害時、例えば大規模な地震が起きた際には、恐らく

市内の事業者も被災をし、調達が困難になるということも考えられます。状況によ

っては、いち早く調達する場合に、市内の量販店などで物資を調達することもござ

います。これまでの災害でも、まずは食料品を手に入れるためには身近なスーパー

ということも活用しておりますので、その辺は協定を結ぶまでもなく、柔軟に対応

できるという具合に考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） あわら市にもそういうところがありますので、またスピード

感ということも考えますと、やっぱり近くのあわら市内のところとも、協定という

言葉の使い方なんですが、そういう話を事前に、そういうときにお願いしたいとか

という話はできるのではないかと思いますので、そのことも含めてまた考えていた

だきたいと思います。 

 また、避難所として指定されております公共施設においても、学校同様、生理用

品のローリングストックをしていただきたいと思っております。いろいろな困難を

抱える方を支援する民間団体や教育、福祉などとの連携を組むことで、いろんなこ

とも見え、また対応もできてくると思います。ぜひこれからの柔軟な対応を期待し

て、一つ目の質問を終わらせていただきます。 

 次に、二つ目の質問に移らせていただきます。 

 選挙投票率について。 

 今年から来年にかけて、あわら市も選挙の多い年になります。近くで言いますと、
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６月にも市議会選挙があり、コロナ禍の中でいろいろな制限があり、従来の選挙活

動はできず、新しい形での選挙であったように思われました。また、選挙管理委員

の皆様もいろいろご苦労があったことと思います。 

 全国的に、コロナの影響だけでなく、選挙のたびに投票率が下がってきておりま

す。あわら市も例外ではなく、市議選、市長選、知事選、衆議院、参議院選ともに毎

回下がってきております。市議会選では、平成１７年から見ますと、今回は約２０％

近く下がっております。全国の動向を検証しながら、今後の課題として考慮してい

くことが必要ではないかと思います。 

 そこでお尋ねいたします。 

 あわら市の年齢別、男女別の投票率をお聞かせください。毎回投票率が下がって

おりますが、これに対しての検証はされていますか。また、対策は考えております

でしょうか。特に、若い世代に投票してもらうための施策はありますか。学生に対

しての啓発はどのように行っていますか。 

 以上、お考え、対策をお聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） １点目の年齢別、男女別の投票率についてのご質問にお答

えいたします。 

 男女別の投票率につきましては、市民の皆様にとって最も身近な選挙である市議

会議員選挙を例に申し上げますと、合併後最初の平成１７年の執行時は、男性８０.

７２％、女性８２.８２％、全体では８１.８５％でした。これに対し、先般執行され

ました令和３年の市議会議員選挙では、男性６３.０８％、女性６４.７８％、全体

では６３.９８％となっており、男女別の投票率を比較しますと、若干ではあります

が、女性の投票率が高い傾向となっております。 

 また、議員ご指摘のとおり、投票率は年々減少傾向が続いており、平成１７年と

比べ令和３年の投票率は、全体で１７.８７ポイント減少しております。 

 年齢別の投票率につきましては、投票日の選挙人は紙ベースによる選挙人名簿で

管理していることから、全体的な年齢別の集計を行っておりませんが、市全体の投

票率に近い投票率でありました中央公民館第１７投票区を抽出して集計いたしまし

たところ、１０歳代及び２０歳代３６.３６％、３０歳代５１.７０％、４０歳代６

０.００％、５０歳代６４.６４％、６０歳代７８.４４％、７０歳以上７０.０５％

となってございまして、若年層の投票率が特に低くなっております。この傾向は、

国政選挙など他の選挙でも同様でございまして、若年層の投票率の向上は全国的な

課題となっております。 

 次に、２点目の投票率の低下の原因の検証と対策についてのご質問にお答えいた

します。 

 投票率の低下は全国的にも問題となっておりますが、政治的関心や投票に対する

義務感の低下、自分の１票だけでは結果は変わらないという意識が原因と思われま



63 

 

す。特に、若年層でこのような傾向が見られ、幅広い世代の意見を市政に反映させ、

誰にとっても魅力あるまちづくりを実現するためには、若い有権者の投票率を上げ

る施策の強化が必要であると考えています。 

 また、今回の市議会議員選挙については、新型コロナウイルスの感染拡大を背景

に、人が集まる投票所への来場を避ける有権者が一定数いたことも投票率低下の原

因の一つであると思われます。今回の市議会議員選挙では、マスクの着用や手指消

毒の徹底、定期的な投票所内の消毒及び換気、使い捨て鉛筆の使用、パーティショ

ンの設置など、感染対策を徹底するとともに、投票所の混雑回避のため、期日前投

票の利用を呼びかけたところでございます。 

 期日前投票は、投票日当日に仕事などで投票に行けない方のために、告示日の翌

日から投票日前日までの期間中に投票ができることから、投票率向上のため積極的

な活用を推奨しているところです。市議会議員選挙における期日前投票は、平成１

７年の執行時は、投票者数のうち１１.７０％が利用しているのに対し、今回は２８.

０７％が利用しており、制度の周知が広がっていると考えております。 

 なお、全国的に見ますと、秋田県や沖縄県などでは、投票者の約半数が期日前投

票により投票を行っている事例もございます。 

 今後は、これまで期日前投票所で記載していた宣誓書を事前に記載することでス

ムーズな投票が行えるよう、宣誓書を入場券に印字してお送りするなど、投票しや

すい環境を整え、さらなる制度の活用を推奨してまいりたいと考えております。 

 このほか市では、明るい選挙推進協議会委員に２７人の方を委嘱しており、選挙

期間中はもとより、選挙期間外においても啓発活動を行っております。新型コロナ

ウイルスの感染が拡大し始めてからは、大規模な活動はできておりませんが、駅や

大規模小売店、金津高校前での投票呼びかけ、他市町と連携した模擬投票などを実

施しております。今後も、新型コロナウイルスの感染予防を徹底した上で、効果的

な啓発活動を行ってまいります。 

 次に、３点目の若い世代に投票してもらう施策はあるかとのご質問にお答えいた

します。 

 若い世代への投票促進の施策として、新成人に対しては成人式のアルバムととも

に啓発のチラシを送付しています。また、各選挙の前には、特に学生などの若い世

代がコミュニケーションツールとして利用することの多いフェイスブックを活用し、

投票の呼びかけを行っております。また、あわら市に住民票を残したまま、進学な

どで県外に居住している有権者も一定数いるため、遠隔地でも市の選挙に投票でき

る不在者投票制度の周知にも力を入れているところです。 

 次に、４点目の学生に対する啓発活動はどのように行っているかとのご質問にお

答えします。 

 市では、県選挙管理委員会と連携し、各小学校への出前授業、模擬投票を行って

おります。昨年度は新型コロナウイルスの影響で実施できませんでしたが、今年度

は芦原小学校など６校で実施を予定しております。また、市内各小中学校では、夏
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休み期間中の課題の一つとして、選挙に関する標語、ポスターの制作を依頼すると

ともに、１０月には金津高校の１、２年生を対象とした主権者教育を企画してござ

います。金津高校での主権者教育は、あわら市選挙管理委員会書記が講師となり、

隔年で実施しております。期日前投票や不在者投票の制度、インターネットによる

選挙運動の注意点や、若年層の投票率が低いことの問題点など、若い世代に特化し

た内容としており、投票率の底上げの一助になっていると考えております。 

 こうした施策を通して、将来の有権者である子どもたちの政治参加への意識の醸

成を図っております。 

 今後も、これらの施策に加え、他市町の事例も参考にしながら、若年層の投票率

の向上につながるような活動を強化してまいりたいと考えております。 

 議員の皆様におかれましても、あわら市のさらなる発展のため、市民一人一人が

政治をより身近に感じ、投票率が向上するよう、様々な啓発活動にご協力いただき

ますようお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） では、再質問させていただきます。 

 ただいま第１７投票区、中央公民館の年齢別の投票率を教えていただきましたが、

若年層の投票率の低下を周知させることによって意識を持たせる意味合いからも、

本当は市全体の年齢別の投票率を行っていただき、広報などで市民に周知していた

だくのが一番いいのではないかと思います。ＤＸもだんだん本格化していきますと、

こういうこともできるのではないかと思いますが、それについていかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 先ほども申しましたが、今現在は紙ベースで管理している

ということで、なかなか難しい状況でございますが、今後、ＤＸを活用してできる

かどうかまた検討させていただきたいと思いますし、将来にわたっては電子投票な

りの制度が全国的に広まってまいれば、そういう統計というものが簡単に出てくる

ものかなというふうに期待はしております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 私としましては、今聞きましたら、１７投票区でも１０代から

２０代は３６％しかないと、これは全体的に見ますと、もっと低くなるんでないか

なと思います。だから、ここのところはやっていただきたいなと思っておりますの

で、前向きに検討をお願いいたします。 

 逆に、期日前投票は投票率が上がってきているんですね。これは全国的な傾向の

ようですが、今回、宣誓書を事前に記載するということで簡素化となり、これは本

当にいいことだと思います。これは、いつの選挙からこういうことを考えておりま

すでしょうか。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 今ほどの期日前投票の宣誓書、入場券に前もって印字して

お渡しをするということにつきましては、この秋に予定されております衆議院議員

総選挙のほうから採用できるように、今準備を進めているところでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 期日前投票に上がってきている年代の把握とか、細かい分析

とか、検証も当然されていることだと思いますが、その中で、投票しやすい環境を

整えるということですが、その一つとしまして、今の宣誓書を事前に記載するとい

うこともありますし、また、期日前投票所を、今は２か所ですが、増やすことは考え

ているのでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 期日前投票所につきましては、市役所庁舎と保健センター、

２か所で行ってございますけれども、他市町の例といたしましては、福井市ではシ

ョッピングセンター「Ｌｐａ」内の催事場に期日前投票所を設けたりしている例は

ございますけれども、あわら市内には、催事スペースがあるショッピングセンター

などはございませんし、現在のところ適当な箇所が思い当たらないというような現

状かなと思っております。できれば数も増やしたいところではございますが、また

それに対応させる職員の配置等も必要になってまいります。これについては、また

今後、検討をしてまいりたいと思います。 

 しかしながら、投票日当日の投票所はもちろんでございますけれども、期日前投

票所につきましても、お子さん連れで入っていただけるというか、投票していただ

けるということになってございますので、入りやすくて気軽に投票できるような環

境にさらに努めてまいりたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 私個人としましては、最低あと２か所ぐらいは増やしていた

だきたいと思います。確かに人員のこととか、いろんな問題はあると思いますが、

そこのところ、また前向きにお願いいたします。 

 次に、不在者投票を利用した人はどのぐらいおりますでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 不在者投票制度でございますけれども、病院施設で行いま

す不在者投票、それから県外など滞在地の市区町村で行います不在者投票、大体二

つのやり方がございますけれども、まず、本年度に行われました市議会議員選挙で

の病院施設での不在者投票者数については７９人でございました。また、県外での
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滞在地投票については、少なかったんですけれども、２人というふうになってござ

います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 不在者投票といいますのは、手続が結構面倒なんですね。こう

いうことが原因で、不在者投票はなかなか伸びないのかなと思いますし、県外に出

てしまうと、自分が今まで住んでいたところの情報というのもなかなか入りにくい

のではないかと思います。ぜひ県外にいる方も、あわら市とか福井県の、今はあわ

ら市ですけど、あわら市の情報を小まめに送られるような制度とか、制度の周知を

徹底していただきたいと思います。 

 次に、先日、これもまた新聞なんですが、高校生が県議会の議事運営を体験する

というふくい高校生県議会が開かれ、これは高校生も理事者もいろいろ成果があっ

たと書かれてありました。あわら市では、こういう取組は考えておりますでしょう

か。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 旧町時代には、たしか模擬議会というのを開いた例はあろ

うかと思いますが、合併してからは、たしかなかったと思います。 

 今後、中学生なんかを対象にする場合には、教育委員会、学校等とも相談、協議す

る必要がございますので、それについては、また今後、検討させていただきたいと

思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） ぜひこれは意識を高めるためにもやっていただきたいと思い

ます。 

 投票率アップにいろいろ取り組まれていることをご答弁いただき、関係者の皆様

が大変ご尽力いただいていることが分かりました。しかし、残念ながら、若者の投

票率は上がってこないのが現状です。１８歳に引き下げられた公職選挙法の改正に

合わせて、文科省からも主権者教育の推進が発表されていることかと思います。 

 この主権者教育については、単に若者に選挙に行かせるための教育だけでなく、

政治の仕組みについて必要な知識を習得させるにとどまらず、主権者として社会の

中で自立し、他者と連携、協働しながら、社会を生き抜く力や地域の課題解決を社

会の構成人の一人として主体的に担うことができる力を身につけるというものかと

思います。ヨーロッパ各国の若者の投票率が高い国々では、政治教育や主権者教育

が積極的に行われております。若者の投票率をよくするためには、学校、自治体レ

ベルでの主権者教育のさらなる推進と定着が欠かせません。 

 あわら市内の学校においても主権者教育に取り組まれているとのことですが、高

校生だけでなく、子どもたちの人格形成が行われる幼年期の主権者教育において、
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家庭や地域を対象として行う取組も重要な役割になっていると思います。子どもた

ちの主権者教育を充実したものにするために、学校現場での取組状況や考え方をお

聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育長、甲斐和浩君。 

○教育長（甲斐和浩君） 学校現場においても、主権者教育というのは非常に大事なこ

との一つになっております。先ほど総務部長の紹介にもありましたように、小学校

においては模擬投票ということを行っておりますし、中学校においては、社会科の

学習の中で主権者教育というものを行っております。 

 今後とも、いろんな場面で、主権者教育も含めていろんな教育をしていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 学校現場でもいろいろご努力をされていることが分かりまし

た。 

 子どもたちの発達段階に応じた主権者教育を重ねていけば、子どもたちが選挙権

を有したときには、当たり前のように投票に行くことが期待できると思いますので、

学校では時間的制約もあろうかと思いますが、今後も、教育の中でも投票の大切さ

を扱っていただくようお願い申し上げて、私の一般質問を終わらせていただきます。 

                                        

◇青柳篤始君 

○議長（山田重喜君） 続きまして、通告順に従い、２番、青柳篤始君の一般質問を許可

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ２番、青柳篤始君。 

○２番（青柳篤始君） 通告順に従い、２番、青柳篤始、一般質問を始めさせていただき

たいと思います。 

 まず一つ目に、コロナ禍における地域振興券の発行ということで伺います。 

 長引くコロナの影響により、地元商店会では苦境に立たされています。これは、

コロナ禍の不安による消費の落ち込みというものではなく、消費者の消費行動自体

の変化が大きく、昨年と今年を比べると、その性質は大きく変化があります。６０

代以上の実に６０％以上が、何らかの形でインターネットを利用し、買物をした経

験があるという調査結果もあるとおり、生活必需品をネットで購入するようになっ

た、このことが一番の消費行動の変化であります。このままの状態が続けば、あわ

ら市全体の消費額はどんどん下降線をたどることになり、このまま続けば、多くの

買物難民を生むことにもつながりかねません。 

 そこで伺います。 

 地域経済の活性化策として地域振興券の発行をお願いしたいと思います。また、
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その場合の形式は、これまでと同じ商品券による発行が望ましいと考えます。 

 私は、そのほとんどを電子決済、ここの市役所の１階の自動販売機でもそうです

けれども、ほぼ電子決済による支払いで行いますが、他の市町で行われているよう

なポイント還元サービス、発行額の全てがその市町で消費されるとは限らないから、

そのような策よりも、経済効果を最大限に生かすとするならば、期限を設ける、対

象となる場所でその全てが消費されること、早くお金が動くこと、直接商品券と現

金を交換する方法が、考えられる最も有効な方法と考えます。また、事業者の現金

化のチャンスが多く設けられている点からも、マクロ経済の観点から、市民にとっ

てもお店にとっても、これまで市が行った政策を私は高く評価しますが、その発行

の手法についてもご答弁ください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） コロナ禍の地域経済刺激策として、国からの大型補正がある

ことを前提とした地域振興券の速やかな発行についてのご質問にお答えをいたしま

す。 

 市では、新型コロナウイルス感染症の拡大で、落ち込んだ市内小規模事業者や宿

泊事業者等の需要喚起と、市民の皆様への家計支援を目的として、令和２年度に年

末年始プレミアム付商品券を、今年度にサマープレミアム付商品券を発行したとこ

ろです。市では、消費・需要喚起策として電子決済によるポイント還元サービスの

利用も検討いたしましたが、付与されたポイントが市内だけで利用されるわけでは

ないため、投資効果が減退することや、電子決済を利用する機会の少ない高齢者に

とっても、分かりやすく利用しやすいよう配慮し、従来の紙の商品券を発行するこ

とといたしております。 

 商品券が使用できる事業所は市内のみとし、令和２年度の年末年始プレミアム付

商品券の使用期間は１２月から翌年１月の２か月間、今年度のサマープレミアム付

商品券の使用期間は８月から１０月までの３か月間とそれぞれ限定することで、市

内事業者が短期間で経済効果を得られるよう、制度設計をいたしております。両事

業とも商品券の販売率は高く、事業者及び市民の皆様からも好評であると認識をし

ております。 

 現在、新型コロナウイルス感染症の拡大は、ワクチン接種が進んでいるとはいえ

収束のめどは立っておらず、福井県においては、県独自の緊急事態宣言が９月１２

日まで発令されているところであります。 

 こうした状況の中、市内事業者の経営状況はいまだ非常に厳しく、先行きも不透

明なものになっていると認識しております。このため、あわら市商工会や芦原温泉

旅館協同組合からも、消費や需要喚起を目的とする年末年始のプレミアム付商品券

発行や、小規模事業者に向けた支援策を強く要望されております。 

 このため市では、今年１２月１日から来年の２月１３日までの７５日間を利用期

間とする年末年始のプレミアム付商品券の発行事業、事業費５,０００万円と、売上
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げの減少している小規模事業者に対して、昨年春に実施したものと同様に、１事業

者当たり５万円を給付する事業者応援給付金事業、事業費３,０００万円を１０月か

ら１２月にかけて実施することを考えております。 

 また、プレミアム付商品券を使って宿泊できる感幸あわら県民宿泊客支援事業に

ついては、９月末までの利用としておりましたけれども、利用期限を、県の緊急事

態宣言に伴う新規予約の停止や宿泊予約のキャンセルが発生していることから、サ

マープレミアム付商品券の利用期間に合わせ、１０月末まで延長することといたし

ました。 

 なお、プレミアム付商品券及び小規模事業者応援給付金事業につきましては、準

備にある程度期間が必要でありますことから、今月の２７日の本会議に補正予算を

追加提案させていただきたいと考えておりますので、議員の皆様のご理解とご協力

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ２番、青柳篤始君。 

○２番（青柳篤始君） 年末年始、お金が物入りかと思います。ぜひよろしくお願いした

いと思います。 

 また、事業者の立場で物を発言させていただくのであれば、ウィズコロナ、それ

からビジネスのニューノーマル、そういったところで私自身も一生懸命頑張ってい

きたいと思いますので、ぜひご支援のほどよろしくお願いします。 

 次に、企業への就職支援策ということで、現在、企業では人材不足の悩みを抱え

ております。一方、本社機能を多く抱える首都圏や大都市圏では、テレワークなど

に代表されるように、ＤＸや、今後飛躍的に導入が進むとされているＡＩ等の先端

技術により、人材過多が予想されています。また、毎年数十万人と言われる３０代

自分探し女子など、これまで語学留学やワーキングホリデーに向いていた方たちが、

コロナの影響により国内にとどまっているケースが多数あり、掘り起こせばいろん

な方法で人材を確保するチャンスが見つかると思います。さらに、国の政策でも、

東京２３区から地方へ移住すれば、最大３００万円を助成する制度などもあります。 

 そこで、例えば給料２０万円、家つき、車つきなど、魅力あふれるトータルプラン

を打ち出し、企業に募集をかけていただく、そこに、あわら市として、今ある助成制

度を、課を横断してワンストップで支援する方法は可能ではないかと私は考えます。 

 あわら市も優秀なオフィスワーカーを多数抱えています。また、助成制度は企業

関係で１１本、空き家関連でも８本、ほかにもあるのかもしれませんが、助成金の

二重取りは駄目だとか、この助成金は違う課でとか、そのような縛りをなくすれば、

視点を変えれば、対象を変えれば、既存の補助制度でも十分な武器となり得る企業

への提案ができるのだと思われます。 

 見方、考え方、視点を変えれば、もっともっと充実した行政サービスが可能だと

考え、短期的なＫＰＩを設定するよりも長期的な目標を持ち、あわら市の労働人口

の底上げをすることによって、あわら市全体の経済基盤を持ち上げる。そして、こ
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れは２０２５年、労働人口の減少による市の財政危機を回避することにもつながる

かと思います。その考え方をお聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 経済産業部長、武田正彦君。 

○経済産業部長（武田正彦君） 企業への就職支援につきましてのご質問にお答えいた

します。 

 あわら市では、少子高齢化の進行や若い世代の県外への流出により、労働力人口

を含みます生産年齢人口、１５歳から６４歳までの人口が減少しております。また、

市内の一部事業者におきましては、事業拡大などの影響により人手が不足している

ことを認識しております。 

 こうした人手不足に対しまして、各事業者は、働き方改革などを推進して雇用環

境を改善するとともに、コロナ禍に対応したオンラインによる採用活動や外国人労

働者を雇用するなど、人材の確保に鋭意取り組まれているところです。 

 こうした状況の中、本市では、令和元年度に市内の企業や事業所の魅力を紹介す

るガイドブック「ＢＲＩＤＧＥ」を制作いたしました。あわら市には、世界に誇れる

技術を持つ製造業や、趣向を凝らして観光客をおもてなしする旅館業、大地の恵み

を生かして良質な作物を育てる農業など、様々な産業がバランスよく存在し、やり

がいを持って働ける場所がたくさんあることを市内外に広く継続的に発信すること

で、若者の定住やＵＩＪターンを促し、企業や事業者の雇用の確保を後押ししてい

るところです。 

 このガイドブックにつきましては、今年度、掲載する事業者の数を増やすなど、

改訂版を発行することとしており、市内の中学１年生をはじめ、坂井市内を含む高

校１年生、県内大学の就職課、成人式、そして首都圏などで開催されます就職相談

会や移住フェアなどで広く配布を予定しているほか、市のホームページでも公開を

いたします。 

 また、あわら市の移住、暮らし、住まい、子育ての各支援制度は、いずれも若い世

代をターゲットとし、充実した支援制度となっております。これらの支援制度も市

内事業者の雇用の確保に有利に働くものと考えています。 

 なお、ご質問にあった東京２３区から地方へ移住した場合の最大３００万円を助

成する国の制度でありますが、これは地方創生起業支援事業及び地方創生移住支援

事業による支援金です。地方創生起業支援金は、地域の課題解決に資する社会的事

業を、新たに起業などをされた方を対象に最大２００万円の助成をするものです。

また、東京２３区に在住または通勤する方が東京圏外へ移住し、起業や就業等を行

う場合には、地方創生移住支援金が最大１００万円上乗せして助成されるものです。 

 これらの支援金につきましては、あわら市が進める移住促進事業におきましても

活用できるものであり、支給要件を満たすことであわら市が交付することとなりま

す。 

 なお、北陸新幹線芦原温泉駅開業に加え、高速無線通信網Ｗｉ－Ｆｉ６の整備を
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はじめとしましたＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進は、市外及び

県外から若者や企業を呼び込む大きな原動力になるものと考えています。 

 こうしたことを念頭に、関係各課の連携を深め、各支援制度の見直しや充実を図

っていくとともに、広くＰＲ活動に努めていきたいと考えています。このＰＲ活動

の一環として、市内企業や事業者に対しましては、採用活動のアピールポイントと

しまして、本市の支援制度も組み込んでいただくよう、働きかけをしてまいりたい

と考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ２番、青柳篤始君。 

○２番（青柳篤始君） 「ＢＲＩＤＧＥ」の制作では、費用対効果以上のものを感じてい

るとお聞きしています。また、内容からもそういうことがうかがい知ることができ

ます。数字として表れない部分、その積み重ねというものが、市民の、そして企業

の、あわら市に携わる方々の生活の基礎・基盤というものを押し上げるものだと私

は信じておりますし、確かに、スマートシティであったりＤＸといった言葉の派手

さはないのかもしれませんが、核心や本質といったものをしっかり押さえて、特に

行政のＤＸでは、そのほかのＤＸも同じだろうと思うんですけれども、マインドセ

ットという部分が非常に重要なポイントとなります。 

 ＤＸの中で言われている言葉を引用するならば、ウォーターフォールからアジャ

イル型へ、行政で言うならば、縦割りから総合窓口へと、私自身も今後のあわら市、

それからＤＸ、そういったものに物すごく期待しておりますので、私も持てるもの

全てをここに投じたいと思います。 

 これで、私の一般質問を終わらせていただきたいと思います。ありがとうござい

ました。 

○議長（山田重喜君） 暫時休憩いたします。再開は２時１５分といたします。 

（午後２時０５分） 

                                        

○議長（山田重喜君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後２時１５分） 

                                        

◇平野時夫君 

○議長（山田重喜君） 続きまして、通告順に従い、８番、平野時夫君の一般質問を許可

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 通告順に従いまして、８番、平野時夫、一般質問を行います。 

 最初に、一向に収束の兆しが見えないコロナ禍にあって、日夜奮闘されている医

療従事者の皆様に対しまして、心から感謝と敬意を申し上げます。また、さきの豪

雨災害で亡くなられた方々や被災された皆様に対し、心からお悔やみとお見舞いを
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申し上げます。 

 さて、地球温暖化による気候変動の影響で、世界では過去に例を見ない豪雨や熱

波などの気象災害が頻発しています。この夏、日本列島も線状降水帯の発生によっ

て記録的な豪雨に見舞われ、各地で大規模な豪雨災害が発生しました。頻繁に起こ

る自然災害や激甚化の要因とされている地球温暖化に強い危機感を抱いています。 

 ８月９日に国連の気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）は、最新の科学的

知見に基づく報告書を発表しました。この中で注目すべきは、人間活動の影響が大

気、海洋、陸域を温暖化させてきたことに疑う余地はないと初めて断定したことで

あります。報告書では、今後の温室効果ガスの排出に関して五つのシナリオを示し

ている中の一つに、このまま温暖化が進めば、豪雨や熱波、干ばつなどの異常気象

が一層頻発すると警鐘を鳴らしているのです。早急に地球規模での温暖化対策が求

められており、待ったなしの取組であることは明白でございます。 

 政府は、昨年１０月に２０５０年までの温室効果ガス排出実質ゼロを表明し、本

年４月、中間地点と位置づけられる２０３０年度までに、２０１３年度比４６％削

減とする目標も定めました。 

 さて、平成１９年９月発行のあわら市環境基本計画の中で、二酸化炭素削減の取

組については、「地球温暖化の原因である二酸化炭素排出量削減を図るため、市民、

事業者、市がそれぞれの立場で排出量の削減に取り組む必要がある」との方針が示

されていました。 

 そして、本年度に第２次あわら市総合振興計画後期基本計画が策定されましたが、

第７章の各論ａｃｔｉｏｎ１、環境で、施策の方針の中では、（１）環境保全意識の

啓発として、「温室効果ガスの排出規制や再生可能エネルギーの普及といった地球温

暖化対策に対する意識を高めるため、さまざまな機会を通じて、環境について考え、

実践できる仕組みづくりを進める」との方針が示されています。 

 お伺いいたします。 

 平成１９年度以降、あわら市環境基本計画の改訂はされたのでしょうか。また、

本市の地球温暖化対策推進の具体的な行動目標は現在どのようになっているのでし

ょうか。さきに示された方針決定を具現化すべく、まずは市当局が意識の高揚に力

を入れていただきたい。２０５０年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指すべ

く、目標、柱を高く掲げて、文字どおりアクションを起こすべきときは、まさに今な

のではないでしょうか。ＳＤＧｓ、持続可能な開発目標の１３番、気候変動に具体

的な施策をです。 

 そこで提案いたします。 

 あわら市として、ぜひ気候非常事態宣言とゼロカーボンシティ宣言を打ち出して

いただきたいのですが、いかがでしょうか。環境省は、温室効果ガス排出実質ゼロ

の実現に向け、地方自治体の施策を支援する新たな交付金を創設する方針を固めて

います。これは、地域脱炭素ロードマップのモデルとなる先行地域などへ優先的に

予算配分をして、中長期の事業化を後押しするというものです。先行地域の指定に
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ついては２０２２年度中に始まり、政府は少なくとも１００か所を選ぶ方針だそう

です。 

 来年４月施行予定の改正地球温暖化対策推進法に基づく再生可能エネルギー事業

（陸・洋上風力発電事業）の市町村が選定する促進区域も重点配分の対象となって

います。地域活性化と温暖化対策の両立などが条件となっており、地域の脱炭素化

は、多様な施策を組み合わせて進める必要があります。この交付金を利用して自治

体が直接手がけることができ、事業者や個人に補助することもできます。このチャ

ンスを生かし、あわら市も、ぜひこの制度を活用して脱炭素化を進めていただきた

いのですが、いかがでしょうか。 

 １回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） １点目のあわら市環境基本計画の改訂版はあるのか、また地

球温暖化対策推進の具体的な行動目標はあるのかとのご質問にお答えします。 

 本市の環境基本計画は平成１７年度に策定し、目標年次を２０年間と定め、令和

７年度までとなっています。なお、本市では、地球温暖化対策推進の具体的な行動

目標は設定しておりません。しかし、環境基本計画を推進するための具体的施策を

定め、その指標と数値目標を設定しており、平成２３年度及び平成２７年度に一部

見直しを行ってきました。 

 しかし、近年は、気象災害の激甚化をはじめ、海洋汚染や希少生物の損失など、世

界的な環境問題が深刻さを増し、将来世代にわたる影響が強く懸念されています。 

 このため、今日の国際社会では、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の基本理念であ

る誰一人取り残さない社会の実現に向け、特に世界全体で危機意識が高まっている

地球温暖化や異常気象、自然災害などの問題解決へ向けた取組が活発化しておりま

す。 

 このような中、本市では策定委員会を設置し、今年度新たに第２次あわら市環境

基本計画を策定しているところです。策定に当たっては、市民や企業などへのアン

ケート調査を実施しており、策定委員会では、その結果も踏まえながら具体的な施

策を検討しておりますが、行動目標についても新たな計画には掲げたいと考えてお

ります。 

 次に、２点目のあわら市が気候非常事態宣言とゼロカーボンシティ宣言をとのご

質問にお答えいたします。 

 国内外で頻発している猛暑や巨大台風を引き起こす要因として、温室効果ガスの

増加による地球温暖化が指摘されており、本市においても、大きな災害には至って

いないものの、近年、豪雪や豪雨に見舞われる状況が発生しています。 

 このような状況の中、世界では、１２０か国を超える国々が２０５０年までにカ

ーボンニュートラルを実現すると表明しています。国においても、２０２０年１０

月に２０５０年カーボンニュートラル宣言を表明し、さらに本年６月には、地域の
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脱炭素化に向けた取組を加速させるため、地域脱炭素ロードマップを策定しました。 

 本市では、現在策定している第２次あわら市環境基本計画にゼロカーボンを目指

すことを明記するとともに、今年度末の策定に合わせてゼロカーボンシティを表明

したいと考えております。 

 次に、議員ご指摘の気候非常事態宣言につきましては、気候変動に対する施策に

ついては、今のところ十分な議論がなされていないため、本市では、まずは策定中

の環境基本計画を着実に推進したいと考えております。 

 ３点目の再生可能エネルギー事業で促進区域となり、脱炭素の推進をとのご質問

にお答えいたします。 

 本市の再生可能エネルギー事業は、あわら温泉旅館における木質バイオマスボイ

ラーの設置、北潟地区における陸上風力発電のほか、市内企業では、太陽光発電な

ど再エネの導入が進められています。さらに、波松地区では陸上風力発電が３基建

設中のほか、あわら市沖の海上で洋上風力発電事業の検討が進められていることか

ら、あわら市では再生可能エネルギー導入が着実に進んでいると感じております。

県内の市町においても、最も進んでいる市であると考えています。 

 議員ご指摘の改正地球温暖化対策推進法は、２０５０年の脱炭素社会の実現に向

け、自治体に再生可能エネルギー普及推進の主導役を担うよう促すものです。この

促進区域というのは、地域と共生する再エネ事業を促進することを目指し、太陽光

や風力などの再エネ発電所を建設しても安全性が確保され、さらに収益が見込める

と市町村が判断した地域について、近隣住民らの事前承認を得た上で設定するもの

であります。 

 しかしながら、促進区域に指定されると、環境アセスの一部手続が省略されるこ

となどから、全国では、生態系や景観悪化への懸念から反対運動が起きている例も

あり、促進区域の設定は慎重に行うことが必要であると考えています。 

 なお、本市では、この促進区域の指定にかかわらず、脱炭素化については、今後と

も様々な支援策を活用しながら、市民や企業、関係機関と共に進めてまいりたいと

考えています。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 再質問させていただきます。 

 政府は今月、２０３０年、温室効果ガスの排出を２０１３年度比で４６％削減す

る、この目標の実現に向けて、国や自治体、企業、国民が取り組む対策を定めた地球

温暖化対策計画案を了承しました。国連気候変動枠組み条約締結国会議――ＣＯＰ

２６と言われるものですけれども――が始まります１０月末までに正式決定いたし

ますが、発電時にＣＯ２が出ない再生可能エネルギーの導入拡大や、建築物の省エネ

断熱化、また電気自動車（ＥＶ）の普及などを掲げ、家庭で６６％、オフィスで５

０％、製造業で３９％のＣＯ２削減を目指すとしています。 

 また、住宅建築物における省エネ対策の在り方も公表し、具体的な目標として、
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新築住宅について、２０２５年度には断熱材の活用などで省エネ基準を満たすよう

義務化するとか、２０３０年時点で新築戸建ての６割に太陽光発電の導入を目指す

としています。このように、脱炭素化施策が打ち出され、急ピッチで進められてい

きます。 

 そこで質問いたします。 

 あわら市は、再生可能エネルギーの導入促進に対する補助制度を設ける考えはな

いでしょうか。例えば、住宅の太陽光発電設備に対応する蓄電池を設置した際に、

補助を受けられるようにすることなどでございます。お聞きいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） 今ほどご質問のありました再生可能エネルギーの導入

促進に対する補助制度を設ける考えはないかとのご質問にお答えいたします。 

 再生可能エネルギーの導入に対する補助金につきましては、先ほどの市長の答弁

でもありましたが、国の様々な補助金を活用しながら、本市の脱炭素化を推進した

いと考えております。このため、県と連携しながら、生活環境課において、国の助成

事業の案内や申請を支援できるよう、取り組んでまいりたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 市独自としての補助制度は考えていないということですね。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） 今のところ、そのことは考えておりません。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 環境省は来年度、環境に配慮した行動に付与するグリーンライ

フ・ポイント制度を設ける方針でございます。システムづくりは国が支援するとい

うものです。ポイントの発行は自治体や企業が担いますが、ぜひこの制度の創設に

着手していただきたいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） グリーンライフ・ポイント制度の創設についてにお答

えいたします。 

 環境省は８月に、令和４年度より、プラスチック製スプーンの受け取りを辞退し

たり、環境に配慮した商品を購入したりした場合に、消費者がグリーンライフ・ポ

イントを受け取れる制度を導入すると発表しました。グリーンライフ・ポイントと

は、消費活動などによる日常の環境配慮がポイントとして還元される仕組みで、こ

のポイント制度は、スーパーやネット通販等の既存のポイントに上乗せすることを

想定しています。環境省では、この仕組みの拡大を通じて、国民のライフスタイル
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変革の実現を目指しています。 

 このため、来年度の新規の要求額１０億円で、企業等へポイント制度に必要なシ

ステムの企画、開発、調整等の費用を補助し、環境に配慮した行動を全国に促した

い考えです。 

 本市では、本制度が確定した際には、県の動向を注視するとともに、市内企業や

事業所でのポイント制度導入について、協力を得ていきたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 次に、既に政府は２０５０年温室効果ガス排出ゼロ、カーボンニ

ュートラルを宣言しております。あわら市、また市民レベルで、具体的にどう実行

していくのかを詰めていく必要があると考えます。脱炭素化、気候変動対策の取組

として、日々の消費行動を見直すことや省エネの心がけなどが大切であることは当

然ですが、それだけでは限界があります。 

 しかし、社会を変える力として、市民の声は非常に重要でございます。そうした

意味からも、国や国際社会の取組を後押しする声を上げていくことが、市民はもと

より、行政に関わる私どもの大切な役割ではないかと考えますが、最後に市長、い

かがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） 昨日、第３回の環境基本計画策定委員会を開催しまし

た。委員からは、本市の脱炭素化を推進するためには、市民、事業者、行政のパート

ナーシップが重要であるとのご意見がございました。このパートナーシップは、上

下式や縦割りを排し、全ての市民、関係機関がフラットにつながり、自立的に協働

することを意味しております。 

 その具体的な取組の一つに、ゼロカーボンシティ実現プロジェクトを検討してお

ります。これは、市民や市が主体となって、できることから始めるです。例えば、照

明のＬＥＤ化や再エネの活用です。現在、本市の補助金を活用して、各地区で街路

灯のＬＥＤ化が進められていますが、次の交換時には太陽光パネル一体型のＬＥＤ

にするであるとか、市内で太陽光発電等を活用したゼロカーボン住宅やビルディン

グの導入を図るなどです。そのほか、省エネ製品の購入や食品ロス削減も重要な取

組であると考えております。 

 再エネ活用の取組は国の補助金を活用することができますので、先ほども申し上

げましたが、生活環境課において、国の助成事業の案内や申請を支援できるよう取

り組んで、市民や事業者、関係団体と共に脱炭素化社会の構築を図ってまいりたい

と考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 今ほど部長から細かいことを説明させてもらいましたけれど
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も、繰り返しになりますけれども、事業者、市民と一緒になって、脱炭素化に向け

て、あわら市は先進市だと言われるような取組をしてまいりたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） しっかりと取組を行っていただきたいと思います。我々議員も

しっかりと省エネ、再エネに取り組む決意でございますので、よろしくお願いしま

す。 

 次の質問に入ります。市営住宅と土地利用について質問いたします。 

 現在、あわら市には３１８戸の市営住宅があり、合併時の３８５戸からも大きく

減少しており、ピーク時に比べればもっと大きく減少しています。減少した要因と

して、市営住宅は昭和３０年代から順に建てられ、安い家賃設定で戦後の人口増加

による住宅不足を支え、大きな役割を果たしてきましたが、人口減少、少子高齢化

が進む現在では、その役割は大きく変化し、あわら市でも市営住宅を減らしていく

政策に切り替えたのもやむを得なかったのではないかと考えます。 

 しかしながら、本来、市営住宅は、生活困窮者が安い家賃をステップとして生活

困窮から脱出する役割を担ってきましたが、残念ながら、生活困窮状態から抜け出

せずに高齢者となり、無収入及び少ない年金等でぎりぎりの生活をしている人が住

み続けている現実もあります。 

 これは、住宅政策として、行政が支えていることとしては一定の評価もできます

が、高齢者福祉政策の観点からは、もっと支えてあげるべき人ではないでしょうか。

市営住宅がどれだけ老朽化していても、現在の低家賃のことなどを考えると、簡単

には新たな住まいを求めることはできないのです。また、ご承知のとおり、４階建

ての市営住宅への引っ越しを促されても、高齢のため階段の上り下りができない入

居者も多くおられます。このような、生活に困っておられる方や高齢者の基本的人

権は守られなければなりません。 

 そこでお聞きいたします。 

 現存する老朽化著しい木造の市営住宅を見ますと、倒壊の危険があるような住宅

があります。耐用年数や建築基準法上や公営住宅法上に問題はないのでしょうか。

また、自然災害が起きた際、倒壊の危険性は高いのではないでしょうか。 

 次に、時代の変化に対応し、市営住宅を減らす政策を進めるために、老朽化した

木造住宅の入居者に、ほかの市営住宅などへの引っ越しをお願いしていると聞いて

います。政策としての方向性はやむを得ないとは思いますが、今後の見通しはどう

なっているのでしょうか。私は、もうこれ以上は待てないほど老朽化が進んでいる

と思えてなりません。 

 現在、入居者は、移転によって家賃が上がることで、ほかの地域への引っ越しに

は、容易には同意してもらうのは難しいと思います。平成３０年豪雪で大きなダメ

ージを受けた屋根の軒も直さず、ブルーシートを敷いても雨漏りするなど、これほ

ど傷んでいる市営住宅であるにもかかわらず、入居者が引っ越しに同意しないとい
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うのには、それぞれに事情があるはずです。しかし、だからといって問題を先送り

しているとなれば、これは行政として正しい判断なのでしょうか。基本的人権、生

存権には抵触しないのでしょうか。 

 倒壊の危険性があっても、このように入居者が引っ越しに同意しないからと放置

している中で、万一、大きな地震などで倒壊し、入居者に何かあった場合、引っ越し

を促していたというだけで、行政の責任が問われることはないのでしょうか。市当

局の考え方をお聞かせください。 

 私は、３６年前から毎日、目の前の老朽木造市営住宅を見ています。劣化激しく、

極めて危険です。大雨、台風、大雪時には大変気になり、時に巡回し、区民館に一時

避難を促しています。住人の認識はともかく、入居者の意向に判断を委ね、結果、放

置し、退去するのを待つといった、これまでの受け身の政策から積極的な政策に転

換すべきではないかと考えます。 

 近年の市営住宅への新規入居者は、６０歳以上の老人の入居が多数を占めている

と聞いています。市営住宅だけでなく、今後の住宅政策は、高齢者夫婦や高齢者の

独り暮らしのための住宅需要に応えるべきではないでしょうか。高齢者用の福祉住

宅を整備し、安心して暮らせる老後を提供できないのでしょうか。今こそ、そのよ

うな政策が必要なのではないでしょうか。 

 加えて、違った側面からの課題として、あわら市の土地利用政策についても取組

が必要ではないでしょうか。昭和３０年代、４０年代には、市営住宅や学校など公

共施設が次々と建てられましたが、その多くは借地です。入居者が倒壊の危険があ

る市営住宅にいつまでも入居している問題同様、この費用対効果の低い状態の借地

についても大きな問題ではないでしょうか。 

 土地利用の政策を考える場合、道路など交通施設整備と一体に考えるのではない

かと思います。新幹線が来るゆえの駅周辺の土地利用もそうでしょうし、今、県道

となった都市計画道路南中央線があるから、金津高校が現在の位置にあるのだと思

います。この南中央線の計画を進めるに当たり、ＪＲ西側の市営住宅稲越団地、そ

して東側の菅野地係の水田の土地利用も並行して考えるべきと思われます。市当局

のお考えをお聞かせください。 

 何らかの施策を実施するには、きっかけが必要でございます。南中央線の整備は、

その大きなきっかけになるのではないでしょうか。決して起きてほしくはありませ

んが、万が一にも市営住宅が倒壊し、入居者に何かあったときをきっかけにするこ

となどは、あってはなりません。防災・防犯など、安心・安全面、そして景観面、衛

生・環境面、倫理上と、私はこれ以上、放置状態を長引かせるのは、行政上どうなの

かと考えてしまいます。改めて当局のお考えをお聞かせ願います。 

 区画整理とまでは言いませんが、南中央線の整備に合わせて、老朽化した市営住

宅の対策、そして、土地は、借り上げているあわら市にとっても、貸している地権者

にとってもウィン・ウィンとならなければなりません。ぜひ道路整備と一体に、市

営住宅とその土地利用について、再開発的な施策を考えていただきたい。私の居住
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地域だからというわけではありませんが、この地域は公共施設、交通機関、商工業

施設等が隣接する、利便性や立地条件が非常に良好な土地であることを申し添えさ

せていただきます。市長のお考えをお聞かせください。 

 １回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部長、永井宏昌君。 

○土木部長（永井宏昌君） まず、１点目の耐用年数や建築基準法上、公営住宅法上、問

題はないかとのご質問にお答えをいたします。 

 公営住宅法施行令において、公営住宅の耐用年限は、耐火構造で７０年、準耐火

構造で４５年、木造で３０年と定義されております。市営住宅で分類いたしますと、

耐火構造に分類されるのは、馬場第二団地、稲越鉄筋団地、旭団地、北金津団地とな

ります。準耐火構造に分類されるのは、二階建ての田中々団地、二面元村団地、平屋

建ての馬場団地及び稲越第二団地となります。残りの二面温泉災害団地、国影団地、

稲越団地につきましては木造に分類されます。 

 耐用年数で申し上げますと、木造団地については、建築後６５年以上経過してい

るものもございます。法的には問題はございません。しかしながら、地震や台風な

どの自然災害による倒壊などの危険性は極めて高いものと考えています。 

 次に、２点目の木造住宅からほかの市営住宅への住み替えの見通しはどうかとの

ご質問にお答えをいたします。 

 議員ご指摘のとおり、老朽化が著しい木造住宅への入居者に対しましては、重点

的にほかの市営住宅への住み替えをお願いしているところでございます。なお、こ

こ５年間で木造住宅からほかの市営住宅へ住み替えをした戸数につきましては、７

戸となっております。また、民間アパートなどへの引っ越しをした戸数は２１戸と

なっております。 

 また、木造住宅の入居状況を申し上げますと、二面温泉災害団地は８戸のうち入

居戸数が２戸、国影団地は１４戸のうち入居戸数が６戸、稲越団地は５８戸のうち

入居戸数が２５戸となっており、全体では８０戸のうち入居戸数は３３戸となって

おります。 

 次に、３点目の倒壊の危険性がある中、入居者に何かあった際の責任はどうかと

のご質問にお答えをいたします。 

 老朽化の著しい木造住宅では、ここ数年の異常気象による豪雨や暴風雨のたびに

極度の雨漏りや、外壁、扉の破損といった居住環境が劣悪となる案件や、屋根が飛

散するといった重大事故につながりかねない案件が非常に多くなっております。こ

のような破損などを修繕する際には、入居者へ建物の危険性の説明を行い、住み替

えをお願いしているところでございます。 

 なお、住み替えに応じていただけない入居者の意見といたしましては、現在の家

賃が格安である、雨風がしのげればよい、現在の近所付き合い、生活圏を変えたく

ない、引っ越しが面倒であるといったものがございます。 
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 しかしながら、公営住宅法上、入居者が何らかの不正が行われた場合や、著しく

家賃が滞納となっている場合以外では、住宅の明渡し請求ができません。 

 市としては、施設の適正な維持管理をしなければならないという責任があること

から、議員が懸念されているとおり、建物崩壊などにより入居者に何かあった場合

は、その状況に応じて市が責任を負うことになると考えています。 

 今後は、様々な心配事で住み替えに難色を示されている方につきましては、円滑

に住み替えができるよう、より一層の支援を検討してまいりたいと思います。 

 次に、５点目の南中央線に合わせて再開発計画をとのご質問にお答えいたします。 

 現在、南中央線の整備進捗といたしましては、菅野側のみ一部用地幅ぐいが打っ

てあるのみでございます。北稲越側はまだ打たれておりません。 

 このため、概略平面図での話になりますが、竹田川を越える橋梁の橋脚が、一部、

稲越鉄筋団地の駐車場や、その北側に面する市道２９号線付近に建設される程度で、

市営住宅自体に係る工事の影響はほぼないものと理解しております。 

 しかしながら、南中央線の用地として、市営住宅で借用しております用地の一部

も関係することから、道路の用地測量業務と同時に、市営住宅で借用しています用

地の測量を実施することが、用途廃止していく上で効率的であると考えています。 

 また、議員ご指摘の木造で倒壊の危険性が高い稲越団地につきましては、２点目、

３点目でも回答いたしましたが、積極的に住み替えを促し、用途廃止、解体を推し

進めてまいります。当該団地の土地は全て借地であり、木造住宅の解体が完了した

後には、土地の返還について所有者と協議したいと考えております。 

 なお、４点目につきましては、健康福祉部長からお答えをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 健康福祉部長、糠見敏弘君。 

○健康福祉部長（糠見敏弘君） 高齢者用福祉住宅を整備できないかとのご質問に福祉

部門からお答えをいたします。 

 議員ご提案の高齢者用福祉住宅は、高齢者の方が安心して住み続けられるように、

安全面に配慮した設備を持つ住宅です。管理人または生活援助員が入居者の生活相

談や緊急時の対応等を行う住宅で、平成２３年には高齢者の居住確保に関する法律、

いわゆる高齢者住まい法が改正され、サービス付き高齢者向け住宅の登録制度も創

設されたことから、全国的に高齢者向け住宅が増えている状況にあります。 

 こうした中で、本市と坂井市で構成する坂井地区広域連合では、昨年度、令和３

年度から令和５年度を期間とする第８期介護保険計画を策定しました。本計画での

高齢者向け住宅の設置状況は、有料老人ホームが８施設、定員３６７名、サービス

付き高齢者向け住宅が４施設、定員２２７名、合計で１２施設、定員５９４名とな

っています。 

 また、今後の計画としては、これらの施設がニーズに応じて適切に供給される環

境を確保するとともに、入居者が安心して暮らすことができるよう質の確保を図る

こととしており、利用見込み量での不足はなく、新たな施設の整備計画はありませ
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ん。 

 さらに、本市では、環境上の理由や経済的理由により、高齢者が居宅での生活が

困難となった場合には、安心して生活が送れるよう、あわら市金津雲雀ヶ丘寮など

の養護老人ホームへの措置入所を勧めています。 

 したがって、高齢者の居住に関して、現在のところ高齢者用福祉住宅の必要性は

ないものと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 少々厳しい言い方になるかもしれませんが、これまで私も何回

も、この市営住宅問題に関しては質問してまいりましたけれども、これまでと同様

の回答内容で、正直、落胆、失望しております。あまり「たられば」は言いたくあり

ませんが、万が一の際のリスクを大変私は恐れているからなのです。 

 先ほど、この５年間で民間のアパートへ引っ越したのは２１戸とありましたけれ

ども、自らの意思で引っ越しをしたのか、それとも市のあっせんによって引っ越し

をしたのか、ちょっとお聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部長、永井宏昌君。 

○土木部長（永井宏昌君） 先ほども申し上げましたとおりでございまして、市として

は、事あるごとにほかの市営住宅への住み替えを促していたところでございます。

この２１件の民間アパートにつきましては、自らというか、決めて、そちらのほう

に移られたといったところで認識をしております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 先ほどの住み替えに支援するとの話でありましたけれども、現

状の市営住宅の住み替えだけではなく、空き家を市が借り上げて市営住宅としてお

貸しするという考えはございませんか。現状の収支状況を考えれば、費用対効果は

あると思いますが。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 先ほども言いましたように、今のままで駄目だということは

認識しております。今回の質問に当たって庁内でいろいろ検討いたしましたけれど

も、何らかの形の支援策を実施していくということについては、庁内で意見は一致

しておりますので、今後、空き家がいいのかどうかというのも策の一つであると思

いますけれども、広い観点から検討させていただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） ぜひ支援策をお願いします。 

 市は、市営住宅の全ての借地を地権者に返還する方針ですが、長年お借りしてい
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た土地の返還後について、何らかの支援を行うか、また企業誘致をするなど、今後

ぜひ再開発を念頭に検討していただくことを強く要請いたします。行政としてのあ

るべき姿勢を示していただきたいと思います。市長、いかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 土木部長、永井宏昌君。 

○土木部長（永井宏昌君） 借地のところにつきましては、今の市営住宅の用途が廃止

となった場合につきましては、更地化となって地権者のほうにお返しするのが基本

原則でございます。 

 その上で、ご質問のとおり、再開発の検討がないかということでございますけれ

ども、今のところ再開発の検討というのはないんですけれども、南中央線のところ

の用地がかかってまいりますので、我々とすると、それに合わせて、先ほど申しま

した、測量で用地の確定をすることが、今後の土地利用策としては、方向性はもっ

と進んでいくんでないかなというふうに思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 期待しております。 

 次に、最後の質問でございます。スケートボードの練習用の施設についてです。 

 大熱戦とともに大きな感動を与えてくれた東京２０２０オリンピック・パラリン

ピックでございました。その中で、スケートボード競技も東京オリンピックにて正

式種目として初めて採用されました。今、注目の新しいスポーツであり、全国的に

競技人口が増加しています。この種目競技で日本人選手のメダルラッシュに沸いた

ことは記憶に新しいのですが、この人気の高まりの理由の一つに、コロナ禍で密に

ならないスポーツである点であることも見逃せません。 

 私が競技を見ていて最も感動したことは、若い各国の選手たちが、競技を楽しみ

ながら、失敗しても成功しても互いにたたえ合っている姿に感動しました。たたえ

合う競技とも言われているそうです。グローバルであり平和を象徴しております。

とてもすばらしいのです。すぐに仲よし、友達になれるスポーツ、挑戦し、たたえ合

うスケートボードは、ぜひとも普及してほしいと願うものです。特に子どもたちに

は、教育上とてもよいスポーツなのです。 

 しかし、現在、あわら市にはスケートボードを安全に行える場所が全くありませ

ん。市民からも、練習場所をぜひ設置してほしいとの強い要望を受けております。

スケートボードの練習用の施設を整備していただきたいのですが、いかがでしょう

か。 

 １回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育部長、江守耕一君。 

○教育部長（江守耕一君） 安全にスケートボードの練習ができる施設の整備をとのご

質問にお答えします。 
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 県内のスケートボード施設の設置状況は、２０１９年４月に福井市のふくい健康

の森に整備されたほか、２０２２年４月にはおおい町のこども家族館に新設される

予定で、いずれも県営施設となっています。また、民間施設としては、南越前町と高

浜町に設置されています。 

 施設の状況については以上でありますが、この競技の特性として、けがをする可

能性が高いことや、走行音、着地音などに対する周辺地域住民の理解が得られにく

いことなどの側面があります。 

 さらに、市内小中学校やスポーツ施設の改修や修繕など、優先すべき事業が数多

くある中、本市においてスケートボード施設を整備することは、現時点では考えて

おりません。 

 今後は、スケートボードの練習場所として、既存の体育施設内において、スケー

トボードが可能なエリアを設定することができないか、検討してまいります。 

 なお、今年３月には鯖江市に、４月には南越前町にスケートボード協会が設立さ

れています。本市におきましても、まずは市内の愛好者の把握に努めてまいりたい

と思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） 部長、休校があります。休校のところにはプールがあります。そ

のプールの大きさ、面積の広さがあれば、子どもたちがそこで十分に楽しめるとい

うことを私は聞いております。ふくい健康の森のような大きな施設は到底無理です。

とにかく、そこで子どもたちが存分に練習したり楽しめるという場を、ぜひ早急に

与えていただきたいなと思っておりますが、いかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 教育部長、江守耕一君。 

○教育部長（江守耕一君） ご提案ありがとうございます。 

 先ほど申しましたように、既存の施設でのエリア設定でありますとか、今ほどの

議員からのご提案を含めまして、現実的にどういった対応が可能なのか、一度調査

をさせていただきます。また、それに併せまして、先ほども申しましたとおり、市内

の愛好者のまずは把握、また、ほかの市町のように協会の設立でありますとか、そ

の設立を通じての一定のルールづくり、そういったことも必要かと思っております

ので、そういったことも検討していきたいと思っておりますので、ご理解をお願い

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ８番、平野時夫君。 

○８番（平野時夫君） よろしくお願いいたします。 

 以上で一般質問を終わります。 

                                        

   ◎延会の宣言 
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○議長（山田重喜君） お諮りします。 

 本日の会議はここまでとし、明日に延会したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定いたしました。 

 なお、明日９月９日は午前９時３０分から会議を再開いたします。 

○議長（山田重喜君） 本日はこれをもって延会します。大変お疲れさまでございまし

た。 

（午後３時０８分） 

                                        

  地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

  令和３年  月  日 

 

               議  長 

 

 

               署名議員 

 

 

               署名議員 
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   ◎開議の宣告 

○議長（山田重喜君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） 本日の出席議員数は、１６名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

（午前９時３０分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（山田重喜君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、９番、毛利純雄君、１

０番、吉田太一君の両名を指名します。 

                                        

   ◎一般質問 

○議長（山田重喜君） 日程第２、これより、昨日に引き続き一般質問を行います。 

◇室谷陽一郎君 

○議長（山田重喜君） 通告順に従い、７番、室谷陽一郎君の一般質問を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） 皆様、おはようございます。通告順に従いまして、７番、室谷、

一般質問を行います。 

 先月の８月２４日に、道の駅「蓮如の里あわら」の基本設計による整備計画概要

の報告がございました。基本設計報告書の中での外観イメージ図や平面図等の報告

がありました。大変すばらしいものと私は思いました。今後は、実施設計、土地購

入、既存建物解体工事と続いていく計画と聞いております。 

 一方、市民の中では、現時点におきましても将来の財政負担になっていかないか

と不安視する方もおられます。 

 この道の駅が多くの市民に理解され、愛されるために、また、将来しっかりと事

業検証をするためにも、ここで、主に運営についてですが、以下のことについて質

問いたします。 

 一つ、道の駅「蓮如の里あわら」の基本設計に当たって、道の駅利用者数推計はど

れほどとしているか。また、道の駅の利用台数推計はどれほどか。道の駅「蓮如の里

あわら」での農産物直売・物販施設、飲食施設での売上げ推計は幾らとしているか。 

 二つ目、基本設計提出において、管理運営方法を指定管理（公設民営）としていま

す。指定管理予定者の選定はどのように行うのか。 

 三つ目、基本設計で示された建築工事費用概算金額はどのようになったか。建築

工事費用の財源はどのように考えているか。 

 以上を質問させていただきます。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） １点目の道の駅「蓮如の里あわら」の利用者数、利用台数、農

産物直売・物販施設、飲食施設での売上額の推計についてお答えします。 

 今年３月の道の駅「蓮如の里あわら」基本計画の策定に当たり、道の駅基本計画

策定委員会では、開業後の姿を定量的に把握するため、経営に関するシミュレーシ

ョンを行っております。 

 シミュレーションに当たっては、想定条件を設定しています。まず、営業日につ

いては、毎月第３月曜日を定休とする年間３５５日の営業といたしました。次に、

営業時間については、トイレや情報発信コーナーは２４時間、年中無休とし、農産

物直売・物販部門については９時から１８時まで、飲食部門については１１時から

１５時までとしております。道路交通量については、平成２７年の道路交通センサ

スを参考に、国道３０５号線を２,４６６台／日、県道福井金津線を３,６４２台／

日とし、合計１日当たり６,１０８台としております。 

 議員ご質問の利用者数、利用台数、売上額の推計については、ただいま申し上げ

た条件を踏まえ、推計しています。 

 利用者数推計については、県内同規模交通量の道の駅の利用者を参考に、年間約

３６万人と推計しました。また、利用台数推計についてはＮＥＸＣＯ総研――高速

道路総合技術研究所ですが――の設計要領の平均乗車人数「１台につき３.１人」を

参考に、年間約１１万６,０００台と推計しています。 

 農産物直売・物販施設、飲食施設での売上額推計については、県内全ての道の駅

の詳細なデータを入手し、様々な角度で分析を行いました。その結果、物販・飲食面

積と売上げに強い相関関係が見られ、面積による推計を行ったところです。具体的

には、県内道の駅物販・飲食面積平米当たりの年間売上平均額の約５０万円に、基

本計画の売場面積３４０㎡と、安全率としての補正係数０.７５を乗じて算出し、売

上額を年間約１.３億円と推計しています。 

 なお、県内の各道の駅では、季節ごとに趣向を凝らしたイベントなどを開催し、

集客を図っています。道の駅「蓮如の里あわら」においても、こうしたイベントなど

に取り組むことで、集客と売上げを向上させていくことが重要であると考えていま

す。 

 次に、２点目の指定管理予定者の選定はどのように行うのかとのご質問にお答え

します。 

 道の駅「蓮如の里あわら」の管理運営は、基本計画のとおり公設民営とし、指定管

理者による運営といたします。 

 県内道の駅の指定管理者の例を挙げると、指定管理者には、道の駅「若狭おばま」

を管理運営している株式会社まちづくり小浜 おばま観光局のような第三セクター

と、道の駅「禅の里」を管理運営している株式会社きらりのような民間企業があり

ます。 
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 あわら市においては、その委託先として、民間の運営ノウハウを最大限に活用す

るとともに、収益性の確保と質の高いサービスを提供するため、民間企業を選定し

たいと考えております。 

 通常、指定管理者の指定については、施設の設置条例制定後、あわら市公の施設

指定管理者選定委員会が候補者の選定を行います。その後、議会において指定管理

者の指定に関する議決が行われ、正式に指定管理者が決定することとなっておりま

す。 

 現在、道の駅「蓮如の里あわら」については、施設の設置条例が制定されていない

ため、指定管理者を指定することができません。しかしながら、健全経営に向けた

準備を進めるには、運営事業者を早期に選定し、運営内容や商品調達方法、地域連

携体制といった様々な分野での管理運営について、市と一体となって検討、確立し

ていくことが重要と考えています。 

 このため、県の助言もあり、県内他市町の道の駅の例に倣い、指定管理者として

指定することを前提に、あらかじめ公募型プロポーザル方式により指定管理予定者

として運営事業者を選定したいと考えております。公募型プロポーザルは、業者の

参加を公示により広く募集し、企画提案書などで審査、選定する方式です。 

 現在予定している選定までのスケジュールは、１０月１日に市のホームページ等

で募集を開始し、企画提案書等の提出を求めることとしています。約２か月後の１

１月２６日には企画提案書に基づいたプレゼンテーションを受け、その審査を行う

予定です。１２月議会には選定状況を報告し、１２月１５日頃に結果を公表したい

と考えています。 

 その後、指定管理予定者とは、農産物の集荷や販売の仕組みづくりのほか、特産

品のＰＲ方法やオリジナル商品の開発、市内事業者などとの連携などについて十分

な協議を進め、令和５年４月の開業に向けた準備を進めていきたいと考えておりま

す。 

 なお、道の駅「蓮如の里あわら」設置条例及び指定管理者の指定については、令和

４年９月の市議会定例会への提出を予定しております。 

 次に、３点目の基本設計で示された建設工事費用概算金額とその財源についてお

答えいたします。 

 まず、一つ目の基本設計で示された建築工事費用概算金額について申し上げます。 

 道の駅「蓮如の里あわら」基本設計業務については、本年５月の公募型プロポー

ザル方式により福井市の株式会社木下設計を選定し、業務を進めてきたところです。 

 プロポーザル時の概算金額は、建築本体工事が３億９,０００万円、敷地内外構工

事が２,０００万円の合計４億１,０００万円としていました。しかしながら、その

後の資材高騰や地質調査により、想定よりも軟弱地盤であるとの結果を受け、基本

設計における工事費用は、建築本体工事が４,０００万円増の４億３,０００万円、

敷地内外構工事はそのままの２,０００万円の合計４億５,０００万円と算出してお

ります。 
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 次に、二つ目の工事費の財源について申し上げます。 

 道の駅の基本機能には、休憩施設、２４時間利用できる駐車場とトイレといった

休憩機能や、道路利用者のための情報発信機能、地域振興を図る地域振興機能の三

つがあります。 

 このうち、休憩機能と情報発信機能に関しては、道路管理者が設置することにな

ります。このため、建築工事費のうち、休憩機能と情報発信機能の部分は道路管理

者である県が負担することとなり、市の試算では８,６００万円を見込んでおります。 

 また、この道路管理者分を差し引いた、残り３億６,４００万円については、補助

率２分の１である地方創生拠点整備交付金を活用したいと考えており、現時点では

１億８,２００万円を見込んでおります。残りの１億８,２００万円は市の負担とな

ります。この一部には元利償還金の７０％が交付税に算入される合併特例債の充当

を考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） 答弁いただきまして、利用台数推計１１万６,０００台、これ

は、３６万人の利用者推計を、ＮＥＸＣＯ総研設計要領の１台につき３.１人の平均

乗車人数で算出していると。もともとは、ですから、３６万人の利用者というとこ

ろがポイントになるかと思うんですけれども、ここのところの算出、少し説明はあ

りましたけれども、なぜ３６万人かというところ、一番大事なところだと思います

ので、ちょっと説明していただけませんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） ３６万人、入り込み数を推計するに当たりまして、いろ

いろなパラメーターを用意させていただきました。先ほどお話しさせていただきま

したように、まず考えられるのが前面道路の交通量というのがございます。そのほ

か、直売所や物販の面積、これらのパラメーターも見せていただきました。 

 これを、県内のデータを全て分析いたしましたところ、最も相関関係があるのは、

直売所と物販所の面積が一番影響があるということが分かりました。分かりやすく

言いますと、小さいところでは入り込みは少ないし、大きいところは入り込みが多

いという相関関係がございました。面積当たりの入り込みが一番相関関係があると

いうことで、そちらのほうから人数を割り出しております。その県内の状況を数値

化しましたところ、面積が３４０㎡、こちらを基準としてはじき出しております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） 年間３６万人の利用者推計というのは、これはあくまで推計

ですし、目標値と言うんですかね、物事を考える基準でもあるのですけれども、こ

れに関しては、実は２月の全員協議会でも資料を頂いておりまして、平日は８７０

人、休日は１,２３０人と、そこまで計算いただいておりました。 
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 これは、あくまで予想値に対しての自分の私見になるのですが、年間３６万人、

利用者推計とすると、ざっと１日平均１,０００人の利用者となりますよね。これ、

なかなか厳しい推計数字のように思います。率直にどう思われますでしょうかね。 

 また、利用者推計達成のために、市長もおっしゃっておられましたけれども、も

ちろん魅力ある道の駅でなくてはなりませんけれども、当面は休日祝日等にイベン

ト等を開催して認知度を高め、利用者数を増やす必要があるかと思います。 

 率直な感想と、イベント開催についてどのように考えているか、指定管理予定者

が決まってからでないと、これは具体的には出てこないと思いますが、この時点で

はあくまで市長の思いとして、どのように考えているか、教えてください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 吉崎の道の駅の特徴として、立地している場所が自然や景観、

文化という部分と、それから販売のような部分と、あとアウトドアとか、そういう

スポーツの面とか、いろんな要素があるということを前にお話ししたかと思います。

通常、まちの中にあるようなところは、そこまでの要素は備えていないという特徴

がありまして、ただし、そこの部分の強みが今、引き出されてはいないと思います。 

 イベントに関しては、吉崎汀公園の部分ですね、あそこはイベントをするにはち

ょっと不便なところですので、あそこもきれいにすることが必要だと思っています

し、蓮如の里吉崎というガイド団体というか、もともと休校利活用の云々のことを

つくっている団体がありますけど、あそこが中心にいろんな周遊的な観光とか、ガ

イド観光ですね、そういうことをやったりとか、また、感幸創造マイスターなんか

では、新たにあそこの弁天島とか、ほかの周辺をどう生かして、誘客してもうける

仕組みをつくるかとかということをいろいろ考えているわけですね。 

 ですから、今のここの数字の割り出しも、売場面積ってやったんですけど、実は、

大本のところを見ると、いろんなイベントとか云々も含めてなっているんですね。

その部分が、同じ物販でもきららの丘とはちょっと違うと思っています。きららの

丘が年間、今１５万人ぐらいということ、それはもう純粋に買物に来る方ですけれ

ども、ここの場所は買物以外にも誘引材料があるということで、そういうことを見

込んでいます。 

 あと、蓮如忌なんかも、当然そういう利用者を見込むということもありますので、

そういう周辺のところとの連携というんでしょうかね、そういうことを十分考えな

いと、今、議員おっしゃるように、そんな簡単に、机上ではじき出した３６万人だか

らといって、安心して集まるかというと、決してそうじゃないということは十分認

識しております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） その辺のことを重々認識していただいて、緊張感を持って進

めていっていただきたいなと思っております。 
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 次に、昨年の１２月議会において、私は道の駅「蓮如の里あわら」について同じよ

うに一般質問をいたしました。このときに、市長より次のような答弁がございまし

た。整備予定の道の駅「蓮如の里あわら」における地域振興施設は、農産物直売所、

土産の販売所、飲食施設等の物販施設であるとともに、地域振興の拠点施設でもあ

りますと。このために、経営の効率化はもとより、地域住民の関わりが非常に重要

であると考えております。これらのことから、道の駅の管理者は、市の直営だけで

なく、指定管理者による管理運営として、地元が参画する第三セクターや民間企業

等による運営が最適であると考えておりますというような答弁がございました。 

 ということで、１２月にプロポーザル方式によって指定管理予定者を選定するわ

けですけれども、こういった地域振興の拠点施設であり、経営はもとよりも、地域

住民の関わりが非常に重要であると、ここまで言及されていますが、この辺を考慮

した選定基準になっているかどうか、その辺のところをお聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 要綱はともあれ、考え方は、地域振興に資するかというと、ま

ず、ここでこういうことをやると雇用が生み出されますので、雇用については地元

の人の雇用ということをもちろん考えます。 

 あと、そこで売る物販のものは坂井北部丘陵地のものもありますけれども、例え

ば北潟漁協なんかもこの策定委員会に入っていただいていましたけど、北潟漁協で

あるような寒ブナとか、そういうものも新たに売り出したい、売り出せないかとい

うお話もいただいていますし、ふるさと公民館祭りに行くと、よく地元の人たちが、

ご本人たちが作っている手作りのものがありますね。そういうものであったりとか、

あるいは、金津創作の森で作っている作品であるとか、場合によっては、僕は、加賀

市長と話したときには、加賀の九谷焼とか、そういうものでもいいんじゃないかと

いう話をしていまして、そういう利用者のニーズとか、あるいは地元から売ってみ

たいというのは調整する必要はありますけれども、そういうことを巻き込んでそこ

でやるのは、単にコンビニみたいに、何か同じようなものが並べてあるというよう

なものは考えていません。 

 なお、この道の駅は、地元の人たちのほうからは一部コンビニ機能もほしいと言

われているので、そういう日用品のコーナーも設けるということは考えております。

そういう形で、いろんな角度で巻き込むということは、そういうことでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） くれぐれも地域住民の関わりを大事にして、あくまで地域振

興ということに固守した指定管理予定者の選定をお願いしたいと私は思います。 

 さらに、昨年１２月の答弁で、道の駅の駅長について言及されておりました。こ

こが物すごくポイントなので、念押ししてまた聞きたいのです。 

 こうおっしゃっていました。道の駅を管理する貴重な役割で極めて重要であり、
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道の駅の成否を左右するキーパーソンであると考えていると。施設の日々の管理運

営の責任や利益追求だけでなく、地域全体で道の駅を盛り上げる意識の醸成や、お

客様が期待する以上のサービスや商品の提供、定期的なにぎわいイベントの開催な

ど、地域振興のためにも尽力されていますと、道の駅長は。今回の道の駅「蓮如の里

あわら」においても、そのような組織や道の駅長というものを選定したいと述べら

れておりましたけれども、当然、この道の駅事業を進める上で駅長が重要であると

おっしゃっていますが、この点もどうなんでしょう、今の進捗状況とか、プロポー

ザルのときに絡めていくのでしょうかね。その辺のところをちょっとお聞かせ願い

たいんですが。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） どの道の駅を見ても、すばらしい道の駅には必ずすばらしい

駅長がいる、これはそういうことでございます。僕いろいろ見てきていますから、

そういうことは間違いないです。 

 ですから、今回、管理運営事業者を選定するに当たっても、道の駅としての駅長

はどういう人を採用するんだと。そのときは決まってないかも分からないし、もし

かしたら、こういう人がいるからこれを据えるんだという提案があるかも分かりま

せん。でも、そこの部分は、全体の経営をどうするかということもありますけど、重

要なポイントだという認識がありますから、当然、今回こういう予定者を決めるに

当たっても、どういう人を、どういう経験があって、どういうような力を持ってい

る人ということについては、よく見ていきたいと思います。 

 先ほど言った小浜にしても、永平寺町の道の駅でも、僕は直接道の駅の駅長さん

方とよくしゃべりますけど、やはりいろんな商売経験があり、その中で、失敗も含

め、いろんな経験を持っていて、なおかつ地域愛があるというか、ここを何とか頑

張りたいんだというような強い熱意がある方が道の駅の駅長になっておられます。

そういう人に道の駅の駅長になっていただけるというのが一番理想だと思っていま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） ちょっと内容を変えますが、道の駅「蓮如の里あわら」に関す

る報告書に収支計算書シミュレーションがありました。そのシミュレーションです

が、その中では指定管理料１,３００万円、要するに、売上げ目標に対してそういっ

た形が出てきたと思うんですけれども、仮に、農産物直売所、物販や飲食がシミュ

レーション以上に売上げがあった場合には、要するに営業利益が多く出た場合、あ

のシミュレーションではたしか３万２,０００円か、何かそんな程度だったかなと思

うんです。とんとんの中で算出した指定管理のシミュレーションだったと思うんで

すけど、仮に多く出た場合にはどのようにするか、この辺のところもちょっとお聞

かせ願いたいんですが。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 指定管理料の主なものは、実際に施設の管理運営に係る必要

最低限のものということになりますので、光熱費とかトイレとか云々も含めてある

んですけど、売上げ部分というのは、最初の部分は、軌道に乗ってくるまではどう

してもお金がかかるというのは、ほかの道の駅を見ていても分かりますので、その

部分について最初は見ているわけですけれども、小浜なんかもそうですけれども、

状況によって少しずつ下げていっているんですね。それは、今の段階で絶対に下が

るかということは分かりませんけれども、売上げがあったら、その部分は何らかの

形で指定管理料を減らすということも、場合によっては条件の中に入れてもいいの

かなとは思っています。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） ちょっと嫌な話ですけど、逆に、残念ながら農産物直売、物

販、飲食がシミュレーションどおりに売上げが上がらなかった場合、そうしないよ

うに努力するという意気込みだとは思いますが、営業利益が赤字になった場合には

どうなされるおつもりでしょうか。要するに、補助金等、一般会計から補塡するし

かないかなとは思うんですが、そのときのお考えを、最悪の場合も想定してお聞か

せ願えますでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） 指定管理の一般論でまず申し上げますと、先ほど市長が申

し上げましたように、この指定管理料には、県の管理設置施設でありますトイレと

か休憩機能、ここの維持管理が含まれておりますので、ここは、仮に大幅な売上げ

があっても、一定額は指定管理料として残ると考えております。 

 では、物販とか飲食とか、これはどういう性格の事業かといいますと、いわゆる

指定管理者における自主事業、つまり収益事業でございますので、ここの赤字につ

いては、一般的な指定管理で申し上げると、その指定管理者における会計の中で処

理をするということが基本であるという具合に考えております。 

 ただし、光熱水費等の算定が、実施設計が終わらないとできませんし、また、指定

管理者がどのような営業をするかによって、その辺のシミュレーションがまだでき

ない状況でありますので、現時点では今、推計値として先ほどの１,３００万円をお

示しているということでございます。 

 最終的に、指定管理予定者を決めた段階でどのような営業展開をするのか、この

辺が非常に重要になってくるという具合に考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 当然のことなんですけれども、この応募をするに当たっては、
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この間、予定者にも大体３,０００万円ぐらい、いろんな設備を買うのに補助を予定

していると書いていますが、それ以上に……。 

（「委託料」と呼ぶ者あり） 

○市長（佐々木康男君） 委託料を払うということになりますけれども、それ以上に、実

は初期投資は要るわけですね。ですから、当然、ここに申し込んでくる人は、そうい

う初期投資を回収するということを考えるわけで、そこでペイできなければ、そう

いう計算ができなければ応募してこないと思います。 

 それは、勝ち目があるということで来るということだと僕は思っていますので、

でも、実際はいろんなことがあるので、先ほど言いましたように、我々としてもそ

うならないように、この準備期間中にいろんなところのネットワークをつくるとか、

我々としてＰＲするとか、例えば観光の拠点だということで、ここに来るとこんな

機能があるよということで、俗に言う「じゃらん」とか、そういう雑誌とか、いろん

なところにも載せてもらうとか、いろんなことをサポートするということは絶対に

必要だと思っています。 

 ですから、最悪のことはもちろん考えますけれども、そうならないように事前準

備をどうするかということが本当に大事だと思っています。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） 非常に大事なお話、なかなか触れたくないところなんですけ

れども、ここ、大事なところなので聞かせていただきました。 

 話はまた少し変わるんです。それは何かといいますと、私、一つまた危惧してい

るのは、比較的近くにきららの丘という農産物直売・物販施設がございますよね。

ここの売上げに影響しないか、そことの差別化をどう考えていくかというのが非常

に気になるんですが、いかがですかね。私は気になっています。 

 そこは休日等に行きますといっぱい車が止まっていますし、観光者も寄っている

し、たしか観光白書のほうでも伸び率がすごく高かったときがあったと思うんです

ね。今ちょっとコロナのあれなのでデータはあれですけど、私、議員になったとき

に見た観光白書では、ぐっと伸びている数字を見せていただきましたが、そことの

関係ですね。そこが私、気になるんですが、どのように考えているか、お答えくださ

い。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 基本計画策定委員会の中には、もちろんＪＡの人も入ってい

まして、逆に、ＪＡの委員からは、こういう施設を造ったらこんなことをしたほう

がいいですよと、こうすべきですよという助言もあり、なおかつ、そこで扱ってい

るものですね、どんなものを扱っていて、どういうような値段のつけ方をするかと

いうことは、我々は逆に勉強に行って、いろいろ教えてもらっています。競合する

というよりも共存共栄を考えているわけです。 
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 ＪＡのところは、僕はしょっちゅう行くからよく分かるんですけど、あそこで売

っているものは、ＪＡが買い上げるもの、それは規格品ですね、あるいは、売場だけ

設けておいて、そこに農家が持ってくるのがあるんですね、そこはちょっと高くな

るんですけど、そういう場所とかをいろいろ組み合わせてあるわけですわ。あそこ

も冬場になると売るものがなくなるから、ほかの県からも取り寄せるわけですね、

野菜とか云々を。そういうことをやっていろいろ努力されています。 

 僕らが考えているのは、ＪＡから買うものもあるかも分かりませんけれども、規

格外だから売れないんだと、売ってもらえないというようなものも売ればいいんじ

ゃないかということを思っているんです。 

 自分が大野にいたときに、越前おおの農林樂舎というのを立ち上げました。それ

をなぜ立ち上げたかというと、考え方は、当時の市長が、ＪＡは本当に規格品しか

買わんと。里芋なんかでも、ちっちゃい小芋なんかをくず芋って言っているけど、

あんなのくず芋じゃないんだと。ああいうものもしっかり売る仕組みをつくってく

れと。越前おおののブランドを高めてもらって、越前おおののブランド力を高める

ことによって、もっと買う人、顧客を増やすんだというような役割を農林樂舎でつ

くってくれって言うので、自分はその立ち上げに関わりました。 

 そのときも、別にそのところと農協は競合するからどうのこうのじゃなくて、お

互い補うべきというか、補うというような中で仕組みを考えていったという経験が

ございます。 

 当然、今回やるにしても、ここを担うもの、ここを担うもの、ですから、今度こっ

ちは北潟漁協の水産物も扱うと言っているわけです。そういうようなことで、競合

すべきところもあるかも分かりませんが、共存共栄するということと、またこれか

ら観光客を呼び込もうと我々はしているわけですから、その分増えた観光客は、別

に奪い合うんじゃなくて、増えた分はシェアし合うという、そういう発想じゃない

と駄目じゃないかなと思っています。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） また質問内容を変えます。 

 合併特例債の話が少し出ましたけれども、これはまた次回の委員会とか、次回の

一般質問でも出させてもらいますが、今、合併特例債って幾ら残っているんでしょ

うかね。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 総務部長、後藤重樹君。 

○総務部長（後藤重樹君） 令和５年度まで使用可能ということで合併特例債になって

ございますが、現在、３億３,８００万円程度残っているところでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） そうすると、今回、建物のほうに１億８,２００万円という数
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字が上がっています。全部が全部、それを入れるとは限らないと思うんですが、僕、

一般質問のほうで建設費という形でくくってしまったんですが、要するに全体の事

業費というんですかね、そうなってくると、当然、たしか８億円か７億円か何か知

りませんが、それぐらいになりますよね。 

（「七七」と呼ぶ者あり） 

○７番（室谷陽一郎君） ありがとうございます。７億７,０００万円になりますけれど

も、それにもこの合併特例債を投入するというお考えなんでしょうか。この辺、ち

ょっと聞かせていただけませんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） 先ほど市長の答弁、確かに建築費ということでお答え

させていただいております。 

 総事業費につきましては、県が支出する分、市が支出分する分、とにかく道の駅

関連の全て吉崎に投入される総事業費が７億８,０００万円となっております。 

（「汀公園も」と呼ぶ者あり） 

○創造戦略部長（西川佳男君） すみません、汀公園の整備も含めますし、汀公園に関わ

る北潟湖の護岸も含みます。 

 そのうち、県の負担分、国の補助金等々を差し引きますと、市が負担する総額は

約４億円となっております。その４億円に、今ほど総務部長が申し上げました、合

併特例債をどれだけか充てるというふうな財政見通しとなっております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） それに対してどういう考え方をするかというのは、ちょっと

また考えさせていただきたいと思いますが、そういったところを考えていると。そ

れと、全ては４億円近いものがこの事業にはかかるということですね。 

 道の駅「蓮如の里あわら」は地域振興の拠点となって、地域活性化のきっかけに

なり得ると思いますが、これだけ整備しても終わりではないと思うんですね。本当

に地域活性化とか振興にするためには、やはり地域の住民を巻き込んだ二の矢、三

の矢という手だてがないと、きっかけにはなりますけれども、そういったことが必

要ではないかと思うんですけれども、今後、これをきっかけにして、どのように地

域、空き家等、それから高齢化が進んでいるあの地域の活性とか振興というものを

考えているか、お考えをお聞かせ願えませんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） まずは、地元の人への説明というのは、吉崎あるいは浜坂の地

区のところは十分しています。 

 実際には、今回の市議会選でいろんな意見は聞いていると思いますけど、我々が

そのとき言ったのは、地元の方々は、６０歳ぐらい、五十何歳になっている人は、も
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うこんなことは夢のような話だと、我々としてはこれを大事にすると、頑張ろうや

という声はいただいています。 

 実際、令和５年９月末に全日本女子オープンがあることはご存じかと思います。

あれは３万人ぐらいの方が来て、４日間、ＮＨＫで放送されるわけです。そういう

ような絶好のＰＲの機会もある中で、できればこういうところもちょっと言って、

近くにはこんなところがあるよとかという中でＰＲしてもらうということもあると

思いますし、今、サイクリングロードとかどうのこうのという話で、昨日、北浦さん

から話がありましたけれども、細呂木地区とか北潟エリアとかを回った周遊的な観

光の中での、ここ、自転車の駅にもなりますから、そういうような拠点としても利

用していくということで、何も吉崎、浜坂のエリアだけじゃなくて、広くあのエリ

ア全体を活用できるということと、もう一つ、お隣の加賀市というのもあるわけで、

あそこはあわらの人とか福井の人しか使ったらいけないという道の駅ではない。加

賀市長ともお話ししたときには、石川県の南の玄関口でもあるというような位置づ

けの中で、ぐるっとバスとキャン・バスですね、あそこと接点を設けるということ

についても協力しますとか、そういう話もいただいているわけです。ですから、い

ろんな意味において考えていくことになると思います。トータル的にですね。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） 運営面のほうは、１２月の指定管理予定者の選定でまたいろ

んなことが検討し、協議されていかれるかなと思うんですね。そのときにご報告も

受けますので、またいろいろ質問させていただきたいなと思っております。 

 最後に、実は私、先週の日曜日に道の駅「越前おおの 荒島の郷」を見てきまし

た。また、途中にある永平寺町の「禅の里」ですかね、この道の駅もちょっと見てき

ました。 

 荒島の郷は、もう論外ですよね、大きなスペースで。行ったら、本当にショッピン

グセンター並みでした。今後どうなっていくかというのも興味深いところですけれ

ども、バイクとか、ちょうど和泉とか岐阜に抜けるところのキャンピング、バイク

がいっぱい集まったり、ひょっとしたら、あそこで泊まっているんじゃないかとい

うような、そういう敷地のロケーションで、すばらしいものだったと思います。 

 幾つか僕も何か物販を買いましたけれども、そこでも人が行き来して、買うのも

結構大変だったような、そんな感じでした。 

 これはちょっと論外かなとは思いますけど、一方、永平寺町の禅の里、これ、すご

く興味深かったです。売場面積を見ますと、うちのほうの半分ぐらいしかないんで

すけれども、本当に３６万人も来ているのかなというのは疑問ですが、隣に温浴施

設がございまして、本当に道の駅、温浴施設、その辺り周辺を地域の方が利用し、応

援している、協力している、そういったものを感じまして、やはり道の駅というも

のは、外来者のことももちろんなのですが、地域に愛されることが一番かなと。 

 そういうことで、地域振興ということに絞って質問させていただきましたけど、
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外向けじゃなくて、吉崎地区の人にとってどうなのかということも、結局そこが一

番のポイントかなというふうに思いますので、一考願いたいなと思います。 

 繰り返しますが、市民の中では、将来において市の財政負担にならないかと危惧

している方の声も、私は聞いております。また、一方で、蓮如の里あわらが、市長の

言うように、地域振興、活性として期待しているという声もあります。 

 １２月の指定管理者の選定があり、健全経営に向けた準備が検討されていく、進

んでいくと思いますが、その中でいろいろご報告を受けながら、委員会または一般

質問において質問させていただきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

                                        

◇三上寛了君 

○議長（山田重喜君） 続きまして、通告順に従い、１番、三上寛了君の一般質問を許可

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １番、三上寛了君。 

○１番（三上寛了君） おはようございます。三上寛了です。通告順に従いまして、一般

質問をさせていただきます。 

 いろいろな場所で聞かれている方がいらっしゃると思いますが、思いを込めてし

ゃべりますので、少しお時間をください。 

 それでは、今回、私の初めての一般質問では、私の公約である、あわらを面白く、

住み続けたいまちにするという、その目的の土台となることについて質問させてい

ただきたいと思います。 

 今あわら市に最も必要なことは、今後このあわら市がどのようにあるべきなのか、

そして、私たち市民は一体何を目指し、そして、次の世代、孫や子どもたちの世代に

何を残すのか、そんな将来像というものを市民、行政にかかわらず、皆で考え、共有

していくことだと思っております。 

 それは、もう少し具体的に言いますと、あわら市における２０年、３０年の後を

見据えた長期ビジョンというものを考えることではないかと思っております。 

 福井県につきましては、もう既に令和２年７月に、２０４０年を見据えた形で福

井県長期ビジョンというものを策定しております。そのときには、市民や、それか

ら有識者などがワークショップや議論を繰り返して策定したという経緯があります。

私たちあわら市にも、その内容に沿いながら、さらにもっと具体的で特色のあるビ

ジョンというものが必要ではないでしょうか。 

 長期ビジョンというものについて、それは一体なぜ必要なのかということを少し

お話ししたいと思います。 

 私が思う大きな理由は三つあります。 

 一つ目は、今まさに行われている施策の一つ一つというものが、なぜ今行われて

いて、それが将来何につながっていくのかということが非常に明確になること、腑
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に落ちること、市民が納得してそれに参画できること。二つ目は、進むべき未来と

いうものが共有されることによって、市長や議員といった人材が、４年で、もし変

わったとしても、最も重要な理念の部分というものが共有されて、一つの方向に向

かっていくことができるということ。そして三つ目は、私たちが最も大切にすべき

子や孫の世代を意識して政策を決定することができること。この三つが非常に重要

な長期ビジョンの必要性だと思っております。 

 そのような目線で見たときに、長期ビジョンというものについて必要性をどう思

われるでしょうか。お答えいただけると幸いです。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） 市の目指す在り方を市民参画の下に定めた長期ビジョンが

必要ではないかとのご質問にお答えします。 

 ビジョンとは、実現したい未来であり、言うなれば、みんなが共通して認識する

進むべき方向であります。 

 現在、あわら市には２０年、３０年を計画期間とする長期ビジョンはございませ

んが、市のまちづくり全般の基本方針を定めた最上位計画であり、中長期的な市の

羅針盤となる、あわら市総合振興計画が長期ビジョンに代わるものと考えておりま

す。 

 この計画は１０年間を計画期間とし、市の目指すべき将来像を示した基本構想、

基本構想の実現に向け、施策の方針や内容を明らかにした基本計画、そして、基本

計画で示した施策について、具体的な事業を定めた実施計画の三つで構成しており

ます。また、基本構想は議会の議決を経て決定しますが、その下に位置づけられる

基本計画につきましては、１０年間の計画期間を前期と後期に分け、５年ごとに見

直すことといたしております。 

 平成２８年には、「暮らしやすくて 幸せを実感できるまち」を基本理念とした１

０年間の基本構想と、５年間の前期基本計画をまとめた第２次あわら市総合振興計

画を策定しています。 

 平成３０年２月の佐々木市長就任の際には、既にこの計画は策定されていたわけ

ですが、一人でも多くの市民の皆様に笑顔で元気に暮らしていただけるよう、計画

の基本理念に沿って各種施策を展開してまいりました。 

 さらに、この第２次あわら市総合振興計画における前期基本計画の計画期間が令

和２年度をもって満了することを受け、令和３年度を初年度とする５年間の後期基

本計画を本年３月に策定したところです。これは、「暮らしやすくて 幸せを実感で

きるまち」を基本理念とした１０年間の基本構想のうち、後期５年間の計画に当た

ります。後期基本計画のテーマは、１０年後、２０年後を見据え、「誰もが 夢や希

望を持ち 元気に笑顔で暮らす 活力あふれるまちへ」と位置づけ、基本目標を「活

力人口 １０万人 あわら市の創造」としています。 

 策定に当たっては、前期基本計画中における社会情勢の変化を踏まえることはも
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とより、前期基本計画に掲げた施策を評価、検証するとともに、市民アンケート等

を実施し、基本施策や施策の方針、事務事業の見直しを行っています。また、市内各

種団体の代表者や市民による外部委員を加えた総合振興計画策定委員会から提案さ

れた計画案について、諮問機関である総合振興計画審議会へ諮問するとともに、パ

ブリックコメント手続により広く市民の声をお聞かせいただいております。 

 今後は、後期基本計画のダイジェスト版や広報あわらなどを活用し、この計画に

ついて市民の皆様と共有してまいりたいと考えております。 

 なお、新たな基本構想を示す第３次あわら市総合振興計画は、後期基本計画の期

間が満了する令和７年度に策定する予定です。 

 計画期間１０年を超える長期ビジョンの策定につきましては、その際に改めて検

討するとともに、市民参画の下、市の目指すべき新たな将来像をどのように描くべ

きか、議論を重ねることが重要であると考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １番、三上寛了君。 

○１番（三上寛了君） お答えいただいたことで、現状がよく把握できました。 

 そのようなあわら市の総合振興計画、前期、後期合わせて１０年という計画が存

在していること、よく分かりましたし、それを基にあわらのまちづくりが行われて

いくということは非常に重要であり、特に、１０年というスパンは、現世代が暮ら

しやすいまちづくりをしていく上では本当に重要であり、これはぜひ推進していっ

ていただきたいというふうに思います。 

 ただし、もう少し長い目で見たビジョン、それは、子や、やはり孫の世代ですね、

その世代がどうなるのかという目線を持ったビジョンというのは、特に産業とか教

育といった、後々にまでつながっていくような分野については重要であるというふ

うに認識しております。 

 今おっしゃっていただいたように、５年後の策定ということも非常に重要なので、

そこで議論をしていただくこともとてもありがたいのですけれども、５年待つので

はなくて、５年後の策定を目指した議論というものを重ねていくことはできないで

しょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） １０年後、２０年後を見据えて計画をつくるということはど

ういうことかというと、これは僕の理解ですけれども、１０年、２０年先のロード

マップをつくるということは難しいです。常に情勢は変わりますから。僕が３年間

やっていても、コロナが起こり、新たなＤＸが起こりというんですから、それは見

込めない。 

 でも、僕が言う１０年、２０年先を見込むというのは、１０年先、２０年先がどう

いう状況になっていて、どういう将来を目指すかという将来像を描くということで

すね。将来像を描いて、じゃ、今この時期にその将来像に向けて何ができるか、何を
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すべきかということを我々はこの施策の中でやっているというふうにご理解いただ

けると、これは僕の考え方かもしれませんけど。ただやたらに、ここにこうやって

ビジョンの中身をやっても、なかなかそこをすくえていないので、前の西川県政の

ときには長期の総合振興ビジョンはつくらなかったんです、西川前知事さんは。そ

れだけ世の中、常に変わるのでと。でも、今回、杉本知事は、県民の参画を得て、福

井県、どうするんだということを分かりやすくする必要があるというので、県の長

期ビジョンをつくったわけです。 

 我々は、今回のこのビジョンをつくったときに、県のビジョンというのも大事な

んです、上位で。県はこういう方向に行くと言っているわけですから。ですから、

我々もそれなんかも見てみて今回のビジョンを見直しています。その中には、ＳＤ

Ｇｓの問題に取り組むとか、あるいは、あわらとか坂井エリアをどういうふうに県

はしようとしているのかということも当然捉える必要があるので、僕らがここで見

ている以上に、県のところなんかも考える必要があるということも大事だと思って

います。 

 その中で、県のビジョンには活力人口という言葉を使ったわけです。そういう意

味において、杉本知事が言う活力人口、県が考える活力人口という考え方は、これ

までの交流人口以上に、もっと身近なところでどれくらいかということをやるのに

関係する人口なんかも含めてやるんだという考え方があったので、うちもその考え

方も取り入れました。 

 ただし、県の言う活力人口という考え方は定義がないんですね。今の７０万人を

１００万人の活力人口にするというだけの考え方で、細かくは議論されていない。

だから、私どもは、さっき言った、これまでの前期基本計画にはなかった目標とい

うのをつくりましょうということで、後期基本計画では目標、それも漠っとした、

細かく売上げはどうだとするんじゃなくて、まず、我々が担う、減少における人口

をどうするかを補うべく、関係する人口とか交流人口をどうしようかということを

しっかり考えないと立ち行かなくなるよということで、活力人口１０万人という、

今８万人だけど、あと２万人増やしましょうということを目標に掲げたというよう

な感じです。 

 ちょっとくどくど言いましたけれども、おっしゃるように、これができたからと

いって、将来のことを語らないとか、２０年先、３０年先を語らないというわけじ

ゃないですよ。特に今、我々がやろうとしているあわら市のスマートシティとかＤ

Ｘの社会というのは、僕らは分からない部分がいっぱいあるので、それこそ若い人

の世代も含めて、５年後、１０年後、ＤＸでこんなまちにしていくんだというよう

な議論は活発にして、そういう中で、いろんな施策とか、市民にできることはして

もらうということをやっていくことが今は大事かなと、僕はそう考えています。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） 今お尋ねの中に、次の振興計画、どのように始動していく
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か、策定に取り組むかということについて私からお答えいたします。 

 通常、先ほど申し上げましたように、１０年間を期間とし、次、令和７年度に終え

ますので、７年度に策定すると先ほどお答えいたしましたが、通常、基本構想を策

定する際には、その２年程度前から現状分析等を行うための準備を進めてまいりま

す。そういった中で、今、市長が申し上げたような現状の情勢であるとか、あるいは

今後の将来像はどうあるべきかとか、そういったことの現状分析を踏まえながら策

定準備に入ってまいります。 

 先ほどの最初のご質問でもございましたが、どのように市民が関わっていくべき

かということでございますが、この基本構想策定の際には、また改めて基本構想策

定委員会、これが長期ビジョン策定委員会になるかも分かりませんが、そういった

ものを設置いたします。その際に、広く市民の皆様に参画をお願いし、議論に加わ

っていただくということを予定しております。 

 さらに、１０年を超える構想に関しては議会の議決をお願いすることになってお

りますので、議会の中でも十分ご議論をいただいて、最終的に議決を経て決定をし

ていくと、こういったプロセスになりますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １番、三上寛了君。 

○１番（三上寛了君） ただいまお答えいただき、市長には生の声をいただき、そして、

副市長には制度面でどのようになっていくのかということを教えていただき、非常

によくこれも理解することができました。 

 実際に、私が今思うことというのは、今、市長がおっしゃってくれたような、まず

生の声というのを聞かせていただくことが非常に重要かなと考えております。今の

ように、本当にこうしていきたい、あわらをこのようなまちにしていきたいんだと

いうような考えをお聞かせいただき、それが一人一人の市民の、何よりも自分事に

なることということがこれからのあわらの発展にとって最も重要だと思っています。

できる限り開けた形で、オープンにして議論ができる環境づくりをぜひ早いタイミ

ングでお願いできるとありがたく思います。 

 そして、もう一点だけ、もう少しだけ詳しく聞かせていただきたいんですけれど

も、そのように行政と市民が手をつないでまちづくりを行っていくと。その際に、

行政としての体制づくり、例えばですけれども、市民参加型で意思決定のプロセス

を経ていくような仕組みづくり、もしくは、小規模多機能自治のような自治体制と

いうものをある程度用意して、そのような形で市民が自主的にまちづくりに関わっ

ていけるような環境を整えることはいかがでしょうか。お聞きしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 今の人口減少、少子高齢化の中で、今おっしゃったキーワード

の一つである小規模多機能自治という話がございますけれども、全てが行政ででき

るなんて考えられません。これは、各集落とか地域等の連携が必要なんですけれど
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も、私どもが今考えているのは、もともとの旧小学校単位であるとか、公民館単位

ぐらいで、そこでそのエリアのことをみんなで少し広域的に連携して協力してやる

というような仕組みが大事だと思っています。 

 今の公民館というのは生涯学習の場であるということで、教育委員会に所管があ

るわけです。そこで何かやろうとすると、いや、それは教育委員会の施設だからで

きませんとかという話になるんですけれども、前々から小規模多機能自治というの

は、１年ほど前から僕は言っているんですけど、今コロナであったりとかでなかな

かできていませんが、将来的には、自分の集落だけでできない部分を少し広めて、

広域的に検討するような小規模多機能自治というような仕組みをつくると、より行

政に参加できる仕組みの一つになるという考え方もあります。 

 その中で、防災のこと、健康づくりのこと、あるいは、その地域の村づくりの活性

化のこととか、いろいろエリアで知恵を出し合えるような仕組みをつくるというよ

うなことも大事だと思います。 

 なお、昨年来、創造戦略部をつくって、市民協働課というものをつくって、それは

まさに今言うところの、市民がいろんな参画をしてやってもらう担当課をつくった

わけです。ただし、今やっているのは、移住定住とかを中心とするところと、ふるさ

と納税とか、男女共同参画とかをやっている二つの島なんですけど、昨日、僕は三

つ目のところで、市民のいろんな活動を活発化したいという考えがあると言いまし

たけど、市民協働課は機能強化する必要があると思います。 

 それぞれの部署が市民を参画させる仕組みはつくる、それは一つの課ではできな

いわけです。いろんな課がやらなあかんのですけれども、そういうことを取りまと

めて、太鼓を鳴らすようなところとして今の市民協働課、グループを離して、もう

一つ、本当に純粋な市民活動を促していくようなところをつくるのは、今後自分が

進めているビジョンを進める上では必要じゃないかと、市の幹部の中ではそういう

話はしています。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １番、三上寛了君。 

○１番（三上寛了君） 市長がそのような考え方でこの先を見ていただいているという

ことは非常に今よく分かったので、ぜひ市民と手を携える形でそのような議論を今

後も継続していっていただけると、とてもありがたく思います。そして、市長だけ

ではなく、ぜひ行政の皆さん、ここにいる方だけではなく、全員が本気で取り組ん

でいくことがとても重要だと思っています。ぜひ本当の声を聞かせていただけると

とてもうれしいです。よろしくお願いします。 

 では、二つ目の質問に行かせていただきます。こちらはちょっと具体的な話とな

ります。 

 市民の課題解決というテーマで少し質問させていただきますが、特に市民に対し

ての課題解決というのは、行政にとってはとても重要なテーマかと思われます。そ

の促進について、今回は特に情報分野についての質問をさせていただこうと思いま
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す。 

 まず、現代において、とても情報化が進んでおり、市政を分かりやすく、そして市

民の課題が解決しやすくなるためには、市政に関するデータのオープン化が必要で

あるというふうに様々なところで言われております。国内外においても、オープン

化されたデータを用いた社会活動というものが非常に活発になっており、そして、

最も最近の話題で言うと、シビックテックと呼ばれる、市民がテクノロジーを活用

し、地域課題を解決していくというような新しい取組がなされつつあります。 

 具体的に言いますと、例えばごみの収集日だとか、出し方だとかというものを住

所ごとに簡単に検索ができるようなアプリがつくられていたりだとか、そのように

身近な生活を変えていくものから、もうちょっと大きいところで言うと、海外の事

例ですけれども、市政の議論、市はどのようなことをしていくのかというような意

思決定の議論も、市民が気軽に声を上げられるようなプラットフォームというもの

ができており、参加率も非常に高いと。これはスペインのバルセロナの事例ですけ

れども、そのようなことが様々なところで行われております。 

 そんな背景を踏まえて、我が市でも行政のデータというものを市民が活用しやす

い形で提供していただく体制づくりというものを進めていただきたいというふうに

思っております。その本当の第一歩としまして、今回は市のデータ提供についての

現状、それから将来の展望についてご質問したいというふうに思っております。 

 現在、あわら市では、公共トイレだとか公共施設といった、一部のデータについ

てはオープンデータ化していただいております。今後、それ以外の市の独自のデー

タについて、例えば市民のアンケートや、もしくは行政評価などについてもオープ

ンデータ化していただくことは可能でしょうか。 

 そして、それ以外にも、市の財政状況を示すようなデータとして財政状況資料集

というものがあるんですけれども、こちらは現在、総務省のホームページ上からア

クセスする形になっています。そちらについても、市のほうでリンクを貼っていた

だいて、市民が分かりやすい形で提供していただけないでしょうか。 

 そして、先ほど述べたシビックテックといった新しい市民の市への関わり方とい

うものが生まれてきております。そのような市民が主体となった課題解決の取組に

ついて、市としてご協力いただけるのかということを質問させてください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） 市政の見える化と課題解決の促進における１点目の二

次利用がしやすい形でのデータの開示についてお答えします。 

 平成２８年１２月に施行された官民データ活用推進基本法において、国及び地方

公共団体はオープンデータに取り組むことが義務づけられました。市町村において

は努力義務とされておりますが、本市におきましても、市の保有する公共データを

二次利用がしやすい形で提供することは、経済活性化や行政の高度化、効率化が期

待され、市民参加、官民協働の推進を通じた様々な課題解決、行政の透明性、信頼性
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の向上につながるなど、市の新たな強みになると考えています。 

 現在、福井県と県内１７市町は、福井県オープンデータライブラリにおいて、施

設情報やごみ収集日、避難所などのデータを主にＣＳＶ形式で共同公開しています。

このほか、市のホームページなどでは公共データの情報を公開しておりますが、こ

れはＰＤＦを中心に、基本的に人が読むことを前提とした掲載となっています。こ

のため、大量、多様なデータを高速に横断的に組み合わせて処理することができな

いデータとなっております。 

 今後、オープンデータを進めていくためには、庁内体制の整備、職員の意識改革、

保有データの洗い出し、システムの整備、ルールづくりなど、環境の整備を行う必

要があります。 

 いずれにいたしましても、オープンデータについては、現在策定中のＤＸ推進基

本計画に基づくアクションプログラムにおいて具体的な検討を進めてまいりたいと

考えております。 

 また、地方公共団体には、地方財政状況調査など、法令等に基づく調査が多くあ

り、これらの調査結果は国の各省庁のホームページ上で公開しているものもありま

す。それらについては、今後、できる限り市のホームページの関連ページの中でリ

ンクをさせていただきたいと思っております。 

 次のシビックテック推進への協力についてお答えします。 

 シビックテックは、市民（シビック）とテクノロジーを掛け合わせた造語ですが、

近年、市民が望む社会をつくり上げるため、市民を中心に情報通信技術（ＩＣＴ）や

データを活用し、地域が抱える課題を解決しようと取り組む動きが出てきておりま

す。また、市民の目線から、行政サービスの効率化や利便性の向上、最新テクノロジ

ーを駆使した行政参画や行政の透明性、信頼性の向上などを通して、行政の在り方

や施策に変革を与えてくれる可能性を秘めているものと思います。 

 本市においては、少子高齢化や人口減少、さらには、地域の担い手不足や空き家

の増加、災害の大規模化、激甚化など、様々な課題が山積みしており、これらの地域

課題を効率的、効果的に解決を図っていくためにＤＸを推進していくこととしてお

ります。 

 こうした中、市民と共にＤＸを進めていくためには、市民自らがテクノロジーを

活用して地域課題を解決するというシビックテックの取組は、とても重要であると

考えております。また、複雑化、多様化する近年の行政需要に的確に対応していく

ためには、市民が積極的に行政に参画するシビックテックの動きは、大いに歓迎す

べきものと考えております。 

 このシビックテックを推進していくためには、オープンデータへの取組が重要で

あり、現在の出せるデータの拡充と利用しやすいデータへの移行が不可欠となりま

す。 

 こうしたことから、１点目のご質問でもお答えしたように、今後、オープンデー

タ化を推進するとともに、このシビックテックへの取組に協力してまいりたいと考
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えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １番、三上寛了君。 

○１番（三上寛了君） お答えいただいたように、オープンデータ化の促進、それから、

シビックテックへはご協力の意思を持っていただけているということが確認できて、

非常にありがたく思います。ぜひ今後とも、その部分についてはよろしくご検討を

お願いしたいと思います。 

 難しい印象を抱く方が多分多いと思うんですけれども、この話は、最終的な形と

しては、市民が分かりやすく、ワンストップで課題が解決できるというようなプラ

ットフォームの開発につながっていくと思われますので、ぜひ活発な議論をしてい

ただきたいというふうに思います。 

 そして、もう一点だけ再質問をさせていただきますが、先々への検討ということ

は、そこは理解できたんですけれども、早期の段階では、多分この体制が整うこと

は難しいのではないかなというふうに聞いていて感じました。 

 現状のデータ、先ほどおっしゃっていただいたように、現状、市のホームページ

上で閲覧できるデータはＰＤＦと呼ばれる、見ることに特化した分かりやすいデー

タということになっております。逆に、それを使う場合、数字を使っていろいろな

ことを見せていきたい、市民がデータを活用したいといった場合には、やはりエク

セルのデータ形式だとか、もしくは、一般的なＣＳＶと呼ばれる形の、数値が並ん

でいるデータ形式と呼ばれるものが適しているため、もしできるならば、そのよう

な形、ＰＤＦだけではなくて、エクセルやＣＳＶといった形のファイルもご提供い

ただけないでしょうか。 

 また、ほかの市町にも多くのオープンデータ化の例はあり、オープンデータだけ

ではなく、出している通常のデータもあるんですけれども、そのような他の市町で

は利用可能な情報についても、あわら市としても同様のデータを出していただける

ようご協力いただけないでしょうか。お聞きします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） ありがとうございます。 

 オープンデータ、大本は、先ほど議員もおっしゃったように、アプリの開発に役

立てるということが最大の目的で、ＣＳＶがこれまでの中心であったということで

ございます。しかしながら、全国的にアプリの開発はあまり進んでおりませんで、

あわら市ではごみのアプリ、ゴミわけるチャンでしたか、そういうものは開発され

ておりますが、おっしゃるように、オープンデータ、今までの形式だけでは進まな

いと。 

 ご提案の内容でございますが、議員のご質問の中にもありましたが、他の自治体

ではそういった協議会が立ち上がるとか、市民団体ができるといったような動きも

ございますし、まだあわら市の中ではそういう動きがございませんが、できました
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ら、昨日、吉田議員のご質問に答える形で市長も申し上げましたが、市民のそうい

う活動に対する新たな仕組みと、それを支援する体制を整えるという、この中には、

こういったことについての市民活動、あるいは市民団体、グループでも結構なんで

すが、行政データを活用して、それを市政に反映したいんだといったような動きが

出てきて、そこからのお声で、こんなデータがいただきたいというご提示があれば

非常にスムーズにできるのかなと考えております。そういったこともぜひともお考

えいただければと思います。 

 それともう一点、財政データ等をエクセルで出すことは可能なんですが、これま

でＰＤＦで出してきた考え方とすれば、それが生データですと後でいろいろ加工が

できてしまうので、言わば、改ざんという言葉はおかしいですけれども、誤った情

報に変更されてしまうことが危惧されるので、それができないＰＤＦが中心であっ

たということですので、生データそのままがいいのか、先ほど申し上げたように、

こういう加工の下にデータが出せないのかと、こういったご議論をいただいた上で

ご請求いただくという仕組みも考えるべきではないかという具合に考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １番、三上寛了君。 

○１番（三上寛了君） 今お答えいただいたように、まさにデータの利用というのは、実

際にはよい方向だけではなくて、いろいろな可能性があることですので、十分ご検

討をいただきたいかなというふうにこちらも思います。 

 そして、それは活用する人あってということも間違いないので、そのあたりにつ

いては、私たちも活用法というものについてどんどんと見識を深め、実践をしてい

くことが重要かと思っております。 

 実際、福井県においては、最近の話ですけれども、６月２５日にシビックテック

を推進するＣｏｄｅ ｆｏｒ ＦＵＫＵＩ、もともとはＣｏｄｅ ｆｏｒ ＪＡＰ

ＡＮという日本全国におけるシビックテック推進団体なんですけれども、福井でも

そういう活動が徐々に盛り上がってきております。 

 まだまだ遠い話というわけではなく、もう間もなく一般的に語られる議論だと思

われますので、ぜひなるべく迅速な、そして、他市もしくは海外の事例を参考にし

て、早い動きというものを意識して進んでいっていただけると非常にありがたいと

思います。 

 細かい部分はまたお話しさせていただこうと思いますけれども、今回の一般質問

については以上とさせていただきます。 

○議長（山田重喜君） 暫時休憩いたします。再開は１１時１０分といたします。 

（午前１０時５４分） 

                                        

○議長（山田重喜君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１０分） 
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◇島田俊哉君 

○議長（山田重喜君） 通告順に従い、３番、島田俊哉君の一般質問を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） それでは、通告順に従いまして、３番、島田俊哉、質問をいたし

ます。 

 今日は二つのテーマで質問をいたします。 

 まず１点目でございますが、地方創生応援税制への取組についてということで質

問します。 

 聞き慣れない言葉だと思いますけれども、この地方創生応援税制、通称企業版ふ

るさと納税につきましては、５年前である平成２８年に創設された制度でありまし

て、内閣府が認定をした地方公共団体の地域再生計画に対して企業が寄附を行った

場合、損金算入による軽減効果（寄附額の３割）と併せて、令和２年度からは拡充を

され、税額の控除（寄附額の最大６割）、合わせまして二つで寄附額の９割が軽減さ

れ、寄附をした企業の実質的な負担が１割まで圧縮されるという制度でございます。 

 この制度に取り組むには内閣府の認定が必要であることから、令和２年度の第３

回認定（令和２年１１月）において、内閣府よりあわら市の地域再生計画が認定を

受け、令和２年度から企業版ふるさと納税を受け入れることが可能になった。つま

り企業の受皿をつくったということですが、その後の取組状況、例えば本社が市外

にある企業への寄附の働きかけなどはどうなっていますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） あわら市も令和２年度から地方創生応援税制（企業版

ふるさと納税）を受け入れることが可能になったが、その後の取組状況はどうかと

のご質問にお答えします。 

 本市では、昨年度の機構改革において、幅広く市民の活躍を促すとともに、積極

的に市民と協働しながらまちづくりを進め、活力ある魅力的なあわら市の創造を図

る一環として、創造戦略部市民協働課を新設し、ふるさと納税業務を移管したとこ

ろです。 

 以降、本市では、ふるさと納税のさらなる増額を目指して、市内の返礼品提供業

者と協働しながら、ポータルサイトの増強などによるＰＲの強化や返礼品の充実に

取り組んでまいりました。 

 その結果、昨年度は寄附額が約１億１,０００万円、前年度比１.７倍、また本年

８月末現在は前年度比２.６倍、約２,７００万円の寄附額となっております。 

 ご質問の企業版ふるさと納税制度につきましては、各自治体が定める地域再生計

画に掲げた事業の推進に対して、企業から寄附を受け入れることができるものです。

本市においても、令和２年度の制度改正に合わせて、昨年１１月に国から地域再生

計画の認定を受け、以後、市外企業から寄附を受け入れられるようになっておりま
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す。しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、これまで具体的

な市外企業への寄附の働きかけはできておらず、受入れ窓口を整えるにとどまって

おります。 

 市といたしましては、今後、市ホームページを通じて企業版ふるさと納税制度を

広く周知していくとともに、新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、あわら

市ゆかりの企業に直接訪問し、寄附の協力をお願いするなどしていきたいと考えて

おります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） ただいまの答弁は、これまで企業の働きかけはできていない、今

後は寄附の協力をお願いしたいということでしたが、この事業は内閣府の認定まで

受けて受皿整備をしたにもかかわらず、議会への報告もありませんでした。また、

市の広報やホームページなどでも何らＰＲしておらず、市職員においても、この事

業を知っているのは関係する一部の職員という状況でございます。 

 あわら市がこの事業に取り組んでいることを知るには、内閣府の企業版ふるさと

納税ポータルサイトを見るしかないということになっていますが、このような状況

では到底企業からの寄附は見込めないと考えますが、これまでこの事業をオープン

にしてこなかったことについて何か理由はありますか。 

 それと、先ほどの答弁の中で、通常の個人のふるさと納税業務に取り組んでいて

幾ら実績があったという答弁がありましたが、聞いている人は、今回の企業版ふる

さと納税と通常の個人のふるさと納税を混同するので、今回の答弁では、通常のふ

るさと納税はちょっと横に置いておいていただけますか。 

 オープンにしてこなかった理由を教えてください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） オープンしてこなかった、そのまま申し上げますと、そ

こに取組が弱かったということでございます。先ほどふるさと納税のほうは言うな

とおっしゃられましたが、そちらのほうに今は力を注いでいるというところでござ

います。 

 ご指摘のように、ホームページ等々、先ほども申し上げましたが、この制度に対

してのＰＲを今後進めていかなければならないこと、反省しつつ進めていかなけれ

ばならないということで、ホームページももうすぐアップさせていただき、今後取

り組んでまいりたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 令和２年度における寄附額の実績は、今定例会に提出されてご

ざいます決算書を見るとゼロであります。開始初年度におきましていきなり実績を

得るということは困難だとは思いますけれども、令和３年度、今年度に入ってから
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も、今月末でやがて上半期を終えようとしている時期でございます。これまでに議

会に対し報告や、また広報などで寄附を受けましたよというふうなお知らせもない

中で、令和３年度は実施２年度目として、企業から寄附を受けるような予定はあり

ますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） 現時点では、どの企業からも幾らというお話はできて

おりませんので、今のところ受入れ予定があるのかと聞かれますと、今のところは

ございません。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 現時点で今年度も寄附の予定がないという残念な答えでしたが、

令和２年度の全国的な寄附実績を言うと、寄附額、寄附件数、寄附をした企業数、い

ずれも前年比１.５倍から３.３倍となっており、令和２年度、寄附を受けた自治体

数は５３３団体でございまして、前年度比１.８倍、平成２８年度からの累計は６４

１団体と、企業版ふるさと納税の寄附実績は大きく増加しております。 

 また、身近な隣接市の寄附実績でいうと、坂井市では本年度までにみくに龍翔館

の整備に５００万円、学生応援プロジェクトに１０万円の寄附を受けています。 

 市長は、坂井市のことをあわら市の３倍パワーがあるという言い方をしますけれ

ども、３倍強い坂井市でも企業からの寄附を募る努力をしておるのです。また、加

賀市においても、本年度、５月に観光コンテンツ開発にと３,０００万円の寄附を受

け、北陸新幹線の開業に備えております。 

 このように、全国の多くの自治体が制度を活用しているという状況ですが、あわ

ら市も他の自治体に後塵を拝することなく、もっとスピード感を持って取り組む考

えはありますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 昨年度、市民協働課をつくって、ふるさと納税について一生懸

命やっています。 

 私の指示が悪かったのかも分かりませんけれども、まずは通常のふるさと納税に

ついて力を入れるように指示しておりました。 

 コロナ禍において、企業回りというのは至ってできません。そうした中において、

我々はそちらに集中していたということで、ふるさと納税に係る業務について怠っ

ていたとは思っておりません。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 今定例会に提出されております令和２年度の決算議案について、

主要施策の成果報告が併せて提出されております。この成果報告につきましては、
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任意のものでなく、地方自治法の規定により議会に提出しなければならない重要な

ものであります。 

 あわら市が令和２年度にスタートさせた企業版ふるさと納税制度は、財政難に苦

労するあわら市にとって企業からの寄附に期待するところは大きく、重要で大きな

事業であると考えます。担当職員が努力し、地域再生計画を策定して内閣府の認定

を受け、受皿整備をしたこと自体が一つの大きな成果であるというふうに考えます。 

 たとえ令和２年度における企業からの寄附額がゼロであったとしても、成果報告

書には企業版ふるさと納税の項目を設けて、その旨や今後の方針を明記すべきであ

ると考えますが、いかがですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） 議員ご指摘のとおり、今回、予算決算としては数字はゼ

ロでございますが、事務の成果、事務の実施があるものについては、今後記述させ

ていただきたいと思います。 

 また、今回の議会においてもその状況を、書面はもう修正できませんので、口頭

なりでご報告させていただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） それでは、成果報告の追加資料として、決算審査資料の提出期限

である今月１７日までに、他の資料と併せて提出していただけますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） 用意させていただきます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 認定を受けたあわら市の計画を見ますと、大きく四つの寄附活

用事業が示され、令和６年までの５年間で８億５,０００万円という寄附の目安が設

定をされております。 

 この制度については、令和２年度において大きな制度の見直し、充実が図られ、

興味深い点では、企業からの人材派遣の人件費を寄附金とみなすこともでき、自治

体では専門的な知見を有する人材の確保が人件費の自治体負担なく行えるというこ

とになりました。 

 このことから、この制度を活用する自治体は令和２年度に大きく増加しており、

本年７月時点では市町村数で１,１４８と、全体の６８％にも達しており、あわら市

もそのうちの一つの自治体であります。 

 また、現在では企業から寄附を受けたい自治体を公募するという取組もございま

す。 

 以上の本制度の充実や企業からのアプローチもあるという状況を踏まえ、あわら
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市としてもこの制度を大いに活用し地域活性化に努力すべきであると考えますが、

残り３年半の期間で具体的に企業からの寄附を受けて取り組むんだという事業の絞

り込みや、事業実現のための企業への働きかけの計画等の体制整備はどうなってい

ますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 創造戦略部長、西川佳男君。 

○創造戦略部長（西川佳男君） あわら市の企業から寄附を受けて取り組む事業として

は、議員おっしゃられました四つ、あわら市における安定した雇用を創出する事業、

多様なつながりを築き、あわら市への新しいひとの流れをつくる事業、結婚・出産・

子育ての希望をかなえる事業、そして、ひとが集い、安心して暮らすことができる

魅力的な地域をつくる事業としております。 

 これらを幅広くやっておりますので、企業へのアプローチとしましては、現時点

では事業の絞り込みを考えておりません。ただ、今後いろいろ研究していく中では、

絞り込みが有効となれば策は講じていきたいと考えております。 

 企業への働きかけにつきましては、各県人会や関西あわら会など、市内に工場を

立地する企業や本市にゆかりの深い企業に対して、今後、積極的にアプローチして

いきたいと考えております。さらには、必要に応じまして市長によるトップセール

スも行うことと考えております。 

 議員各位におかれましても、本市に関係が深い企業をご紹介いただくなど、事業

の推進にお力添えを賜りますようよろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 具体的な事業の特定が困難な場合は、標準財政規模の１０％を

上限に目安にすることができ、あわら市はその上限額を目安にしたということは理

解できました。その８億５,０００万円を上限の目安に、残り３年半で企業からの寄

附を得るということは至難の業であり、万全の体制を整える必要があると考えます。 

 しかしながら、追い風としては、最近の日本企業におきましてもＣＳＲという社

会貢献活動が盛んになってきています。企業の価値観として、収益を追求するだけ

でなく、環境保護やボランティア、寄附活動などの社会貢献をどれだけ行っている

かという企業の社会的責任が問われる時代となっております。 

 ＣＳＲ活動の筆頭は環境保護ですが、最近では文化支援、人権保護、女性活躍、貧

困、疾病などにも広がりを見せております。あわら市においても、企業がどういっ

たテーマに社会貢献したいと考えているかも踏まえ、あわら市の寄附活用事業を設

定することだと考えます。 

 また、この事業の成功の鍵は、市長のトップセールスも重要ですが、市の執行機

関や議員はもとより、市民、市民でなくても市出身者であるあわら市に縁のある方、

また関係人口と言われるあわら市を応援してくれる方など多くの人が、あわら市は

企業からの寄附をもらってこんな事業を実施し、市の活性化を図りたいんだとの共
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通の認識を持ち、全員がセールスマンとなって企業に寄附の働きかけをすることが

ポイントとなると考えます。 

 市民やあわら市に縁のある人で、市外の企業経営に携わっている人も多くいると

思いますし、多くの人の口コミからどういった縁で寄附が実現されるか分かりませ

ん。残り３年半、最後の年度となる令和６年度は、あわら市にとって北陸新幹線の

芦原温泉駅開業、また、あわら市合併２０周年、あわら温泉開湯１４０周年、日本最

大の観光キャンペーンである北陸デスティネーションキャンペーンなど、今後のあ

わら市の運命を左右すると言っても過言でない大切な時期を迎えます。 

 内閣府からの大切な認定書を書庫にしまっておかず、企業版ふるさと納税を大い

に活用してあわら市の活性化を図り、少子高齢化の中でも持続可能なまちづくりの

実現に向け、私も一議員として、一市民として努力したいと考えますが、市長はど

のように考えますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 今言っています８億５,０００万円ということですけれども、

議員ご指摘のとおり、これは目標額を記載したわけではございません。法の規定に

よりまして、先ほど言った財政標準額１０％相当額以内を用いることが可能という

ことで、平成３０年度あわら市の標準財政規模である８５億９,０４０万８,０００

円を基に内閣府と事前に相談をし、受領することができる寄附額の上限となる目安

を８億５,０００万円としたということでございます。したがいまして、寄附の金額

の目標額として記載のある８億５,０００万円は寄附額の上限額であり、目標額とし

ての記載したものではありません。 

 だからといってどういうわけじゃないんですけれども、今８億５,０００万円が目

標みたいになっているから、どうのこうのというような責めのされ方は、市民にと

ってちょっと誤解があるので、そこはそういう数字だということだけは申し上げて

おきます。 

 その上で、今コロナ禍において、先ほど部長が言いましたように、動きようにも

動けないわけです。これは観光誘客についてもそうです。県外に行けないんです。

企業回りできないんです。そういう状況の中で実際できてこなかったということに

ついてもご理解をいただきたいと思います。 

 なお、一般の普通のふるさと納税につきまして、今とにかく坂井市に追いつけ追

い越せという中で、坂井市とも連携しながら一生懸命やっております。そうした中

で、限られた人員の中で、企業版のふるさと納税について力が及んでいないという

ことについては、私も反省をいたします。 

 今後、体制を整える中で、コロナが収束した暁には、いろんな形でこの金額につ

いても頂けるように頑張ってまいりたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 
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○３番（島田俊哉君） 私も８億５,０００万円にこだわっているわけではございません

けれども、みんなで力を合わせてやっていきましょうということを申し上げただけ

でございます。 

 続きまして二つ目の質問事項、芦原温泉上水道財産区水道事業について質問を進

めさせていただきます。 

 ご案内のとおり、芦原温泉上水道財産区は地方自治法によって認められた法人格

を持つ特別地方公共団体でございまして、温泉地区で水道事業を営む財産区として

は全国で唯一無二の存在であります。 

 その始まりは、明治１６年に温泉が発見された翌年の明治１７年に、温泉区民が

竹管を導入管とした共同の井戸による簡易水道を創設したことが起源でございます。

その後、今日に至るまで、財産区民の生活や、商売の源である水の供給に尽力し続

けると同時に、福井県ナンバーワンのあわら温泉の発展を水の面から支えてきたこ

とは、まさに先人から受け継いできた努力のたまものであり、財産区民のプライド

でございます。 

 現在では人口減少等の状況を背景に、財産区の給水人口は約２,８００人、年間給

水量も約１００万トン、令和２年度はコロナの影響もあり８５万トンまで減少して

しまいましたが、管理者においては、おいしい水を安心・安全に供給し続け、あわら

温泉を支えているプライドと責任を持ち続けて財産区の経営に取り組んでいるもの

と考えますが、平成３０年度から３年連続の赤字決算や、今年４月からの水道料金

の値上げに踏み切ったこと、また近年、市の上水道との統合までささやかれる状況

下において、どのような決意、信念を持って今後の財産区の経営のかじ取りをしよ

うと考えておりますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） ご質問の芦原温泉上水道財産

区水道事業の運営について、どのような決意、信念を持って今後の財産区経営のか

じ取りをしようと考えているかとのご質問にお答えします。 

 まず、ご質問の中の財産区の歴史説明は議員ご認識のとおりでございますが、財

産区設立までの経緯について改めてご説明させていただきます。 

 明治１６年に温泉が発見され、翌１７年には温泉区民により竹管による簡易水道

を建設したのが始まりとなっております。明治３０年に北陸線が開通し、同４３年

にその支線である三国線が開通したことにより、入浴客も飛躍的に増加し、水需要

が増えたことから、大正９年に県内で初めて上水道布設が認可され、同１５年に給

水を開始しております。 

 この事業の建設費用は、温泉３区、いわゆる財産区民の借入れによって賄われ、

創設費の償還及び維持管理の費用も賄われ、現在に至っております。 

 こうした経緯があり、昭和３０年の芦原町と北潟・本荘村の合併の際、温泉区民

の水道としてその権利が損なわれることがないよう、芦原町議会の議決及び福井地
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裁の判決により施設の所有権を確立し、同年８月に温泉区民の財産として、地方自

治法による財産区を設置しております。 

 また、昭和４３年には地方公営企業の適用を受け、平成１６年のあわら市合併の

際にも、同法に基づき財産区として存続し、今日まで独立採算制の原則の下、独自

の運営がされているものでございます。 

 平成２７年に北陸新幹線金沢開業の効果もあり１２２万トンまで回復した年間給

水量も、年間給水量の６割弱を占める旅館営業用等の給水を抱える当財産区におい

ての温泉旅館数の減少、居住人口の減少、節水器具の発達、それからまた近年頻発

する自然災害や新型コロナウイルス感染症の負の影響により、令和２年度には８５

万トンにまで落ち込んでいる状況でございます。 

 以上のような状況に加え、あわら市から分水されている県水受水量は１日２,８５

０トン、年間１０４万トン余りとなっており、必要水量とは別に県水受水の負担が

大きいのが現状でございます。 

 このような諸事情はございますが、平成３０年度から３年続けての赤字について

は、私が管理者に就任してからのものであり、責任を痛感しております。 

 また、あわら市の上水道との統合については全く考えておりませんが、大正時代

から守り抜いてきた財産区の豊富で良質な地下水、これは現在、牛山区のご協力に

より地下水をくみ上げておりますが、財産区民はもとより、あわら市民の水道であ

るとも考えております。 

 あわら市には当財産区のような水道があることにより、近年頻発する自然災害等

から、市と財産区の二重の体制で取り組むことができる強みでもあると考えており

ます。安全で安心のできる上水の供給をすること、また経営についても、健全な安

定した経営状態にすることが使命と考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 高橋管理者、本会議での初答弁、お疲れさまでした。 

 厳しい経営環境においても、財産区のプライドと責任感あふれる答弁内容を聞い

て、財産区民マインドを持つ私としても安心しました。 

 さて、３年連続の赤字決算となることについては、今ほどの答弁でも管理者とし

て責任を痛感しているということでしたが、令和２年度においては、市へ支払う県

水受水費を２,０００万円減額してもらっても赤字決算となりました。これは、新型

コロナ感染症による大口需要者の水道利用減が大きな原因であるものと考えますが、

結果的に３年連続の赤字決算となったことについて、再度、管理者の所感を伺いま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） 結果的に３年連続の赤字にな

ったことについては、前問でもお答えしておりますが、所感はあるかとのご質問に
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ついてお答えを申し上げます。 

 先ほども申し上げましたように、平成３０年度から３年続けて赤字となったこと

につきましては責任を痛感しておりますが、要因としては、平成２７年に１２２万

トンまで回復した年間給水量も徐々に減少し、近年においては、全国的に頻発する

台風や豪雨等の自然災害による観光人口の減少に加え、新型コロナウイルス感染症

の影響により、令和２年度は８５万トンにまで激減している状況でございます。 

 水道料金収入によってのみ運営されている事業といたしましては、独自の努力で

は解決のできない面があり、厳しい経営状況であるということをぜひご理解いただ

きたいと思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 事業内容が水道事業に限られている中、独自の努力にも限界が

あり、厳しい経営環境であることは十分理解できます。 

 次に、１回目の答弁で独立採算制の原則の下、独自の運営をしているとの答弁が

ありましたが、確認になりますが、財産区はこれまで独立採算を堅持し、旧芦原町

やあわら市からの赤字補塡は一切受けていないと承知しているが、それで正しいで

すか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） あわら市からの赤字補塡、あ

わら市イコール旧芦原町でございますが、赤字補塡は受けていないかとのご質問に

お答えします。 

 旧芦原町、あわら市からの赤字補塡は一切受けておりません。 

 ただ、令和２年度につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、国

及び県から緊急事態宣言が発出され、あわら市においても旅館や民宿、飲食業関係

事業者に対し休業が要請されたことから、これにより激減した給水量の減免措置と

して、財産区があわら市に支払う県水受水費、年間７,４３７万円のうち、影響のあ

った営業用の使用水量分を前年度と比較し、２,０００万円を軽減していただいたと

いうことでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 合併後の平成１８年、１９年また平成２２年、２３年も収支が赤

字となり、料金値上げにより、独自に自力で、市の赤字補塡なしで経営を立て直し

てきたことについても財産区民のプライドの一つであると私は考えますが、いかが

ですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） すみません、もう一度質問を
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お願いできませんか。ちょっと聞き取りにくかったもんで。 

○３番（島田俊哉君） 時間がカウントされてしまう。ノーカウントでいいですか。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） 要点だけちょっと言ってもら

えますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 合併後の平成１８年と１９年、また平成２２年と２３年も収支

が赤字となりましたよね。それで、そのときはその翌年に料金の値上げをしました。

ということで、独自に自力で、市からの赤字補塡なしで、料金の値上げで経営を立

て直したということですが、それも財産区民のプライドであると私は考えますが、

どう思っていらっしゃいますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） これは私個人的な話になりま

すが、水道料金の値上げも区民の方にお願いをいたしまして負担をかけております。

それ以外に、財産区というのは独立採算制の中で、余剰金は２億円ありましたので、

それの取崩しとか、そういうふうなものでしのいできたというのが現実でございま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 財産区の経営において、区域内人口の減少や節水型給水器具の

普及、さらには令和２年度のコロナによります水道使用の落ち込みなどに苦慮して

いるということでございますが、それ以外で経営上の懸案事項はありますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） 給水量の落ち込み以外に経営

上の懸案事項はあるかとのご質問でございます。 

 一番大事なことでございますが、当財産区においては給水区域も限られており、

例年の歳出費用についてもおおよそ１億５,０００万円程度の支出となっておりま

す。費用につきましては、歳出努力の効果にも限界があり、固定経費の約５０％程

度を占める県水受水費の負担が経営上の最大の懸念でございます。 

 ご承知のように、財産区の県水負担はあわら市からの分水となっており、昭和４

７年時の芦原町の居住人口比率で３３.３％、１日２,８５０トンの負担をしており、

龍ヶ鼻ダムの計画から約５０年、完全供給開始の平成７年からでも２６年、あわら

市となってから１７年を経過しておりますが、この負担率は全く変わっておらず、

経営上大きな負担となっております。 

 佐々木市長になられて、初めて財産区というものの中で平成３０年１２月に財産

区調査委員会を立ち上げていただきました。現在まで４回の会議を行ってまいりま
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した。途中、市のほうの料金改定の改定委員会や新型コロナウイルス感染症対策等

で１年以上会議が開かれない状況でございましたが、その間にも、あわら市として

は、県に要望書を提出し精力的に活動していただいてはおりますが、現在に至るま

で見直し、改善等の回答はいただいておりません。 

 財産区は県に対して、直接水量の見直しを要望することはできません。あくまで

もあわら市と交渉することになりますが、あわら市も現在１日６,０００トン強の余

剰水量を受け入れており、言い換えれば、あわら市と財産区は、県水に関しては運

命共同体であり、県水受水量が希望水量に変更となれば、様々な問題が解決される

と考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 県水受水費の負担が経営上最大の懸念であるということで、昭

和４７年当時の居住人口比率３３.３％の負担が今でも続いていると。 

 これにつきましては、昭和５３年に当時の芦原町と財産区において締結した、県

水受水量についての確認書についての話のことですよね。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） 今ほど申し上げましたように、

財産区調査委員会を立ち上げていただきまして、確認書の内容についての検討をし

ている途中でございます。 

 希望としましては、改善していただきたいという希望はございますが、今、話合

いの途中でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 確認書に記載されている財産区の県水受水量は、居住人口割で

受け入れるとなっていることについて、財産区の主張は、居住人口割ということは

読んで字のごとくであり、現在では財産区域の居住人口は旧芦原町内で計算しても

２５％にも満たず、ましてや、あわら市全体で計算すると１０％程度であり、その

ような中でも、現在でも３３.３％の負担を強いられていることについて、確認書に

記載されている居住人口割を主張して、そのとおりに是正をしてほしいと、市との

間で３年前から協議を重ねているんだという理解で正しいですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） おっしゃるとおりでございま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） しかしながら、これまでも、例えば実際に県水の受水がスタート
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した昭和６３年や合併した平成１６年時におきましても、そのときの居住人口割で

計算すると既に３３.３％を下回っていたと思いますが、毎年でなくても、節目節目

で現在要望しているような見直しの要望をしてきたことはございますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） ちょっと詳しい資料がござい

ませんが、最近の一番新しい資料としましては、平成２４年４月に、財産区の料金

改定をするに当たり、検討委員会から大きな負担となっている県水受水費を改善す

るべきではないかとの意見があり、同年２月、前市長でございますが、橋本市長に

同年２月に財産区管理会として、当時、口頭で受水量の見直しを要望してございま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 今回、以前にも平成２４年に同様の市への要望をしてきた経緯

があることは分かりましたけれども、そのときの市からの回答はどんなものでした

か。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） これについての正式な回答は

ございませんでした。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 財産区の主張が正しいとすると、昭和６３年の県水受水がスタ

ートしてから令和元年までの市への負担額の差額、分かりやすく言うと、財産区側

からいうと、過払い額というのは幾らになるかという考えはありますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） 非常に難しいご質問でござい

ますが、過去においては当時の財産区関係者が判断し支払いを行っているから、過

剰負担であると言い切ることはできませんが、そういった意味も含めまして、先ほ

ど申し上げました確認書、その他の財産区に対するいろいろなことについて、今後、

早急に市と協議ができればと考えてございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 管理者の答弁の最後に、市と財産区は、県水に関しては運命共同

体であり、県水受水量が希望水量になれば様々な問題が解消されるとの発言があり

ましたが、この希望水量という意味は、使用した分に応じてその額を負担する受益

者負担制度を意味しておりますか。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 芦原温泉上水道財産区水道事業管理者、高橋啓一君。 

○芦原温泉上水道財産区水道事業管理者（高橋啓一君） そのとおりでございます。引

受水量については、財産区の将来の見通しを立てた上で市と協議を行い、先ほど申

しましたように、改めて確認書の見直しをしていただきたいというのが私の気持ち

でございます。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 県が県水受水費について受益者負担制度に変更してくれたとし

たら、財産区は全く県水を使用していないので、基本的に県水受水の負担額はゼロ

になるということですね。 

 さて、ここからは市長に質問します。 

 財産区は３年前から、昭和５３年に当時の芦原町と財産区が締結した確認書に記

載されている居住人口割という文言に従い、県水受水費の財産区の負担割合の見直

しを求められ、これまで４度にわたり市と財産区の協議が重ねられてきましたが、

両者の合意には至っていないと承知しております。 

 市長においては、財産区からの要望に応じて財産区の負担割合を見直す、また、

３年を費やしても合意が得られないということは、４０年以上も前に締結された確

認書をベースにしては見直しが困難であるのではと私は考えますが、そうであれば、

未来志向で市と財産区が新しい確認書を締結するなどの何らかの決着を図る考えは

ありますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 今ほどきめ細かな質問を管理者にされました。管理者側とい

うんでしょうかね、財産区としてそういうような考え方があるということですが、

これは相手があることでございまして、市の考え方もありますので、大変申し訳ご

ざいませんが、答弁について、これまでの経緯もありますので、細かい説明となり

ますけれどもよろしくお願いいたします。 

 あわら市には、市が水道を供給する水道と芦原温泉上水道財産区が水道を供給す

る水道の二つがございます。後者は芦原温泉街を中心に、温泉３区、牛山の全部、堀

江十楽、田中々、二面、舟津、芦鶴の一部に水道を供給し、それ以外を市が水道を供

給しています。 

 一方、この市の水道といいますのは、ほぼその全てを県が運営する坂井地区水道

用水供給事業から受水をしています。芦原温泉上水道財産区の水道は、当財産区が

保有する井戸水で全て賄っています。そういう違いがあります。 

 県からの受水ということでございますが、昭和４７年に龍ヶ鼻ダムの建設に併せ

まして、県営による水道用水供給事業の設立を、当時、県に要望いたしております。
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昭和４８年に認可を受け、その認可に当たり、当時、坂井郡６町に責任引受水量と

いうものが決定しております。 

 県から受け入れる責任引受水量は、昭和４７年に当時の６町において合意したも

ので、１日当たり旧芦原町が８,５５６㎥、旧金津町が７,６２６㎥でした。これは

その当時、人口が増える、観光客が増えるという中で、こういうような責任引受水

量となったと思われます。 

 旧芦原町の責任引受水量には、芦原温泉上水道財産区の引受水量分が含まれてお

り、この量について昭和５３年に両者が協議を行い、確認書を締結し、決定してい

ます。この確認書では、旧芦原町の受水量（責任引受水量）の８,５５６㎥のうち、

財産区水道事業の受水量（責任引受水量）は、居住人口割で受け入れるとだけ定め

てあり、水量についての定めがありませんでした。 

 県から受水が開始されるのが１０年後の昭和６３年だったことから、当時の記録

が残ってなく定かではありませんが、財産区において協議の上、８,５５６㎥の３３.

３％である２,８５０㎥を引き受けることが決定し、県から満量を受けることになっ

た平成７年度以降、２,８５０㎥分の県水受水費を負担していただいております。 

 なお、昭和６３年の財産区の居住人口比率は２７.９％に下がっておりました。確

認書に記載がある居住人口割どおりに遂行されていれば、毎年または何年かスパン

で見直しされたり、県から受水を開始した昭和６３年や、旧芦原町と旧金津町と合

併した平成１６年など、区切りの際には見直しされていたのではないかと思われま

す。 

 これまで見直しされることなく財産区が２,８５０㎥を引き受けてきたことは、両

者の間で何らかの了承がされていたものであると私は認識しておりました。しかし、

人口減少や節水器具の普及、そして、リーマンショックによる景気低迷期における

旅館等の減少などもありまして、財産区においても給水収益が年々減少しており、

平成３０年度の財産区水道事業会計の当初予算を見ても赤字が見込まれていました。 

 財産区も市の水道と同じ、市民や市内事業者、観光客への水道を供給している重

要な水道事業者であることから、この状況は安全・安心な水道水の供給に何らかの

影響が危惧される中、確認書に記載されている居住人口割ではなく定量で負担して

いる要因、財産区の経営状況等をきめ細かく協議するために、平成３０年１２月に

財産区調査委員会を立ち上げ、これまで４回にわたり会議を開催してきております。 

 県水受水費が給水収益の約半分を消化してしまうことを考えると、現状の財産区

の責任水量は大きな負担であり、経営上問題の一因であることは理解しています。 

 市の水道事業においても同様な状況であり、一般会計から令和２年度決算で１億

６０７万４,０００円を補助し、料金を改定した令和３年度予算においても９,４７

０万円の補助を予定しており、一般会計からの補助金なしでは本市の水道事業も経

営が立ち行かない状況にあります。 

 このため、現時点での確認書の見直しにつきましては、本市の責任引受水量を県

が何らかの見直しをしていただいた上で、財産区の引受水量についても見直しをし
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ていくべきであると考えています。県への責任水量の見直しの要望については、昨

年度に引き続き、今年度も最重要項目として知事に要望していくことになっており

ます。 

 責任水量の見直し時期でございますが、令和５年には龍ヶ鼻ダムの建設に係る起

債償還が終わることから、これを機に、県においてダムからの水道用の水量を引き

下げ治水に割り当ててもらうことや、坂井市とあわら市における責任水量の割合を

見直しすること、また、県の水道事業に係る経費を削減するため水道事業施設をダ

ウンサイジングしてもらうことなど、いろいろな方法があるのではないかと考えて

おり、県とは引き続き責任水量見直しのための協議をしっかりと行っていきたいと

考えております。 

 人口減少や社会経済情勢の大きな変化の中、４０年ほど前に決められた責任水量

が未来永劫続くというのはあまりにも不合理であり、多くの使っていない責任水量

分を負担しているということ自体、あわら市民にとって大きな負担となっていると

いうことは、杉本知事も理解されていると認識しております。 

 昨年の知事要望の際には、知事からは、何かいい方法がないか知恵を出し合いま

しょうと言っていただいております。ただし、責任水量の見直しは今すぐには難し

い点があるということでしたが、要望の後日、令和３年度から県水単価を２円引き

下げるという話をいただきました。 

 こうしたことを総合的に勘案し、現時点においては、今後、責任水量などについ

て県から前向きな回答が得られれば、それを機に財産区の引受水量について見直す

べきかも含め、議員の皆様に相談をさせていただき、確認書の再締結をしたいと考

えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 市長の答弁の中では、確認書はこれまで両者間で了承されてい

たものと認識しているということと、あと、市全体の水道のことを考えると、県水

の引受水量の見直しを県に要望することが優先事項ではないかということだったか

なというふうに思います。 

 市長の言うところの県の回答が得られればということが今ちょっと気になったん

ですけれども、どういう内容の回答が得られれば、財産区との見直しをすべきかど

うか、次のステップに進むという判断でしょうか。 

 県としても、今答弁にございましたように、今年度から受水費を２円減額してく

れたばかりでありまして、引き続き、直ちに県水の引受水量の見直しや、さらに責

任水量から受益者負担制度に変更することは、県も令和５年度末まで龍ヶ鼻ダムの

起債の償還も残っていることから、現実的には厳しいというふうに私は考えますが、

あくまで県の回答なしには財産区の見直しには応じないと、市が望む内容での県の

回答があるまでは、財産区との間では暫定的な見直しもないという考えだという理

解でよろしいでしょうか。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） さきの答弁でも言いましたように、財産区も市民に対する給

水責任というのを負っていますから、財産区の経営が立ち行かなくなり、事業がで

きなくなるということは、それは許せる話ではございません。大きなライフライン

を担ってもらっているわけですから。 

 これは、今後コロナ禍が収束し、観光客が増えて旅館の水量が増えるとか、そう

いう要因がある中で、安易にいつ直すということは言えませんけれども、今回のコ

ロナ禍でもありましたように、何かあれば、それはあわら市として、財産区はあん

たのところで独立採算でやってんだから、勝手にやれなんていうことは言うつもり

もありません。ですから、県のことがなければ見直しをしないと言っているわけじ

ゃなくて、現時点では県の見直しをするということをまずは頑張ると。 

 今回の水道料金の値上げのときも、僕は議会のほうから、まず市長、そんな簡単

に水道料金を上げるなと、県からの責任水量の見直しとか、水道単価を少しでも勝

ち取ってこいということを強く言われる中で動いたわけです。今回もこのことにつ

いてはさっき運命共同体と言いましたけれども、僕は財産区、そしてそれ以外の水

道も含めて値下げをしていくということについては責任がありますから、もちろん

それをやって、それをやる時期がうまくいかないかも分かりません。そうしたとき

は、それはそれでまた財産区としっかりと協議させてもらいます。そのことについ

ては、当然、議会のご理解とかご協力も要ることはもちろんのことでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 市長の答弁を聞きまして、県の回答に絶対こだわるものでない

と。それまでに財産区が経営できないということがあれば、令和２年度に実施して

きたように、地方創生臨時交付金、コロナ交付金を２,０００万円全額充当して、財

産区の県水受水費を減額してあげたこともありますので、そのようなことも考えら

れるという内容であったと思います。 

 財産区も、今年値上げをしましたけれども、令和３年、４年、５年と厳しい経営が

続くと思います。ぜひ、運命共同体という言葉がありましたけれども、その言葉の

とおり、財産区へも十分目配りをして、財産区民を含めた市民が安心で安全な水道

の供給を受けられるようにしてあげていただきたいと思います。 

 市長、いかが思いますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 議員おっしゃるとおりでございますので、そのように実行し

ます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 
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○３番（島田俊哉君） 一般質問は、最後は執行部の答弁で終わるというふうな決まり

になっておりますので、最後にくどいようですが市長の答弁をいただきました。 

 以上をもちまして、私の一般質問を時間内に終了いたします。 

○議長（山田重喜君） 暫時休憩いたします。なお、再開は１３時１０分といたします。 

（午後０時０９分） 

                                        

○議長（山田重喜君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時１０分） 

                                        

◇山川知一郎君 

○議長（山田重喜君） 続きまして、通告順に従い、１４番、山川知一郎君の一般質問を

許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） １４番、日本共産党の山川知一郎でございます。 

 市政に関わる２点について質問をいたします。 

 まず一つは、平和行政の推進についてでございます。 

 皆さんご承知と思いますが、１９４５年８月６日と９日に人類史上初の原爆が広

島、長崎に投下され、２１万人以上が犠牲となり、今なお多くの被爆者が放射能の

影響で苦しんでおります。 

 「核兵器をなくせ」「広島、長崎を繰り返すな」は多くの国民の声であり、２０１

７年には国連で核兵器禁止条約が成立いたしました。この条約は、核兵器の製造、

使用だけでなく、研究開発等も含めて全てを禁止する画期的なものであります。 

 今年の１月にはこの条約を批准した国が５０か国以上となり発効しましたが、核

兵器保有国と「核の傘でこそ平和が守られる」とする日本など幾つかの国は、この

条約に参加しておりません。 

 世論調査でも、この条約に参加するよう求める声は過半数を超えており、政府に

条約への参加を強く求めていかなければならないと思いますし、そのためには世論

をもっと喚起することも必要です。 

 あわら市も、既に平成２３年４月には議会で満場一致で非核平和都市宣言をして

おりますし、毎年の核兵器廃絶を求める国民平和大行進には、歴代の市長や議長な

ども賛同してこられました。核兵器廃絶については誰も異議ないものと思いますが、

この声をさらに大きくするために、市として平和行政を積極的に進めるべきだと考

えます。 

 福井市は「非核平和都市宣言のまち」という石碑を市役所敷地内に設置しており

ますし、坂井市は市が原爆写真パネルを購入し、平成２０年より毎年、市が主催し

て原爆パネル展を開催しております。 

 あわら市としても、非核平和都市宣言を市庁舎などに表示するとともに、原爆パ
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ネル展などを開催し、市民に積極的に非核、平和を訴えるべきだと思いますが、い

かがでしょうか。市長の考えを伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 非核平和都市宣言を庁舎などに表示するとともに、原爆パネ

ル展を開催するなどして核兵器廃絶と平和の大切さを市民にアピールしてはどうか

とのご質問にお答えします。 

 私たち日本人は世界唯一の被爆国の国民として、核兵器の恐ろしさと平和の尊さ、

健康な日々を送ることのできる喜びを全世界に訴えるとともに、多くの貴い犠牲の

上に引き継いだ、かけがえのない平和のバトンを守り、次の世代にしっかりと引き

渡していかなければならない重大な責務があります。 

 あわら市では、今、議員おっしゃったとおり、平成２３年４月に平和首長会議に

加盟しております。また、議会として、同年６月の議会定例会において非核平和都

市宣言が決議されております。 

 平和首長会議は、原子爆弾による悲劇が二度と繰り返されてはならないとの信念

の下、都市の連帯を通して核兵器のない平和な世界を実現することを目的に、広島、

長崎の両市が中心となって設立されました。 

 活動内容は、加盟都市相互の緊密な連帯を通じて核兵器廃絶の市民意識を国際的

な規模で喚起するとともに、世界恒久平和の実現に寄与することを目的としており、

平和行政に対し、より認識が深まってきていると考えております。 

 このほか、戦没者の追悼と援護事務といたしまして、さきの大戦における戦没者

や一般戦災死没者などを追悼するため、戦没者の遺族や市民が行う活動を支援して

おります。また、あわら市戦没者追悼式を毎年開催しており、私も出席し、恒久平和

への願いを新たにしております。 

 終戦から７６年が経過し、戦争を知らない世代が増え、戦争を体験した方々の高

齢化が進んでおります。平和への認識を新たに、戦争の惨禍の記憶、被爆国として

の原爆の記憶を風化させることなく、次世代に継承していくことが非常に重要であ

ると考えております。 

 ご提案いただきました非核平和都市宣言の庁舎への掲示や原爆パネル展につきま

しては、今後、実施に向け検討させていただきます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 今後、実施に向けて検討していきたいということで、ぜひ実

現をしていただきたいなと思いますが、県内でも、敦賀だけちょっと違いますが、

敦賀市は平和都市宣言、ほかの市は全部、非核平和都市宣言というのをしておりま

す。 

 しかし、そういうことを決議していても、宣言を市民にきちっと周知していると

いうところは、私の知っている限りではほとんどないのではないかなというふうに



127 

 

思います。そういう点で、せっかく議会として決議をしたわけでございますから、

例えばここの市役所の玄関を入ったところにそういうものを展示しておくとか、ぜ

ひそういう宣言をしているんだ、非核平和を願っているんだということを市民にア

ピールするように、何か具体的にしていただきたいなと。 

 福井市みたいに石碑を造るっていうと、ちょっと半端な金ではできないと思いま

すので、そこまではともかくとして、玄関にそういう宣言をしているんだとか、宣

言文そのものを掲示しておくとか、そういうことでぜひ市民にアピールをしていた

だきたいというふうに思いますし、昨年、核兵器禁止条約に日本政府も参加すべき

という請願を議会に出しまして、残念ながら議会では否決をされてしまいましたが、

市長にも核兵器禁止条約に日本政府が参加すべきという署名をお願いしましたが、

市長もちょっと議会との関係もあってということで今はされておりませんが、県内

の市町の中には、議会は反対しても首長としては賛成やということで署名していた

だいているところもありますので、お隣の坂井市もそうですが、ぜひ市長にはでき

れば署名をしていただきたいなというふうに思っております。 

 ちょっとお尋ねしたいのは、平和首長会議にも長いこと加盟されておりますが、

具体的にどんなことをやっているのか、市長はそれにどういうふうに関わっておら

れるのかというのをちょっとお尋ねしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） この会議には、ちょっと私、参加はしておりません。個人的に

は、もちろん広島の原爆ドームとか、いろいろ行っていますけれども。 

 署名の件は、議会と考えを一にしたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 歴代の市長も、議長もそうですけど、毎年私どもは国連に向

けて核兵器を廃絶してほしいという署名運動も何回もやってまいりました。今まで

はずっと、市長も議長も毎年大体署名していただいてきたんですけれども、昨年、

日本政府がこれに参加すべきだという署名については、今、市長も議会と同じでと

いうことでちょっと消極的な態度なんですが、その点は非常に残念に思いますが。 

 あと、今後、実施に向けて検討したいということですけれども、例えば原爆写真

パネルを購入するとか、何か具体的に考えていることはありますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） せんだってもハスの実のあそこでやられていましたよね。あ

そこもお借りしてやったと聞いています。やり方についてはちょっと考えますけれ

ども、やればいいと思いますし、僕も原爆、広島で見ますけど、ああいうようなのを

見るとやっぱり悲惨さというの間近に感じますし、いいことだと思いますので、や

り方を今後どうするか。買わなくても借りることができるなら借りればいいと思う
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し、考えさせてください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 写真パネルは買っても３万円か５万円ぐらいのものでござい

ますので、借りるなどと言わず、ぜひ市として、できれば２組ぐらい買ってあちこ

ちでやるというぐらい、ぜひお願いをしたいなと思いますけど。非核平和都市宣言

を掲示するっていうのも、そんな大して金のかかることではありませんので、ぜひ

今後、できるだけ早く具体化していただきたいなというふうに思います。 

 今この議場におられる同僚の議員でも被爆二世という方もおられますし、原爆の

悲惨さを感じている市民はあわら市にも何人もおられますので、７６年たってもま

だ核兵器廃絶の見通しがつかないと。それどころか、むしろ最近は軍事的な、日本

を取り巻く環境は非常に厳しくなっているというふうに聞いておりますので、何と

しても核兵器禁止条約に日本政府が一日も早く参加するようにということを、市と

しても積極的にアピールする、そして非核平和を実現するということで頑張ってい

ただきたいというふうに思います。改めて、市長にその点の決意をお願いいたしま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 非核平和都市宣言の庁舎の掲示については、もう指示してご

ざいますので。パネル展示も来年になるか分かりませんが、確かに購入して、公民

館祭りとか云々で回すとか、やり方、活用の仕方によって購入してもよろしいかと

思いますので、検討させてください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） ぜひ実現していただきますように強くお願いをしておきたい

と思います。 

 それでは、二つ目の問題に入ります。 

 国民健康保険税についてでございますが、私は大体、選挙のたびに市民アンケー

トを行っておりますが、いつも、とにかく国保は高過ぎると、何とかもう少し下が

らんかというのが多数の市民の声であります。 

 そこで、今までにも何回かこの問題を取り上げておりますけれども、改めて現状

について伺いたいと思います。 

 国保加入世帯数と被保険者数、滞納世帯数と滞納総額、短期保険証と資格証明書

の発行数、それから国保基金残高が幾らあるか。また、あわら市の国保税は県内自

治体の中でも高いほうだと思いますけれども、高いほうから数えて何番目ぐらいに

なっているか。 

 それから、前回質問したときに、国保税は所得割と資産割と均等割と平等割と、

四つの基準で算定しておりますけれども、資産割はもう既に全国的にはかなりの自
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治体で廃止をされておりますし、県内でももう既に廃止しているところもあります。

資産は持っていても、そのことによって何か収入が得られるというのはほとんどな

いと思うんですね。不動産業とか、そういうことをやっていれば別ですけれども、

そういう点では、資産割は早急に廃止すべきだというふうに思いますし、それから

もう一つは、少子化時代で子育て支援が求められているときに、均等割というのは

被保険者の頭数に応じて増えるわけですね。赤ん坊であっても均等割の対象になる

と。 

 均等割の対象から子どもは除くというふうにして、子どもをたくさん産んでも保

険料は上がらないというふうにするのが、子育て支援という点でも大変いいと思う

んですが、そこら辺についてのお考えも伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） １点目の国民健康保険の現状はどうなっているかのご

質問にお答えします。 

 国保の県単位化という国民健康保険制度の改正が行われ、平成３０年度から県は

財政運営の責任主体としての役割を、一方、市町は資格管理や保険税の賦課徴収、

保険給付、健康診査事業などを担っています。 

 まず、国民健康保険の加入世帯数と被保険者数についてお答えします。 

 本市の令和３年６月１日現在の国民健康保険加入世帯数は３,５８２世帯で、被保

険者数は５,４６７人となっており、制度改正後の平成３０年度と比較すると５００

人近く減少している状況です。また、世代別構成割合では６５歳以上が５６.７％を

占めています。 

 次に、滞納世帯数と滞納総額についてお答えします。 

 令和２年度の国保税滞納額は、現年度分２,０６３万６,０００円、滞納繰越分５,

７８８万８,０００円、総額７,８５２万４,０００円となっており、平成３０年度と

比較すると８０７万６,０００円減少しています。滞納世帯数も同様に、２８５世帯

から２３２世帯へと減少しています。 

 次に、短期被保険者証や被保険者資格証明書の発行数についてお答えします。 

 払いたくても払えないなどの理由による納税相談があった場合に、分割納付を履

行されている人には医療機関での負担割合が変わらない短期証を交付しています。

平成３０年度の１９４世帯から、令和２年度は１６２世帯へと減少しています。 

 また、資格証は、十分な負担能力があるにもかかわらず、納税の意思がない人に

交付するものです。医療機関では一旦１０割を負担することとなり、後日、本人か

ら請求があった場合には療養費として７割を返還するものですが、その際、納税相

談をした上で、税へ充当するなど滞納の解消に導いております。 

 資格証の交付は、平成３０年度の２９世帯から令和２年度は９世帯へと減少して

います。 

 なお、納税の意思が示された際には、速やかに短期証あるいは通常の保険証に切
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り替えるなど、適宜対応しております。 

 次に、国民健康保険基金残高についてお答えします。 

 国民健康保険基金につきましては、保険給付費の費用に不足を生じたときの財源

に充てるために設置されており、令和２年度末の残高は４億８,４４２万５,０００

円となっています。 

 次に、２点目の高過ぎる国保税を引き下げるべきではないかとのご質問について

お答えします。 

 本市の令和元年度の１人当たりの国民健康保険税は１０万２,６４２円で、県内１

７市町中６番目の高さとなっています。一方、１人当たりの医療費は４４万５,１１

６円と県内５番目に高い水準となっています。これは県平均より２万６,９６９円高

く、最も低い市町とは６万７９９円高くなっています。 

 なお、県は、標準的な算定方法により市町ごとの標準保険料率を算定しています

が、県が算定する本市の保険料必要額は、さらに約２万円高い１２万５,３９２円と

なっています。 

 これらのことにより、受益者負担の原則からすると、決して高過ぎるとは言えな

いと考えております。 

 保険料については、県では直ちに保険料水準の統一は行わないが、将来的には県

内の保険料負担の平準化を目指すこととしております。県内どこに住んでいても同

じ所得、同じ世帯構成であれば同じ保険料水準となる保険料水準の統一化を福井県

国民健康保険運営方針において明記しています。 

 今後は、保険料水準の統一に向け、段階的な取組の方向性や目標年次を含めたロ

ードマップを、県と市町の協議の上、次期運営方針改定時である令和６年度までに

検討することとなっています。 

 次に、資産割の廃止についてお答えいたします。 

 県の運営方針では、令和８年度までに資産割を廃止し、所得割、均等割、平等割の

３方式へ移行するとしています。 

 本市では令和元年度に、平成２４年度以来となる税率改定を行っています。県の

運営方針に基づき資産割の段階的な廃止に向け、必要額の総額を変えないことを前

提に、医療給付分の資産割を２９％から１５％に変え、後期高齢者支援金分と介護

納付金分の資産割を廃止しています。この分の補塡として、所得割を全体で９.９％

から１１％に変更しています。 

 今後は、県が算定する保険料必要額の確保を前提に、令和８年度までに資産割を

段階的に廃止し、急激な負担増となる世帯が出ないよう、基金を活用しながら計画

的に改定していきたいと考えています。 

 次に、均等割から子どもを除くことについてお答えします。 

 均等割は、地方税法で「受益者負担として人数に応じて負担する分」と定められ

ており、その割合につきましては県の運営方針により示されています。 

 現在、県全体の保険料水準の統一化を図っていく過程にあることから、本市だけ
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が均等割から子どもを除くことは適切ではないと考えております。 

 なお、低所得者に対しては、この均等割額と世帯単位に賦課する平等割額につい

て、世帯の所得に応じて７割、５割、２割の軽減措置を講じているところです。これ

に加え、子育て世帯の経済的負担軽減の観点から、令和４年度以降、全ての世帯の

未就学児に係る均等割額について、その５割を公費により軽減する制度改正が行わ

れる予定となっています。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） さらに幾つか伺いたいと思いますが、先ほど現状についての

説明がありましたけれども、国保加入世帯１世帯平均の所得っていうのは幾らかと

いうことと、先ほど１人当たり１０万幾らっていう保険料ですが、１世帯の平均保

険料は幾らかということ、それから国保加入世帯で所得ゼロという世帯はどれだけ

あるかということについて伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） ただいまご質問のありました１世帯当たりの平均所得

は、令和２年度で９０万５３４円であります。 

 １世帯当たりの医療費につきましては、資料を持っておりません。 

 所得なしの世帯は、加入世帯数のうち、令和２年度で７８０世帯、２１.７％とな

っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） １世帯平均所得が９０万円ちょっと、これで間違いないんで

すね。そして、そのうち所得ゼロの世帯が７８０世帯。１世帯平均の保険料は１５

万円ぐらいでないかと思いますけれども、９０万円しか所得のないうち、国保の保

険料だけで十五、六万円払わないかんというのが実態なんですね。しかも、７８０

の世帯は所得ゼロと。それでも保険料は払わないかんということですから、いかに

国保税が重過ぎるかということは、はっきりしているというふうに思います。 

 さらにちょっと伺いますが、軽減措置で７割、５割、２割というのがありますけ

れども、これはどれだけの世帯に適用になっているんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） 令和２年度の軽減世帯数を申し上げます。７割軽減世

帯数が加入世帯のうち９１８世帯の２５.３％、５割軽減世帯は加入世帯のうち６２

１世帯の１７.１％、２割軽減世帯数は４４９世帯の１２.４％となっております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 軽減適用になっているのが、今言われたのを足すと５０％ぐ
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らいだと思いますけども、軽減措置が適用になるというのは、重過ぎるということ

でなるわけで、それが加入者の半分も適用になるということは、そもそもが重過ぎ

るということをこの面でも私は示しているというふうに思います。 

 どこから見ても国保税は高い、何とかしてほしいというのが大きな声なんですけ

れども、それでも払いたくても払えないということになると、まともな保険証がも

らえずに短期保険証とか資格証明書ということになるわけですが、短期保険証やら

資格証明書の人たちに対してどういうふうな対応をしているか。こういう世帯を訪

問して状況をつかんでいるでしょうか。その点について伺います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） 訪問をして状況を把握しているということは、私は今

のところ聞いてはいないんですけれども、来ていただいた上でお話をする。そして、

高校生以下の子どもさんをお持ちの世帯であれば、子どもについては短期の保険証、

６か月の保険証を出しているというふうに対応しております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 隣、滋賀県のたしか草加市やったと思う。そこの市長さんは、

市長としてですね、一番市民に対応する基本は、税金とかいろんなものを滞納して

いる人に対して、直接訪問をして実情をしっかりつかむ、そこから全て始まるとい

うふうに私は前にお聞きしたことがありますけども、短期保険証なり資格証明書を

交付している方については、市役所へ相談に来なさいと。来なければ、言ったら悪

いかもしらんけど、悪質な滞納者とみなしてですね、ただ機械的に短期証にすると

か、資格証明書にするとかというようなことが実際には行われている。実際、家庭

まで訪問をして、本当にどんな状況かというのをしっかりつかむということが私は

絶対必要だと思うんですけれども、それはいろんな事情で、納税相談に来なさいと

言っても、仕事の都合とかいろんなことで来られない人もいるわけですね。そうい

う人たちに対して、こちらから出かけていって、どういう状況ですかと、しっかり

つかむということが必要だと思いますが、そこら辺についてはいかがですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市民生活部長、堀江好美君。 

○市民生活部長（堀江好美君） 保険証を発行しております市民課のほうでは、直接伺

うことはしていないんだろうと思うんですけれども、税務課のほうで、収納のほう

で滞納といいますか遅れが発生したときに、徴収員さんが訪問してお話を聞いてい

る。そこで窓口に来ていただけないかとか、そういうお話も聞いて対応をしている

ということもあると思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） ちょっと市長に伺いたいんですけど、こういう払いたくても
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本当に払えないという人はたくさんいるんですね。所得ゼロ世帯が７８０世帯もあ

る、それに対しても保険料は課税されるという、どう考えても国保税っていうのは

むちゃくちゃ高過ぎるというふうに思うんですけれども、そういう点では、滞納し

ているところには、市から出かけていってきちんと実情をつかむというのを基本に

すべきだと思います。私は、国保が高い最大の原因は、国が負担を減らしていると

いうところにあると思います。国保ができた戦後間もなくの時期から比べれば、国

庫負担率はどんどん下がる一方です。 

 全国知事会も、去年でしたか、おととしでしたか、国保会計は、地方、どこの自治

体も大変になっているので、国が国保会計に１兆円出すべきだという提言をいたし

ましたけれども、国保について、私は国庫負担が少な過ぎるというふうに思います

けれども、そこについても市長のお考えを伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） まず、事実誤認がありますので、その点１点申し上げます

と、先ほど１世帯当たり９０万円の所得と申し上げました、部長は。これは収入で

はございません。例えば公的年金であれば公的年金控除がありますので、去年ちょ

っと税制改正されましたが、それまではたしか、６５歳以上は１１０万円ほどの控

除がありましたので、収入がゼロではないということはまず申し上げておきたいと

思います。もちろん、営業所得、事業所得の方々は、必要経費を差し引いた手元に残

る金額が幾らかというのが所得でございますので、それが９０万円であればそれは

大変なことになりますけど、そこの確認だけはまずさせていただきたいと思います。 

 それから、国庫の負担が少な過ぎるということでございますが、この点、私は以

前、同じ議員のご質問にお答えいたしましたように、国保税の今いただいている総

額は５億円台でございますが、ちょっと今仕組みが変わりましたけれども、当時、

直営で市が行っていたときの国庫負担額は、たしか２０億円を超えていたと思いま

す。その比率は明らかに公的負担が多くなっております。 

 加えて、先ほど来の議論の中で、この保険制度とは何かと、受益者負担という言

葉もありましたが、いわゆる共助のシステムであります。かかった医療費をそこの

加入者が一定のルールの下に負担するというのが保険制度でありますので、最大の

問題は、医療費を抑制することが結果的に保険料が下がるということもありますし、

少々、国保の加入構成が高齢化したり、あるいは加入人数、世帯数も減っていると

いうところが大きな問題です。加えて、半数以上が軽減がかかっている、まさにそ

のとおりでございますが、これは全体的に所得が下がっておりますので、そのルー

ルに基づいて２割、５割、７割の軽減を行っているということでございます。 

 議員ご指摘のように、保険税、県に財政主体が移ったとか、これは国のお考えの

中で国保財政が非常に厳しいという認識はあるはずでございますので、こういった

点も踏まえて、まずは県内における保険税の統一とか医療費の抑制に努める、ある

いは国が抜本的に国保制度をどうするかと、こういった議論は必要かとは思います
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が、現時点では国においても十分に――十分と言うと議員にまた指摘を受けますけ

れども、一定の負担は行っているということでご認識いただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） あと、滞納者を見守っていくという話ですね、これは広域連合

でも同じような質問が出ていまして、介護保険料を払えないところはやっぱり行く

べきじゃないかと。広域連合が行くわけにはいかないですけど、それは構成市とま

た相談するという話にさせてもらったんですけれども、今後、そうしたことについ

てどうするかということについては、通常の見回り活動も含めて、どうあるべきか

はちょっと検討させていただきたいと思います。 

 今はいろんな面において、コロナ禍でちょっと行っていないというのが現状でご

ざいますけれども、アフターコロナにおいて、そういう人がどんどん増えてきてい

るということは事実でございますので、それは市全体で、この部署だけじゃなくて、

全体でどうするかということを考える必要があると思っていますので、それはそう

いうことでご認識いただければと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 所得イコール収入ではないというのは、私はよく分かってお

りますから、所得ゼロの７８０世帯が、収入がゼロではないということは分かって

おりますけれども、しかし、それは、例えば年金控除があるとか、そういうことで所

得には算入されないというのはありますけれども、それにしても所得ゼロっていっ

たら収入が２００万円も３００万円もあることはまずないんですよね。せいぜい１

００万円か１５０万円ぐらい、控除があって所得ゼロになるというのはあると思い

ますけども、それで、その中から保険料を払うというのは、そんな簡単なことでは

ないというふうに思います。 

 それと、副市長から、何か国保は共助といいますか、お互い助け合いだというよ

うな。私はこれは違うと。日本の国民健康保険制度は皆保険制度ということで、世

界でも非常に優れた医療制度だと言われておりますけど、この考え方の基本は、憲

法第２５条の生存権、国民は健康で文化的な最低限度の生活を営む権利があると。

そして、国は、社会福祉、社会保障、公衆衛生の向上、増進に努めなければならない

という。だから、共助でなくて、やっぱり国が責任を持ってきちっとやるべきだと

いうのが第２５条の精神だと思います。絶対そこから出発をしなければ、共助だと

いうようなことだと、結局、医療費がようけかかっているんやからしゃあないとか、

そういう議論になってくるんで、そこはやっぱりちょっとおかしいんじゃないかと

いうふうに思いますが、いかがですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 副市長、城戸橋政雄君。 

○副市長（城戸橋政雄君） ただいま憲法の生存権のことをおっしゃいましたけど、そ
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れのための制度として生活保護制度というものがございます。これは公助でござい

ます。先ほどあえて共助と申し上げましたけど、受益者負担金という話であれば、

今の介護保険制度も制度上は共助という具合に位置づけられております。これは、

それぞれの加入者の負担によって事業が成り立っているという意味での共助という

意味で申し上げたところでございます。 

 したがいまして、ここは見解の違いでございますので、共助をもってしても生活

が成り立たないとか保険が払えないという場合において、最後のセーフティーネッ

トとして生活保護という制度があるわけでございますので、この点は、先ほどの実

情をよく把握しながら収納に当たるべき、あるいは保険証を考えるべきということ

については、当然において、例えば福祉部門と情報を共有するとか、そういったこ

とによって市民の生活を守っていくということは当然であろうと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 国保がいかに高過ぎるかということ、また払いたくても払え

ない市民がいるということについては、ご理解いただけていると思います。 

 そして、あわら市は医療費が高い。何か医療費が高いのも市民の責任みたいに時々

言われるんですけど。医者にかかり過ぎとかね。決してそうではない。かかりやす

い医療機関が身近にあるということは、あわら市民にとっては大変いいことだとい

うふうに思います。それで医者に行くから悪いんやみたいな、だから保険料が高く

なっても仕方ないみたいなことも時々言われますけど、決してそうではないという

ことで、とにかく具体的に県が保険料を統一するということ、この間お聞きしまし

たら、まだこの先、議論はするけれども、そう簡単にはいかんと。１０年から２０年

かかるでしょうっていうような県の担当者の話でした。 

 そんな悠長なことは言っておられんと思うんで、何としても早く統一した保険料

にして、県内どこにいても、いつでも、誰でも安心して医療を受けられる体制をき

ちっとつくるという点で、頑張っていただきたいなというふうに思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（山田重喜君） 以上で一般質問を終結いたします。 

                                        

   ◎散会の宣言 

○議長（山田重喜君） 本日の日程は全て終了いたしました。 

 明日から９月２６日までは休会とし、休会中に付託されました案件について、そ

れぞれの常任委員会において審査をお願いいたします。 

 本会議は９月２７日に再開します。 

 本日はこれをもって散会します。 

 大変お疲れさまでございました。 

（午後１時５８分） 
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  地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

  令和３年  月  日 
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第１０９回あわら市議会定例会議事日程 

 

                          第 ４ 日 

                          令和３年９月２７日（月） 

                          午後１時３０分開議 

 

１.開議の宣告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議案第５２号 令和３年度あわら市一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ３ 議案第５３号 あわら市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定について 

日程第 ４ 議案第５４号 あわら市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

日程第 ５ 陳情第 １号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 

日程第 ６ 報告第１０号 令和２年度あわら市健全化判断比率及び各公営企業に係る

資金不足比率の訂正について 

日程第 ７ 報告第１１号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることにつ

いて） 

日程第 ８ 報告第１２号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることにつ

いて） 

日程第 ９ 報告第１３号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることにつ

いて） 

日程第１０ 報告第１４号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることにつ

いて） 

日程第１１ 報告第１５号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることにつ

いて） 

日程第１２ 議案第５６号 令和３年度あわら市一般会計補正予算（第７号） 

日程第１３ 発議第 ５号 あわら市議会会議規則の一部を改正する規則の制定につい

て 

日程第１４ 発議第 ６号 地方財政の充実・強化を求める意見書 

日程第１５ 発議第 ７号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書 

 

 （散  会） 
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出席議員（１６名） 

   １番 三 上 寛 了     ２番 青 柳 篤 始 

   ３番 島 田 俊 哉     ４番 木 下 勇 二 

   ５番 北 浦 博 憲     ６番 堀 田 あけみ 

   ７番 室 谷 陽一郎     ８番 平 野 時 夫 

   ９番 毛 利 純 雄    １０番 吉 田 太 一 

  １１番 山 田 重 喜    １２番 八 木 秀 雄 

  １３番 笹 原 幸 信    １４番 山 川 知一郎 

  １５番 北 島   登    １６番 卯 目 ひろみ 

 

欠席議員（０名） 

 

                                        

 

地方自治法第１２１条により出席した者 

 市 長  佐々木 康 男    副 市 長  城戸橋 政 雄 

 教 育 長  甲 斐 和 浩    総 務 部 長  後 藤 重 樹 

 創造戦略部長  西 川 佳 男    市民生活部長  堀 江 好 美 

 健康福祉部長  糠 見 敏 弘    経済産業部長  武 田 正 彦 

 土 木 部 長  永 井 宏 昌    教 育 部 長  江 守 耕 一 

 土木部理事  西 川 秀 和    土木部理事  龍 田 雅 人 

 芦原温泉上水道財産区管理者  高 橋 啓 一 

                                        

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長  大 角 勇 治    事務局長補佐  早 見 孝 枝 

 主 査  佐々木 良 晃 

 

  



139 

 

                                        

   ◎開議の宣告 

○議長（山田重喜君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） ただいまの出席議員数は、１６名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

（午後１時３０分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（山田重喜君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、９番、毛利純雄君、１

０番、吉田太一君の両名を指名します。 

                                        

   ◎議案第５２号の委員長報告・質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第２、議案第５２号、令和３年度あわら市一般会計補正予算

（第６号）を議題といたします。 

○議長（山田重喜君） この議案につきましては、予算決算常任委員会に付託し、審査を

願っておりますので、委員長より、その審査結果の報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １６番、卯目ひろみ君。 

○16 番（卯目ひろみ君） 予算決算常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案第５２号、令和３年度あわら市一般会計補正予算

（第６号）について、二つの分科会を設置し、９月１０日に総務厚生分科会、９月１

５日、１６日には産業建設教育分科会を開催しました。各分科会においては、所管

事項について慎重に調査いたしました。 

 これを受けまして、２４日、委員会を開催し、各分科会長から調査の報告を求め、

審査を進めた結果、議案第５２号の議案については、賛成多数で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 議案第５２号、令和３年度あわら市一般会計補正予算（第６号）について、主な質

疑を所管課ごとに申し上げます。 

 まず、総務課所管について申し上げます。 

 一般管理経費の１,５００万円の増額は、会計年度任用職員に係る管理業務の負担

軽減、効率化を図るためのシステム構築に要する経費を補正計上するものです。委

員からは、委託料の内訳はどうなっているのかとの問いがあり、理事者からは、シ

ステムソフトウエア等の購入費用、構築に係る作業費用等も想定して予算を計上し

たとの答弁がありました。 

 次に、福祉課所管について申し上げます。 

 障害者自立支援給付事業１,０４２万６,０００円の国庫負担返還金について、コ
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ロナ禍でサービスの提供を受けることを控えて給付が減ったということはないのか

との問いがあり、理事者からは、直接的なコロナ禍の影響はないと考えているとの

答弁がありました。 

 続いて、観光振興課所管について申し上げます。 

 セントピアあわらの指定管理経費３０８万円の増額は、指定管理者が行う改修等

に要する費用の一部負担のため補正計上するものです。委員からは、３０８万円の

火災保険の共済金分について指定管理料の増額となっているが、市からの補助金で

はないのかという問いがあり、理事者からは、施設そのものが市の財産であり、施

設改修の負担相当額を指定管理料で負担することと調整しているとの答弁がありま

した。 

 次に、建設課所管について申し上げます。 

 防災・安全社会資本整備総合交付金の交付決定に伴う７６万円の減額について、

委員からは、交通安全施設の工事を途中で打ち切るのか、それとも翌年に送るのか

との問いがあり、理事者からは、今回できない部分が２０ｍあり、その分について

は来年度に予算計上し、引き続き事業を進めるとの答弁がありました。 

 次に、新幹線まちづくり課所管について申し上げます。 

 都市構造再編集中支援事業補助金の交付決定に伴う市道１０５号線改良工事５,

３８１万４,０００円の増額について、委員からは、ＰＣの製作に二、三か月がかか

るために、それまでに下部工を終わらせるということだったが、現場打ちではない

ので、ＰＣだけ別発注するのかという問いがあり、理事者からは、上部工について

はＰＣのみ別発注するのではなく、桁、舗装、高欄をまとめて発注する予定との答

弁がありました。 

 次に、教育総務課所管について申し上げます。 

 通学援助経費（小中学校）５５万２,０００円の増額は、小学校、中学校のスクー

ルバスタイヤ、スタッドレスの更新に要する費用です。委員からは、スクールバス

は何台あり、更新するのはどの学校のスクールバスか、更新しないスクールバスは

問題がないのかという問いがあり、理事者からは、スクールバスは３台あり、今回

更新するのは金津東小学校と芦原中学校で、残る１台は金津中学校の吉崎ルートを

走るバスで、昨年更新しているとの答弁がありました。 

 なお、政策広報課、市民協働課、生活環境課、子育て支援課、健康長寿課、農林水

産課所管については、特段の質疑はありませんでした。 

 以上、予算決算常任委員会の報告といたします。 

○議長（山田重喜君） これより、予算決算常任委員長の報告に対する質疑を許可しま

す。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、討論、採決に入ります。 
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○議長（山田重喜君） 議案第５２号、令和３年度あわら市一般会計補正予算（第６号）

について、討論はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） ただいま議題となっております補正予算、議案第５２号の中

には、吉崎の道の駅整備に関する経費７,７００万円の増額が提案されておりますけ

れども、私はこの吉崎の道の駅整備には大変疑問があり、賛成することができない

ということを申し上げたいと思います。 

 吉崎に道の駅を整備する狙い、これは吉崎地域の振興、そこは異論はありません

けれども、しかし、計画では年間３６万人、そして、道の駅にできる売店などでの売

上げは年間１億３,０００万円と。この目標といいますか計画は、どう考えても無理

ではないかというふうに思います。 

 市長は、道の駅そのものを目的にして人が来るようにしたいとおっしゃったと思

いますけれども、しかし、県内の他の道の駅を見ますと、例えば勝山の道の駅は、高

速道路を下りて、そして恐竜博物館に向かう途中にある。恐竜博物館へ行くお客が

ちょっと道の駅で止まるということはたくさんあると思いますし、小浜の道の駅も

高速道路を下りたところにありまして、そして小浜には、国宝級のお寺とかいろん

な名所がたくさんあります。そういうところへ行く客が道の駅へ寄る。しかし、吉

崎には、私はそういう目的となるようなものがないというふうに思います。そうい

う点では、狙いは分かりますけれども、どう考えても、この年間３６万人、売上げ１

億３,０００万円というのは過大過ぎると、大幅な見直しが必要だというふうに思い

ます。 

 私は、６月の市会議員選挙のときに、このことについても市民にアンケートをお

願いをいたしましたが、回答でもやっぱり７割ぐらいは必要がないということでご

ざいました。そういう点から考えても、現時点で市民の理解は得られないというふ

うに思います。 

 吉崎地区の振興策を何か考えなければならないということについては異論がない

わけですけれども、やっぱり大幅に見直しをする必要があるというふうに思います。

そういう点で、今回のこの補正には賛成できないということを申し上げます。 

 以上です。 

○議長（山田重喜君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第５２号を採決します。 

 本案に対する予算決算常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立多数です。 
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 したがって、議案第５２号は、委員長報告のとおり可決することに決定しました。 

                                        

   ◎議案第５３号から陳情第１号の委員長報告・総括質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第３から日程第５までを、会議規則第３５条の規定により、

一括議題といたします。 

 これらの議案につきましては、各常任委員会に付託し、審査願っておりますので、

各常任委員長より、その審査結果の報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 総務厚生常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る９月１０日に、市長、副市長及び担当部課長の出席を求め、当委

員会に付託されました議案第５３号、あわら市職員の服務の宣誓に関する条例等の

一部を改正する条例の制定について慎重に審査いたしました。 

 審査の結果、議案第５３号は、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決しま

した。また、陳情１件につきましては、賛成全員で採択すべきものと決しました。 

 以下、審査の過程で議論されました主な事項について申し上げます。 

 まず、議案第５３号、あわら市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定については、各種行政手続の簡素化、効率化を実現し、行政改革を推

進するため、押印見直しを行う所要の改正を行うもので、委員からの特段の質疑は

ありませんでした。 

 次に、陳情第１号、地方財政の充実・強化を求める意見書採択について、委員から

は特段の意見はありませんでした。 

 以上、総務厚生常任委員会の報告といたします。 

○議長（山田重喜君） 続きまして、産業建設教育常任委員長の報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ７番、室谷陽一郎君。 

○７番（室谷陽一郎君） 産業建設教育常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る９月１５日及び１６日に、市長、副市長、教育長及び担当部課長

の出席を求め、当委員会に付託されました議案第５４号、あわら市道路の構造の技

術的基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について慎重に審査いたしま

した。 

 審査の結果、議案第５４号については所要の措置であり、挙手採決の結果、賛成

全員で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以下、審査の過程で議論されました主な事項について申し上げます。 

 まず、議案第５４号、あわら市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について申し上げます。 

 本案は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部が改正さ

れたことに伴い、旅客特定車両停留施設に関する基準の新設等の所要の改正を行う
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もので、委員からの特段の質疑はありませんでした。 

 以下、産業建設教育常任委員会の報告といたします。 

○議長（山田重喜君） これより、各常任委員長の報告に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、日程第３から日程第５までの討論、採決に入ります。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第５３号、あわら市職員の服務の宣誓に関する条例等の一

部を改正する条例の制定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第５３号を採決します。 

 本案に対する総務厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５３号は、委員長報告のとおり可決することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第５４号、あわら市道路の構造の技術的基準等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第５４号を採決します。 

 本案に対する産業建設教育常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５４号は、委員長報告のとおり可決することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 陳情第１号、地方財政の充実・強化を求める意見書採択につい

て、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、陳情第１号を採決します。 

 この陳情に対する総務厚生常任委員長の報告は採択であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、陳情第１号については、委員長報告のとおり採択することに決定い

たしました。 

                                        

   ◎報告第１０号の上程・提案理由説明 

○議長（山田重喜君） 日程第６、報告第１０号、令和２年度あわら市健全化判断比率及

び各公営企業に係る資金不足比率の訂正についてを議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 報告に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました報告第１０号、令和２年度あわら市

健全化判断比率及び各公営企業に係る資金不足比率の訂正について申し上げます。 

 本案は、８月３１日の定例会において提出いたしました報告第８号、令和２年度

あわら市健全化判断比率及び各公営企業に係る資金不足比率の報告についてでご報

告いたしました将来負担比率について数値の誤りがありましたので、訂正して報告

するものでございます。 

 訂正の内容につきましては、将来負担比率を４６.９％と報告しておりましたが、

正しくは４７.６％となり、０.７ポイントの増となります。 

 数値は増加となりますが、本市における早期健全化基準を大きく下回る数字とな

っており、訂正した監査委員の意見を付して議会に訂正を報告するものであります。 

 今後、このようなことが起こることのないよう十分に精査してまいりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 以上、報告いたします。 

○議長（山田重喜君） 報告第１０号は、これをもって終結いたします。 

                                        

   ◎報告第１１号から報告第１５号の一括上程・提案理由説明 

○議長（山田重喜君） 日程第７、報告第１１号、専決処分の報告について（損害賠償の

額を定めることについて）、日程第８、報告第１２号、専決処分の報告について（損

害賠償の額を定めることについて）、日程第９、報告第１３号、専決処分の報告につ

いて（損害賠償の額を定めることについて）、日程第１０、報告第１４号、専決処分

の報告について（損害賠償の額を定めることについて）、日程第１１、報告第１５号、

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）、以上の報告５件を

一括議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 報告に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました報告第１１号から報告第１５号まで

の専決処分の報告についてご説明申し上げます。 
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 報告第１１号につきましては、本年６月２７日に、国影地係において、相手方が

運転する車両が駐車場に進入しようとしたところ、市道側溝の蓋が跳ね上がり、車

両下部に接触しマフラーを損傷させたため、修理に係る損害賠償の額について、９

月１０日付で専決処分を行ったものであります。 

 報告第１２号につきましては、本年８月１８日に、北地係において、相手方が自

宅車庫から出庫しようと後退したところ、市道歩道部の側溝蓋が跳ね上がり、車両

前部バンパー、前輪等を損傷させたため、修理に係る損害賠償の額について、９月

１０日付で専決処分を行ったものであります。 

 報告第１３号につきましては、本年１月１２日に、伊井地係において、市所有の

除雪車で道路除雪作業中に雪の塊の処理をしたところ、民家のフェンスを損傷させ

たため、修理に係る損害賠償の額について、９月１６日付で専決処分を行ったもの

であります。 

 報告第１４号につきましては、本年７月１４日に、坂井市三国町水居地係の坂井

合同庁舎の駐車場において、バックして駐車する際、駐車中の車に衝突し、相手方

車両後部を損傷させたため、修理に係る損害賠償の額について、９月１６日付で専

決処分を行ったものであります。 

 報告第１５号につきましては、本年７月２０日に、市姫一丁目地係のあわら市商

工会の駐車場において、公用車の運転席側ドアを開けた際、隣に進入してきた車両

が公用車のドアに接触し、相手方車両のフロントバンパー等を損傷させたため、修

理に係る損害賠償の額について、９月１６日付で専決処分を行ったものであります。 

 本件につきましては、地方自治法第１８０条第１項に規定する議会の委任による

専決処分でありますので、同条第２項の規定により報告いたします。 

○議長（山田重喜君） 報告第１１号から報告第１５号までは、これをもって終結いた

します。 

                                        

   ◎議案第５６号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第１２、議案第５６号、令和３年度あわら市一般会計補正予

算（第７号）を議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 本案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） ただいま上程されました議案第５６号、令和３年度あわら市

一般会計補正予算（第７号）について提案理由を申し上げます。 

 議案第５６号、令和３年度あわら市一般会計補正予算（第７号）につきましては、

歳入歳出予算にそれぞれ８,０００万円を追加し、予算の総額を１６４億２,３７８

万９,０００円とするものであります。 

 歳出につきましては、商工費の商工振興費で、あわら年末年始プレミアム付商品

券発行事業に係る経費として、委託料など５,０００万円、小規模事業者応援給付金



146 

 

に係る経費として、給付金など３,０００万円を計上いたしております。 

 歳入につきましては、国庫支出金の総務費国庫補助金で、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金２,７７３万３,０００円、繰越金の前年度繰越金５,２

２６万７,０００円を計上いたしております。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（山田重喜君） 本案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） それでは、通告に沿いまして、議案第５６号、令和３年度一般会

計補正予算（第７号）について、議案質疑をいたします。 

 本会議での議案質疑の例はあんまりないと承知しておりますが、この案件につき

ましては、予算決算常任委員会への付託を省略する予定だということでございます

ので、本会議におきまして議案質疑をさせてもらう方法しかございませんので、ご

了承をいただきたいと思います。 

 さて、今回の補正予算に計上されております年末年始プレミアム付商品券発行事

業につきましては、コロナウイルス感染症によりダメージを受けております商店で

の消費喚起や市民の家計支援を図るためのもので、令和２年度における年末年始プ

レミアム商品券、また、今年度夏のサマープレミアム商品券に続き、あわら市では

３回目のプレミアム商品券の発行となります。 

 今回につきましては、これまでの２回とは異なり、今後の国の補正予算において

コロナ交付金の追加があることを見越して、一般財源で財源手当をしておいて１０

月からスタートをするということで、後にコロナ交付金の決定があってから補正予

算にて財源更正をしようとするものでございますが、私もこの事業により、市内の

事業者や市民が安心して年末年始を過ごせるよう願うものであります。 

 あわら市がプレミアムをつけた地域経済活性化策は、今回を含めて３回とも紙の

商品券と限定していることについては、ＰａｙＰａｙなどのスマートフォン決済に

よるポイントの還元や付与、また、福井県が県商工会議所連合会や県商工会連合会

とつくる、ふくいデジタルバウチャー推進協議会が令和２年度から実施、推進して

いる「ふく割」などのスマートフォンアプリを活用した電子クーポンによる割引を

導入した場合には、スマホを持っていない、または持っているけれども使い慣れて

いないんだという高齢者などから、公費を投入するのに、私たちが恩恵を受けられ

ないのは公平性に欠けるんじゃないですかというふうな声を受けていることが大き

な理由になっているものと私は考えます。 

 また、ＰａｙＰａｙなどでは、実施単位が１か月からということで、プレミアム

分としてどれだけの予算措置が必要になっているかという財政的な不安ですね、そ

れとか、紙の商品券で事業執行するとする場合と比較しての経費の問題なんかもあ
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ると思います。しかしながら、市民や市内の事業者の中には、紙の商品券ばかりで

なく、スマホを利用した地域経済活性化策を望む声があることも、これまた事実で

あると考えます。 

 現在の消費や納税の中心は、２０代中盤から６０代までの、いわゆるジェネレー

ションＸやジェネレーションＹ世代になると思います。特にジェネレーションＹ世

代、つまり、ミレニアル世代と言われる人たちは、デジタルネイティブであり、スマ

ホネイティブであります。物心ついたときにはスマホの利用がもう当たり前の時代

になっておりまして、紙の商品券の利用は面倒だ、また、コロナ禍において接触型

となるため、感染のリスクがあるので、あまり興味を示さないという傾向があると

思います。 

 福井県が強力に推進している電子クーポン「ふく割」のアプリ登録者数は既に２

０万人を超え、もはや県民にとって日常的な買物ツールになっております。私のよ

うな高齢な者でも、通常のふく割に加え、しょうきぼ割、ようふく割、じざけ割、こ

うげい割、スポカル割など、どんどん増える各種割引を楽しく利用させていただい

ております。 

 また、坂井市や勝山市、鯖江市、南越前町は、これまでに既にスマホ決済を利用し

たポイント還元に取り組んでおり、現在、お隣の坂井市では、今月９月の１か月間、

ＰａｙＰａｙを活用したポイント還元を実施しており、今回まで３回全てＰａｙＰ

ａｙを利用した地域活性化策を講じております。 

 坂井市においてももちろんのこと、紙の商品券を求める声があると思います。し

かしながら、スマホ決済を活用し続けるそれだけの理由、メリットが私はあるんだ

と思います。坂井市のお店で尋ねたことがありますが、ＰａｙＰａｙのポイント還

元を実施をすると、お隣のあわら市や福井市の北部からお客さんが来てくれて商品

を購入してくれるので、新規顧客の拡大にもつながるというふうに喜んでおりまし

た。この効果は大きいんじゃないかなというふうに思います。少子高齢化の中、市

民だけの消費に頼っていても、じり貧は明らかであります。 

 福井市におきましても、令和２年度は紙のクーポンとして、がんばれ福井応援券

を発行しましたが、本年度は、１０月から１２月までの期間で、県の電子クーポン

アプリ「ふく割」を活用したプレミアム率３３％から５０％のデジタルクーポンを

２種類発行し、苦境が続く市内のお店をみんなで守るんだということです。 

 この県の電子クーポンアプリ「ふく割」は、コロナの感染状況を見て、直ちに一時

利用の停止ができたり、また、予算の上限に達すると利用打切りができます。さら

に、利用されている業種や利用者の年代などを素早く収集でき、今後の対策にも役

立てることができるということで、福井県におきましても、９月補正予算にて、プ

レミアム分で８億円を超える規模でのふく割の追加発行をすることになっています。 

 確かに、あわら市のように紙の商品券を発行しますと、市民が全部購入し、使用

しないともったいないから、これは全て期間内に使用してくれると思います。それ

は、２割のプレミアム商品券を購入すると、それだけ家計の現金支出が抑えられる
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からではないでしょうか。また、全部市内のお店で利用し、それだけの消費効果が

あったといっても、単に現金から商品券の利用に切り替わっただけで、プレミアム

分の消費の増加があったとは言い切れないんではないでしょうか。 

 仮に商品券の使える期間だけ消費が伸びたとしても、駆け込み需要的な面もあり、

果たして年間を通して見ると消費が伸びている、つまり、売上げが増加しているの

でしょうか。そんなことを示すデータもないというふうに思います。もしかすると、

坂井市がＰａｙＰａｙを実施している期間は、あわら市の消費が坂井市に持ってい

かれて、あわら市の消費は減少しているという現実もあるのではないかと不安に思

います。 

 以上のことを考慮しますと、一部の人の意見に配慮し、紙の商品券を用いてのみ

の地域経済活性化策を繰り返すのではなく、スマホ決済を望む市民や事業者の要望

に耳を傾け、スマートフォンを活用した方策も検討し実施することも必要だという

ふうに思います。行政サービスはバランスが大切ではないでしょうか。 

 今回は無理といたしましても、今後さらに同様のプレミアムクーポンを発行する

ということがあれば、紙とデジタルの２つのクーポンの併用を組み合わせた、いわ

ゆるハイブリッド型の施策を検討してみることもやぶさかではないのかなというふ

うに考えます。 

 また、さきに開催されました総務厚生常任委員会でも、私が質問したとおり、今

年度と来年度の２年間は、地方交付税の基準財政需要額にデジタル推進費という国

が項目をつくり、あわら市でも約３,６００万円が措置されております。これは、国

が地方自治体におけるデジタル推進を後押ししようという財政支援であり、特に額

の算定に当たっては、高齢者の数によって補正増額がされております。ということ

は、高齢者にもデジタル技術のメリットを享受できるように、各自治体さん、取り

組んでくださいよということではないでしょうか。 

 また、９月１日に発足しましたデジタル庁では、コロナワクチンの接種証明につ

いても、年内にスマホ表示の実用化を目指してアプリを開発するということです。

これにつきましては、先ほどの全協におきましても、副市長から、あわら市におい

ても強力に進めるんだということを言っていらっしゃいました。 

 さらに、あわら市では現在、市長自らがＤＸ推進本部長となってＤＸ（デジタル

トランスフォーメーション）を推進していますが、推進する過程において、高齢者

にもスマホやタブレットを活用してもらうというシーンが出てくると思いますので、

ぜひ国の交付税を利用した高齢者やスマホをネガティブ、スマホが苦手だなと思う

人を対象としたスマホの講習会を数多く実施をしてもらって、デジタルクーポン利

用のデジタルメリットを気軽に享受できる体制整備も必要ではないかというふうに

考えます。 

 以上、高齢者が気軽にスマホやタブレットに慣れ親しむデジタルリテラシーを含

め、紙とデジタルのハイブリッド方式による、あわら市の地域活性化策の検討、実

施を考える必要があるというふうに私は考えますが、いかがでございましょうか。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 経済産業部長、武田正彦君。 

○経済産業部長（武田正彦君） では、ただいまのご質問につきましてお答えをさせて

いただきます。 

 今、議員もおっしゃいましたけれども、本市では、令和２年度に年末年始プレミ

アム付商品券、今年度にあわらサマープレミアム付商品券、こちらのほうを発行し

ているところでございます。 

 これまでに、消費需要喚起施策としましてのＰａｙＰａｙ、また、「ふく割」とい

った電子決済によるポイント還元サービスなどの利用につきましても検討をいたし

ました。しかし、これらのサービスにつきましては、まず利用者を市民に限定する

ことができないことや、付与されたポイント、すなわちプレミアム分、こちらが市

内の店舗だけで利用されるわけではないといったことなどから、投資効果が減少す

ると考えております。また、経済対策の実施の要望がありましたあわら市商工会や

旅館協同組合からも、紙による商品券の発行を強く要望されました。 

 現在、本市のプレミアム付商品券事業、こちらに参加する店舗は市内４１９ござ

います。一方、「ふく割」の登録は約１４０店舗、ＰａｙＰａｙの利用ができる店舗

は約３００といった状況にとどまっております。さらに、高齢者にとりましては、

キャッシュレスサービス、すなわち電子決済はいまだ利用しにくいことなどから、

分かりやすくて利用しやすい紙の商品券を発行することとし、現時点ではＰａｙＰ

ａｙや「ふく割」を活用した消費喚起策は検討しておりません。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） 現時点ではデジタルの施策は考えていないということでしたが、

今のお答えの中に一つ気になりましたのが、ＰａｙＰａｙとか「ふく割」にすると、

それを使う人が市民だけじゃなくなってしまうという答弁がありましたが、私が当

初質問したように、市民だけに限定しても、やはり市民だけの消費では、お店で買

ってくれるというものが増えないのではないかということと、市民だけに限定する

ということにこだわるのであれば、昨年度の夏に、県民宿泊客支援事業ということ

で、あわら市は市民以外、福井県民であれば２,０００円割引するという制度を実施

し、３,６６０万円ほどですかね、１万８,０００人ほどに割引を実施しました。こ

れは市民だけに限らず、あわら市民以外の方にも利用してもらっておりますので、

この県民全てを対象とした県民宿泊客拡大事業については、あわら市以外の人もい

いですよ、県民ならいいですよというのと、今ご答弁にありました消費喚起の紙の

クーポンにしないと、市外の人も購入できてしまうと。その区分けはどう考えてい

るのか、お答え願いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 昨年実施しました県民宿泊割と、これは全然性格が違います
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ので。あれは誘客するものですから、当然県民に利益がないと誰も来ませんので、

これとこれは全然質が違いますので、その辺はよくお考えになってください。 

 それと、ＰａｙＰａｙにつきましては、加盟店そのものが少ないわけですね。坂

井市がうちの３倍ぐらい人口があっても、そこに加盟しているのは坂井市も１,００

０店ばかりです。あわらはそれに比べて小規模事業者が非常に多い中で、商工会が

頑張って４００店舗以上今掘り起こしていますので、そういう方々へ隅々まで今行

き届いているというふうに僕らは理解していますので、現時点でというのは、当然、

ＤＸを推進して、そういうような活動が活発になってくれば、当然そういうことの

やり方も考えられるんでしょうけど、今、部長が言うように、現時点ではというの

は、今やるにおいては、このペーパーでやるのが一番効率がよく市民も利用しやす

いということで、今はこういうふうに考えているということでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ３番、島田俊哉君。 

○３番（島田俊哉君） もうこれで私が質問するのも最後になってしまいますけれども、

市長は今ほど、旅館の誘客、昨年の夏実施した件については、コロナで夏の忙しい

繁忙期の旅館のお客さんが少ないので、県民を対象に２,０００円の割引をして、誘

客を促進して、旅館の苦境を支援してあげましょうということで、今回の商品券を

用いての地域経済活性化策と私は大して違うものではないなというふうに思うのと、

今ほど最後にはおっしゃってくれましたけれども、現時点では考えていないという

ことですが、今後、やはりＤＸの推進も併せて、もし今後また同様のような施策を

打つんであれば、ハイブリッド方式で考えていただくことも必要じゃないかなとい

う質問をさせてもらいました。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 旅館の支援といいますのは、例えば、グランディア芳泉とかま

つや千千ぐらいですと、従業員が１００人以上いて、それに参加するいろんな下の

ほうの企業が多いわけですね。ただ、その旅館を支援しているわけじゃなくて、そ

の旅館を支援することによって、そこの経済的な循環が広がる、あるいは従業員の

雇用が守られるという、そこはここの事業者を支援する、こことはちょっと違うと

思います。 

 それと、昨年は県のほうがやっていた誘客事業、あの場合は最大で１万５,０００

円やったかな、もらいがありましたから、それとの相乗効果が出たものですから、

物すごくあれは何かあわらの独り勝やって言われましたけれども、ああいうような

のは、時期とかタイミングを見ながら、県の動きを見ながら、あれはうちのほうが

先に考えたんですけど、県も乗ってきてということで。それが終わったら今度Ｇｏ 

Ｔｏトラベルとかなっていますので、交流人口を増やすという、あれは主目的です

から、こことはちょっと質が違うと、僕はそういうふうに理解しています。 
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 今、島田議員が言いましたように、将来ずっと紙でやるんだと、そんなこと言っ

ているわけじゃなくて、そういうようなことに慣れてきて、こういう取扱いが増え

てくれば、当然そういうような扱いはしていかないと、我々が目指すところのあわ

らのスマートシティであるとか、ＤＸ化による生活の向上ということにつながりま

せんので、そういうことについては今後念頭に置きながら検討してまいりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（山田重喜君） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） これをもって質疑を終結いたします。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっています議案第５６号につきましては、会

議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存

じますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、討論、採決に入ります。 

○議長（山田重喜君） 議案第５６号、令和３年度あわら市一般会計補正予算（第７号）

について討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第５６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５６号は、原案のとおり可決することに決定しました。 

                                        

   ◎発議第５号の上程・趣旨説明・質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第１３、発議第５号、あわら市議会会議規則の一部を改正す

る規則の制定についてを議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 本案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10 番（吉田太一君） 議長のご指名がありましたので、発議第５号、あわら市議会会

議規則の一部を改正する規則の制定について趣旨説明を申し上げます。 

 デジタル機器の活用に即した会議規則の見直しを行うため、本規則の所要の改正

を行うものであります。 

 改正の内容につきましては、本会議場システムの入替えに伴い、電子表決システ

ムを使用して、電子的に表決を取ることができる条項を加えることと併せ、本会議

または委員会等に入る者の携帯品の持込みの取扱いを改めるため改正するものであ
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ります。 

 所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をお願い

いたします。 

 なお、規則案については、お手元に配付のとおりでありますので、よろしくお願

いをいたします。 

○議長（山田重喜君） これより、本案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっています発議第５号につきましては、会議

規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存じ

ますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、討論、採決に入ります。 

○議長（山田重喜君） 発議第５号、あわら市議会会議規則の一部を改正する規則の制

定について討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、発議第５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、発議第５号は、原案のとおり可決することに決定されました。 

                                        

   ◎発議第６号の上程・趣旨説明・質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第１４、発議６号、地方財政の充実・強化を求める意見書を

議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 本案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 議長のご指名がありましたので、発議第６号、地方財政の充

実・強化を求める意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 新型コロナウイルスの出現により、地方自治体は多くの行政事象が発生し、あら

ゆる課題に即時の対応が求められると同時に、医療、介護など社会保障への対応、

子育て支援策の充実、地域交通の維持確保など、従来からの行政サービスに対する

需要もこれまで以上に高まりつつあります。 

 しかし、現実に公的サービスを担う人材は不足しており、疲弊する職場実態にあ
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る中、近年多発している大規模災害、またデジタル・ガバメント化への対応も迫ら

れています。 

 地方の財源対応については、２０２１年度の地方財政計画までは２０１８年度の

水準を下回らないよう、実質的に同水準を確保してきていますが、新型コロナウイ

ルスへの対応により巨額の財政出動が行われる中、２０２０年度以降の地方財政が

十分に確保できるか大きな不安が残されています。 

 ２０２０年度の政府予算と地方財政の検討に当たっては、コロナ禍による新たな

行政需要なども把握しながら、歳入歳出を的確に見積もり、地方財政の確立を目指

すよう、その対策を政府に求めるものであります。 

 所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をお願い

いたします。 

 なお、意見書案については、お手元に配付のとおりでありますので、よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（山田重喜君） 本案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、討論、採決に入ります。 

○議長（山田重喜君） 発議第６号、地方財政の充実・強化を求める意見書について、討

論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、発議第６号を採決します。 

 本案は提案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、発議第６号は提案のとおり可決されました。 

                                        

   ◎発議第７号の上程・趣旨説明・質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第１５、発議第７号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処

し地方税財源の充実を求める意見書を議題といたします。 

○議長（山田重喜君） 本案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） ６番、堀田あけみ君。 

○６番（堀田あけみ君） 議長のご指名がありましたので、発議第７号、コロナ禍による

厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について趣旨説明を申し

上げます。 

 本意見書は、令和３年７月１６日付で、全国市議会議長会長から積極的な対応を
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国会関係行政庁に提出するよう呼びかけられており、内容については、新型コロナ

ウイルス感染症の蔓延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度

においても、引き続き巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。 

 地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、

地球温暖化対策などの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめ

とした社会保障関係経費や、公共施設の老築化対策費など、将来に向け増嵩する財

政需要に見合う財源が求められる。 

 その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。 

 よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、確実に実現されるよう

強く要望する。 

 旨の文書が発出されており、総務厚生常任委員会において協議を行った結果、全

会一致で意見書を提出すべきものと決しました。 

 所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をお願い

いたします。 

 なお、意見書案については、お手元に配付のとおりでありますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（山田重喜君） 本案に対する質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、討論、採決に入ります。 

○議長（山田重喜君） 発議第７号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財

源の充実を求める意見書について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、発議第７号を採決します。 

 本案は提案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、発議第７号は提案のとおり可決されました。 

                                        

   ◎散会の宣言 

○議長（山田重喜君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 明日から１０月１２日までは休会とし、本会議は１０月１３日に再開します。 

 本日はこれをもって散会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後２時３４分） 
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  地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

  令和３年  月  日 

 

               議  長 

 

 

               署名議員 

 

 

               署名議員 
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第１０９回あわら市議会定例会議事日程 

 

                          第 ５ 日 

                          令和３年１０月１３日（水） 

                          午後１時３０分開議 

 

１.開議の宣告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議案第４３号 令和２年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ３ 議案第４４号 令和２年度あわら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 ４ 議案第４５号 令和２年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 ５ 議案第４６号 令和２年度あわら市農業者労働災害共済特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第 ６ 議案第４７号 令和２年度あわら市水道事業会計決算の認定について 

日程第 ７ 議案第４８号 令和２年度あわら市公共下水道事業会計決算の認定につい

て 

日程第 ８ 議案第４９号 令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認定

について 

日程第 ９ 議案第５０号 令和２年度あわら市水道事業会計剰余金の処分について 

日程第１０ 議案第５１号 令和２年度あわら市公共下水道事業会計剰余金の処分につ

いて 

日程第１１ 発議第 ８号 環境対策調査特別委員会の設置について 

日程第１２ 発議第 ９号 総合交通まちづくり調査特別委員会の設置について 

日程第１３ 特別委員の選任 

日程第１４ 議員派遣の件 

 

１.閉議の宣告 

１.市長閉会挨拶 

１.議長閉会挨拶 

１.閉会の宣告 
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出席議員（１６名） 

   １番 三 上 寛 了     ２番 青 柳 篤 始 

   ３番 島 田 俊 哉     ４番 木 下 勇 二 

   ５番 北 浦 博 憲     ６番 堀 田 あけみ 

   ７番 室 谷 陽一郎     ８番 平 野 時 夫 

   ９番 毛 利 純 雄    １０番 吉 田 太 一 

  １１番 山 田 重 喜    １２番 八 木 秀 雄 

  １３番 笹 原 幸 信    １４番 山 川 知一郎 

  １５番 北 島   登    １６番 卯 目 ひろみ 

 

欠席議員（０名） 

 

                                        

 

地方自治法第１２１条により出席した者 

 市 長  佐々木 康 男    副 市 長  城戸橋 政 雄 

 教 育 長  甲 斐 和 浩    総 務 部 長  後 藤 重 樹 

 創造戦略部長  西 川 佳 男    市民生活部長  堀 江 好 美 

 健康福祉部長  糠 見 敏 弘    経済産業部長  武 田 正 彦 

 土 木 部 長  永 井 宏 昌    教 育 部 長  江 守 耕 一 

 土木部理事  西 川 秀 和    土木部理事  龍 田 雅 人 

 芦原温泉上水道財産区管理者  高 橋 啓 一     

                                        

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長  大 角 勇 治    事務局長補佐  早 見 孝 枝 

 主 査  佐々木 良 晃 
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   ◎開議の宣告 

○議長（山田重喜君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） ただいまの出席議員数は、１６名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（山田重喜君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

（午後１時３０分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（山田重喜君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、９番、毛利純雄君、１

０番、吉田太一君の両名を指名します。 

                                        

   ◎議案第４３号から議案第５１号の委員長報告・総括質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第２から日程第１０までを、会議規則第３５条の規定によ

り、一括議題とします。 

 これらの議案につきましては、予算決算常任委員会に付託し、審査を願っており

ますので、委員長よりその審査結果の報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １６番、卯目ひろみ君。 

○16 番（卯目ひろみ君） 予算決算常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案第４３号、令和２年度あわら市一般会計歳入歳出

決算の認定についてから議案第５１号、令和２年度あわら市公共下水道事業会計剰

余金の処分についてまでの９議案について、二つの分科会を設置し、９月２９日、

３０日に総務厚生分科会、１０月１日、４日には産業建設教育分科会を開催しまし

た。各分科会においては、所管事項について慎重に調査いたしました。 

 これを受けまして、昨日、委員会を開催し、各分科会長から調査の報告を求め、審

査を進めた結果、議案第４３号及び議案第４４号は賛成多数、その他７議案は全員

賛成で認定及び可決すべきものと決しました。 

 なお、審査内容はかなり膨大なものとなりますので、報告につきましては主な意

見と要請の結果についてのみ報告させていただきますことをご了承願います。 

 最初に、総務課所管について申し上げます。 

 防犯カメラ設置事業補助について、各区の申請に対しての設置補助だけではなく、

市として危険な場所を管理するために、防犯カメラの設置を検討するよう要請しま

した。加えて、防災関係備蓄物資の廃棄の多さを指摘し、廃棄数をゼロにするよう

要請しました。また、育児休暇の取りやすい環境づくりを率先して進めてほしいと

の意見がありました。 

 次に、監理課所管について申し上げます。 
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 公用車管理について、使用した職員が定期的に点検、掃除を行うことや、事故を

起こさないように運転方法などの指導、管理を行うよう要請しました。 

 次に、政策広報課所管について申し上げます。 

 吉崎経済会議について、この会議でつながった著名な方の輪を吉崎地区、あわら

市のさらなる発展につなげていってほしいと要請いたしました。また、インターネ

ット放送局「ねっとｄｅあわら」について、視聴回数や登録者が少なく、決算額に対

して結果が伴っていないと思われる。登録者を増やすべくいろいろな手法を検討す

るよう要請しました。 

 次に、市民協働課所管について申し上げます。 

 市民活動サポート助成金について、申請する団体を増やすために掘り起こしに力

を入れ、広報誌やホームページだけでなく、いろいろな機会を通じて積極的な呼び

かけをするよう要請しました。また、ふるさとあわらサポート基金事業について、

基金をさらに増やしていくよう努力すべきとの意見がありました。 

 次に、市民課所管について申し上げます。 

 マイナンバーカード交付件数について、設定した目標の交付率へと近づくよう、

引き続き出張申請などを行い、積極的な推進を行うよう要請しました。 

 次に、生活環境課所管について申し上げます。 

 デマンド交通について、待ち時間を短くすることや、乗り合い率を高め、利用者

を増やし、市民が使いやすくするためにデジタルを活用した予約システムの取組も

考えるべきとの意見がありました。加えて、北潟湖や河川の水質調査の結果を市民

に公表すべきとの意見がありました。また、波松海岸線の海のプラスチックごみの

処分について、引き続き対応するよう要請しました。 

 続いて、福祉課所管について申し上げます。 

 子どもの学習支援事業については、貧困の連鎖の防止のため、生活困窮世帯の子

どもたちに学習支援を実施するものです。このような事業は分野をまたいで取り組

むべき重要なことだと思うので、教育委員会を含めて連携するよう要請しました。 

 次に、子育て支援課所管について申し上げます。 

 認定こども園の入園状況について、こども園の定員を減らす調整をするのではな

く、通園する園児たちを増やすため、あわら市に住んでもらい、子育てしてもらう

ための施策を講じていくべきとの意見がありました。 

 次に、健康長寿課所管について申し上げます。 

 在宅福祉事業の住まい環境整備支援事業助成は、介護保険における住宅改修の対

象外で、要介護者の在宅生活のために住宅の改造をする場合の助成金です。対象に

なる方が増えた場合でも、申請の相談に乗り、対応するようにとの意見がありまし

た。 

 続いて、農林水産課所管について申し上げます。 

 水産資源の回復が結果として表れていない。当然、外来種駆除も大切ではあるが、

再生のための放流事業を継続し、もう少し手厚い補助をしたほうがよいとの意見が
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ありました。 

 次に、観光振興課所管について申し上げます。 

 セントピアあわらの指定管理者の収支報告にある事業管理費について、納得でき

る資料を出してほしいと要請しました。また、コロナ禍において、観光協会の魅力

発信事業について、昨年と金額が変わっていない。事業費に対する理解が得られる

成果を示してほしいとの意見がありました。また、越前加賀県境の館の利用者がか

なり減っている。県境の館には２００万円近くの人件費も払っている。運営の仕方

について検討するように要請しました。あわせて、芦原温泉芸妓協同組合補助金に

ついても検討するように要請しました。 

 続いて、建設課所管について申し上げます。 

 道路維持管理について、センターラインの引き直しや除草、街路樹剪定を計画的

に進めてほしいと要請しました。さらに、区からの要望にある門型側溝の設置や生

活道路の改修についてももっと予算をつけて、少しでも早く要望に対応できるよう

要請しました。また、老朽化した木造の市営住宅の撤去について、強制退去はでき

ず、入居者の意向もあるが、継続して退去を働きかけるよう要請しました。 

 次に、上下水道課所管について申し上げます。 

 かなりの集落で下水道の未整備戸数があるが、合併浄化槽等で対応しないと不公

平感がある。何とか救済できるようにすべきであるとの意見がありました。 

 次に、芦原温泉上水道財産区について申し上げます。 

 滞納者の水道料金の徴収について、現年度分から徴収をし、滞納を増やさないよ

うに収納体制の検討を要請しました。 

 続いて、教育総務課所管について申し上げます。 

 ふるさと愛というのは、遠いものではなく身近なところから始まっていく。間口

を広げて教育に取り入れていってほしいとの意見がありました。また、学校のトイ

レの洋式化改修を計画的に進め、洋式化率を高めていくようにとの意見がありまし

た。また、児童相談支援活動業務については、しっかり経過を見ながら、慎重に対応

してほしいとの意見がありました。 

 次に、文化学習課所管について申し上げます。 

 金津創作の森美術館は、建設に莫大な費用がかかり、また、金津創作の森事業に

対する市からの補助金、指定管理料として毎年９,１００万円程度がかかっている。

前に進んでいく方向で空調も整備したので、今後の方向をどのようにするのか検討

するようにと要請しました。 

 次に、スポーツ課所管について申し上げます。 

 市民体育祭について、今まで何回も議会でも体育祭の形を変える必要があるとい

う意見が出てきている。分割するなり、地区でやるなりの検討を要請しました。 

 最後に、監査委員事務局所管について申し上げます。 

 現金監査の不適切な取扱いの指摘事項に対して、公金全般の適正な管理について

は、総務課から指示を出し、適正化を図るべきとの意見がありました。 
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 以上、審査での概要について述べましたが、各所管の審査においては、財政的見

地はもちろん、事務事業の執行方策などについて、多くの指摘・要望等を行ってお

ります。委員からの要望や意見、また指摘事項については、次年度の予算編成や行

政運営に生かされることを強く期待いたします。 

 特に、令和６年春の北陸新幹線福井開業に向けた芦原温泉駅周辺整備関連事業に

加えて、新型コロナウイルス感染症が中長期的に経済、財政に与える影響はいまだ

不透明です。厳しい財政状況の中にあっても、市民の安心・安全を確保し、市民の生

命、財産を守ることは本市の責務だと考えられます。 

 必要な対策には躊躇なく取り組み、感染拡大防止と社会経済活動の維持及び回復

を図っていくために、今後はより積極的かつ戦略的な行政運営が求められます。今

後とも市民のニーズを的確に把握して、来年度の予算編成に当たり、優先順位づけ

による事業の取捨選択、さらには創意と工夫による一層の効率化と徹底した節減・

合理化に理事者、職員が一丸となった取組を切に望むものであります。 

 以上、予算決算常任委員会の審査結果を申し上げ、報告といたします。 

○議長（山田重喜君） これより、予算決算常任委員長の報告に対する総括質疑を許可

します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、日程第２から日程第１０までの討論、採決に入りま

す。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第４３号、令和２年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認

定について、討論はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 一般会計の決算の認定に反対の立場で討論を行いたいと思い

ます。 

 日本共産党は、新幹線の建設そのものを全て否定するものではありませんけれど

も、あまりにも新幹線関連工事費の支出が多過ぎる。投資したものに見合うような

効果が得られるとはとても思えません。昨年の新幹線関連工事を見ても、駅周辺整

備工事に３億１,０００万円とか、自由通路の建設などで約１０億円の支出がありま

すけれども、本当に市民がこれを求めているかといえば、大変疑問だというふうに

思います。 

 決算審査の中でも、市民から門型側溝の設置とか、道路の維持補修をきちんとし

てほしいとか、暮らしや子育てに関わるような要求がたくさん出されておりました

けれども、理事者からはなかなか予算がないから思うようにできないという回答が

何遍もありました。 
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 私は、新幹線関連工事は見直しをして削減をすべきである、そして、こういうイ

ンフラの整備、また、暮らしや子育て支援をもっと強化すべきであるということで、

この決算の認定に反対するものでございます。 

 議員各位のご賛同を心からお願いして、討論といたします。 

○議長（山田重喜君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） これで討論を終わります。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第４３号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立多数です。 

 したがって、議案第４３号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第４４号、令和２年度あわら市国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定について、討論はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １４番、山川知一郎君。 

○14 番（山川知一郎君） 国民健康保険特別会計の認定にも反対の立場で討論をいたし

ます。 

 今議会の初めの一般質問でも国民健康保険税が高過ぎるという問題を取り上げま

したが、あわら市の国保税は非常に高い。払いたくても払い切れないということで、

滞納者も多い。こういう中で、国保基金は３月末で４億８,０００万円あります。こ

の基金を毎年毎年取り崩すことをずっと続けるわけにはいかないということはよく

分かっておりますけれども、取りあえず１世帯１万円引き下げようということは、

３,０００万円ちょっとあればできるわけでございますから、国保基金を取り崩して

でも市民の願いに応えて、国保税の引下げをすべきであるというふうに考えます。 

 議員各位のご賛同をお願いして、討論といたします。 

○議長（山田重喜君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） これで討論を終わります。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第４４号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立多数です。 

 したがって、議案第４４号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 
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○議長（山田重喜君） 議案第４５号、令和２年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第４５号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４５号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第４６号、令和２年度あわら市農業者労働災害共済特別会

計歳入歳出決算の認定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第４６号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４６号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第４７号、令和２年度あわら市水道事業会計決算の認定に

ついて、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第４７号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４７号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第４８号、令和２年度あわら市公共下水道事業会計決算の

認定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、議案第４８号を採決します。 
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 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４８号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第４９号、令和２年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計

決算の認定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） 議案第４９号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４９号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第５０号、令和２年度あわら市水道事業会計剰余金の処分

について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） 議案第５０号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決とするものです。 

 委員長報告のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５０号は、委員長報告のとおり可決することに決定しました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 議案第５１号、令和２年度あわら市公共下水道事業会計剰余金

の処分について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） 議案第５１号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決とするものです。 

 委員長報告のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５１号は、委員長報告のとおり可決することに決定しました。 
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   ◎発議第８号から発議第９号の一括上程・趣旨説明・総括質疑・討論・採決 

○議長（山田重喜君） 日程第１１、発議第８号、環境対策調査特別委員会の設置につい

て、日程第１２、発議第９号、総合交通まちづくり調査特別委員会の設置について、

以上の発議２件を会議規則第３５条の規定により一括議題とします。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） １０番、吉田太一君。 

○10 番（吉田太一君） 議長のご指名がありましたので、発議第８号、環境対策調査特

別委員会の設置について、発議第９号、総合交通まちづくり調査特別委員会の設置

について、一括して趣旨説明を申し上げます。 

 本市は、山、海、湖、河川、丘陵地など豊かな自然環境に恵まれ、これらが相まっ

て、豊かな生活を享受し恩恵を受けております。しかし、土砂採取による山肌の露

出、廃棄物の不法投棄、北潟湖の富栄養化による水質の汚濁など、自然環境への影

響が懸念されております。さらには、生活様式の変化や人口減少などにより増加す

る空き家なども問題となっております。 

 このようなことから、市民の健全な生活環境を守ることや自然環境を適正に保全

することなど、総合的な環境対策に関し調査を行うため、７人の委員をもって構成

し、閉会中も継続して調査研究する環境対策調査特別委員会の設置を提案するもの

であります。 

 また、令和６年春には、北陸新幹線県内延伸と北陸新幹線芦原温泉駅が開業しま

す。 

 このようなことから、２年後のまちづくりを見据えた、あわら市全体のまちづく

りと、それに大きく寄与する並行在来線や二次交通整備など、まちづくりと交通を

一体的に捉え、あらゆる角度から調査研究を行うため、８人の委員をもって構成し、

閉会中も継続して調査研究する総合交通まちづくり調査特別委員会の設置を提案す

るものであります。 

 いずれも、所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛

同をお願いいたします。 

 なお、各特別委員会設置（案）については、お手元に配付のとおりでありますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（山田重喜君） 上程議案に対する総括質疑を許可します。 

○議長（山田重喜君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） ただいま議題となっています発議第８号、発議第９号につきま

しては、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決

したいと存じますが、ご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、討論、採決に入ります。 

                                        

○議長（山田重喜君） 発議第８号について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、発議第８号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、発議第８号、環境対策調査特別委員会の設置については、原案のと

おり可決されました。 

                                        

○議長（山田重喜君） 発議第９号について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 討論なしと認めます。 

○議長（山田重喜君） これより、発議第９号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（山田重喜君） 起立全員です。 

 したがって、発議第９号、総合交通まちづくり調査特別委員会の設置については、

原案のとおり可決されました。 

                                        

   ◎特別委員の選任 

○議長（山田重喜君） 日程第１３、特別委員の選任を議題とします。 

 ただいま設置されました環境対策調査特別委員会、総合交通まちづくり調査特別

委員会、以上の二つの特別委員会は、その調査終了まで閉会中も引き続いて調査活

動ができることとし、それぞれの特別委員会の委員は、委員会条例第８条第１項の

規定により、議長において指名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員会の委員の選任は議長において指名することに決しました。 

○議長（山田重喜君） 環境対策調査特別委員会に、４番、木下勇二君、５番、北浦博憲

君、８番、平野時夫君、９番、毛利純雄君、１０番、吉田太一君、１４番、山川知一

郎君、１６番、卯目ひろみ君、以上７名を指名いたします。 

○議長（山田重喜君） 総合交通まちづくり調査特別委員会に、１番、三上寛了君、２

番、青柳篤始君、３番、島田俊哉君、６番、堀田あけみ君、７番、室谷陽一郎君、１
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２番、八木秀雄君、１３番、笹原幸信君、１５番、北島 登君、以上８名を指名いた

します。 

○議長（山田重喜君） ただいま特別委員を指名いたしましたが、これにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しましたとおり、それぞれの特別委員に選任すること

に決定しました。 

○議長（山田重喜君） 暫時休憩いたします。 

（午後２時０４分） 

                                        

○議長（山田重喜君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後２時０４分） 

○議長（山田重喜君） 諸般の報告を事務局長から申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 局長。 

○事務局長（大角勇治君） 休憩中の各特別委員会において、正副委員長の互選が行わ

れました。その結果をご報告いたします。 

 環境対策調査特別委員会委員長に、１４番、山川知一郎議員、副委員長に、９番、

毛利純雄議員、総合交通まちづくり調査特別委員会委員長に、１３番、笹原幸信議

員、副委員長に、２番、青柳篤始議員、以上のとおりであります。 

                                        

   ◎議員派遣の件 

○議長（山田重喜君） 日程第１４、議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本件につきましては、お手元に配付した資料のとおりであります。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 異議なしと認めます。 

 よって、資料のとおり派遣することに決定しました。 

                                        

   ◎閉議の宣告 

○議長（山田重喜君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて、会議を閉じます。 

                                        

   ◎市長閉会挨拶 

○議長（山田重喜君） 閉会に当たり、市長より発言の申出がありますので、これを許可

します。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（山田重喜君） 市長、佐々木康男君。 

○市長（佐々木康男君） 閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本定例会におきましては、８月３１日の開会以来、４４日間の長きにわたりまし

て、提出いたしました議案や決算につきまして慎重にご審議をいただきました。ま

た、全ての議案について妥当なるご決議を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 さて、新型コロナウイルスの第５波がようやく落ち着き、７月中旬から東京を中

心に出されていた緊急事態宣言も先月末で解除され、福井県内におきましても、１

０月１５日から感染拡大警報が解除される予定となり、注意報等の発令がないのは

約２００日ぶりとなります。この間、市民の皆様、また、事業者等の皆様には、不要

不急の外出自粛や感染症予防対策のための新しい生活様式の励行にご協力をいただ

きまして誠にありがとうございました。 

 また、これまで感染予防、あるいは感染拡大防止の柱として取り組んできたワク

チン接種につきましても、１回目の接種完了者が８５％を超え、県が目標とする接

種を希望される方の１０月中の終了につきましては、おおむね達成できる見込みと

なりました。引き続き、医療機関などと連携し、円滑な接種に努めるとともに、補正

予算でお認めいただいた２つの経済支援策であるあわら年末年始プレミアム付商品

券発行事業及びあわら市小規模事業者応援給付金を通じて、市民生活の応援や感染

の長期化で厳しい経営状況が続いている事業者の皆様、地域経済を下支えする取組

に力を入れてまいります。 

 新型コロナウイルスにつきましては、幾度も感染拡大と収束の波を繰り返してお

り、引き続き、一人一人が感染防止に努めていく必要がありますが、市民の皆様と

一丸となってこのコロナショックを乗り越え、北陸新幹線開業効果の最大化やデジ

タルトランスフォーメーションの推進、あるいは、市民の活動の推進など、アフタ

ーコロナを見据えた市政発展に職員と共にしっかりと取り組んでまいりますので、

議員各位のご理解とご協力をお願いいたします。 

 秋も深まり、朝夕の冷え込みが厳しくなっております。議員各位におかれまして

は、健康にはくれぐれもご留意いただき、引き続き本市の発展のためにご活躍いた

だきますようお願いを申し上げまして、閉会に当たってのご挨拶とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

                                        

   ◎議長閉会挨拶 

○議長（山田重喜君） 一言ご挨拶を申し上げます。 

 去る８月３１日から本日まで、４４日間にわたる超ロングランの９月議会は本日

をもって終了いたしました。期間中、いろいろな意見、要望等があったわけでござ

いますけれども、理事者はこれを謙虚に受け止め、１つでも改善されるよう、また、

成就されるよう強く要請するものであります。 

 今、秋本番でございますけれども、議員各位におかれましては、健康に十分注意
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されまして、議員活動に積極的に取り組んでいただくことを心からお願いを申し上

げまして、閉会の挨拶といたします。大変ご苦労さまでございました。 

                                        

   ◎閉会の宣告 

○議長（山田重喜君） これをもちまして、第１０９回あわら市議会定例会を閉会いた

します。 

（午後２時１０分） 
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